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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『レディ・ガンナーと二人の皇子』

これまでのストーリー





先方の都合で仕事をキャンセルされた用心棒四人組は、滞たい在ざい中のエルディア王国で不ふ審しんな男たちに襲おそわれ、仲間のヴィンセントを連れ去られる。男たちを追いかけた、ダムー、ベラフォード、ケイティの３人が知ったことは、男たちは大貴族のコルテス家の家臣で、ヴィンセントに、命を狙ねらわれている当家のおぼっちゃまの身代わりになってほしいということ。仕事にあぶれていた彼らは、二つ返事で引き受けるが……。一方、国王の訃ふ報ほうによりエルディアを訪問することになった父に連れられて、都のミロを訪れたキャサリンは、市内見物の最中、獅し子しに襲われる一人の少年を助ける。少年の名はフェルナンド、この国独特の皇太子レースで有力な候補になっている、コルテス家の息子むすこだった。歪ゆがんだ皇太子制度のせいとはいえ、非常識極きわまりない少年の態度に、怒いかり心しん頭とうに発したキャサリンだったが、事件を調べるうちに、これが単なる事故ではなく、獅子の姿に変わった異種人類による暗殺計画だったことに気づく。不ふ愉ゆ快かいな少年だが、命を狙われているのを見過ごしにはできない。キャサリンは侍じ女じよのニーナとともに調査を続けるが、二度目の襲しゆう撃げき事件でようやく再会したダムーたちに、フェルナンドが実は女の子だと告げられ、事件はいっそう混こん迷めいの度合いを深めていった。そして起こる三度目の襲撃。今度の犯人はどうやらコルテス家らしい。徐じよ々じよに明らかになる皇太子レースの真実、王国を揺ゆるがす大陰いん謀ぼう劇に、キャサリンたちが打つ手はあるのか？







　　22







　コルテス家から帰る途中、フェルナンドは一言も口をきかなかった。

　茫ぼう然ぜんと馬車の座席に座り込んでいた。

　隣に座ったキャサリンもあえて話しかけたりはしなかった。

　心配そうにその様子を見つめていた。

　無理もない。唯一にして絶対的に信じていた実家に、こうも見事に裏切られたのだから。

　茫然自失している少女の肩をキャサリンはそっと抱いてやった。

　ホテルに着いた時も、足下の覚おぼ束つかない少女が馬車から降りるのを手伝った。

　ロビーではニーナが待っていた。

　飛びつくようにキャサリンを出迎え、眼の色だけで『どうでした？』と問いかけてくる。

　キャサリンは小さく頭かぶりを振り、やはり眼の色だけで『話は部屋に行ってから』と応こたえた。

　生まれた時からのつきあいだ。そのくらいは朝飯前である。

「晩のお食事は部屋に運んでください」

　ホテルの従業員にキャサリンが言うのを聞きつけて、すかさずダムーが口を出した。

「俺も食う」

　彼はさっきたらふく食べたばかりのはずだが、キャサリンは止めなかった。

　あらためて従業員に頼んだ。

「お手数ですが、量は五人分……いえ、七人分お願いします。──それと、温かいココアを」

　フェルナンドに必要だろうと思ったのである。

　顔色は青いのを通り越して蒼そう白はくになり、何より身体にまったく生気がない。ちょっと押せばそのまま倒れてしまいそうなくらいである。

　キャサリンは蹌そう踉ろうとした足取りの少女を促して部屋まで連れて行った。

　その時までずっとされるがままだったが、少女は部屋に入ったとたん、我に返ったらしい。

　勢いよくキャサリンの手を払いのけた。

「さわるな！　おまえのせいだぞ！」

「えっ？」

　キャサリンはきょとんとフェルナンドを見た。

　この子の言うことは本当に時々わけがわからない。

　だが、フェルナンドは何故わからないのだという軽けい蔑べつの眼まな差ざしでキャサリンを睨にらみつけた。

「こんな……こんな格かつ好こうをしていたからアロンソにはぼくがわからなかったんだ！　おまえが女の服なんか着せるからだぞ！」

　呆あつ気けにとられたキャサリンの顔がたちまち険しくなった。

「では、あなたの家の従者は服が替わっただけで主人を見分けることもできないというわけね。闘技場の時も思ったけど、あなたのお家の人たちって、どこまで根性なしで情けないのかしら。うちのニーナなら、わたしが男の子の格好をしていたって一目でわかってくれるわ」

「当然です」

　ニーナが力強く断言する。

　一方、部屋で留守番をしていたケイティとベラフォードはダムーを見て口々に言った。

「お帰り」

「どうだった？」

「ああ。いたぜ。髪の毛を黒く塗られて、このおぼっちゃまの服を着せられてた」

「連れ出せそう？」

「無理だな。あそこで突っ込んだら蜂はちの巣にされてたぜ。火薬の匂いがぷんぷんしてた」

　ベラフォードが難しい顔になり、ケイティが舌打ちする。

　キャサリンも驚いてダムーに尋ねた。

「あの時の玄関に──火薬の匂いが？」

「ああ、扉の向こうに銃を持ったのが十人は隠れてただろうな」

「その人たちに脅されていたから、ヴィンセントさんは何も言わなかったんでしょうか？」

　自分で言いながら、キャサリンはちょっと腑ふに落ちない気がした。

　あのヴィンセントにそんな自制心が発揮できるとは思えなかったからだ。

　ヴィンセントの性格なら──拉ら致ちされて知らないところに連れてこられて、そしてダムーの姿を見たとしたら──どんな状況だろうと我を忘れて駆け寄ってきそうな気がする。

　ダムーもヴィンセントがまったくの無反応だったことが気になっているらしい。

「あいつ、何だか正気に見えなかったな。一応、眼を開けてまっすぐ立ってたが、俺のことも見えてなかったんじゃないか。まるで意識がないみたいに見えたぜ」

　ケイティが鼻にしわを寄せた。

「ますますやな感じだね」

　ベラフォードも心配そうに言う。

「やっぱり、今はヴィンスがコルテス家のおぼっちゃまとして扱われてるのね？」

「ええ。アロンソははっきりそう言いました。ヴィンセントさんを指して『我がコルテス家のフェルナンドさまはあそこにいらっしゃいます』ですって」

　ダムーが続けた。

「逆にこっちのおぼっちゃまのことは、うちには女のおぼっちゃまなんかいないとさ」

　予想していたこととはいえ、ニーナが何とも言えない顔になった。

　ケイティとベラフォードに至っては、はっきり顔をしかめた。

「露骨だねえ……」

「ほんと。変わり身が早すぎるわよ。今朝までは大事なおぼっちゃまだったんでしょうにね。お召し替えの儀だってヴィンスを身代わりに乗り切るつもりだったはずなのに、どうして急にこんなに乱暴な手段に出たのかしら」

「奴らの動きが慌ただしくなったのはあの時からだぜ。やっぱり皇太子が結婚より即位を先にしようとしてるってのが問題だったんじゃねえか」

「何ですって？」

　キャサリンにとっては初耳である。

　ケイティとベラフォードは自分たちの知っている事情を説明した上で、私見をつけ加えた。

「結婚より即位が先になっても、別にまずいことはないと思うのよ。他の八はつ家けだったらね」

「だけど、唯一の例外がコルテス家ってわけ。なぜならコルテス家のおぼっちゃまは実は女で、うちの役立たずに身代わりをやらせようとしてたんだから」

「即位がいつになるかはわからない。長ければ一年先になるかもしれない。ヴィンスをこの先一年もかくまうのは難しいとでも思ったのかしらねえ。だから、それならいっそのこと本当に取り替えてしまおうと考えた」

「けどさあ、だったら取り替えるだけでよさそうなものじゃん。何だってこのおぼっちゃまを殺すまでしなきゃいけないのさ」

「アタシもそこが疑問なの。アタシたちを殺そうとするところまではわからないでもないのよ。身代わりのことを外に洩もらされたら大変だってことなんでしょうけど……」

「俺はわかるような気がするぜ」

　ダムーが言った。

「ほら、よく言うじゃねえか。後顧の憂えを断つってやつ」

　すかさずベラフォードが異議を唱えた。

「意味が全然違ってるけど、言いたいことはわかるわ。要は後腐れがないように片づけようとしてるっていうんでしょうけど……」

　ケイティもますます鼻のしわを深くしている。

「人ひとり──しかも血のつながった孫をねえ。そう簡単に片づけようって気になるもんかね。こんな真似をする奴に限って異種人類あたしらのことを畜生よばわりするんだから、冗談じゃないよ」

　その場の全員に哀れみの眼で見られている少女は、相変わらずむっつりと突っ立っていた。

　用心棒たちの言うことが理解できているとは言いがたい顔だった。

　それも無理もない。

　何といってもまだ十二歳の少女なのだ。

　そのくらいの歳としの子どもなら、大人たちが自分の知らない話を始めると、急に興味を失って、眼の前の会話を聞き流してしまうことは珍しくない。

　ましてこの少女には『人の言葉に耳を傾ける』という習慣がない。

　十二歳になるまで、周囲の人が細心の注意を払って自分に話しかける言葉をただ受け止める──当然のように受け止めることしかしてこなかった少女なのだ。

　自分の要求を当然のように周囲に突きつけることしか知らず、また当然のように受け入れてもらうことしか知らない少女は胸を張って言い放った。

「早く服を持ってこい！　いつまでもこんなみっともないものを着ていられるか！」

　キャサリンは苦いため息を吐きそうになるのを、やっとのことで抑えて言った。

「戻ってどうしようというの。あなただって玄関に立っていた少年を見たでしょう。あなたのお家の人たちにとって、今はあの子が『フェルナンドおぼっちゃま』なのよ」

「うるさい！　黙れ！　フェルナンドはこのぼくだ！」

「あなたのお家の人たちはそうは思っていないわ。アロンソもね」

　少女の顔は怒りのあまり真っ赤になった。

「おまえなんか……おまえなんかに何がわかる！　ぼくはコルテス家の跡取りだぞ！　父上の跡を継いでこの国の王になる者なんだ！　口のきき方に気をつけろ！」

　本当に事態がわかっていないのか、それとも理解していながら認めたくないのか──。

　キャサリンには区別がつかなかったが、このまま言わせておくわけにはいかない。

　毅き然ぜんとした態度で言った。

「わかったわ。そんなに言うならもう止めない。地図を書いてあげるから一人でお家まで帰りなさい。そうして殺されてしまえばいいわ」

「な、何だと……」

「さっきアロンソが何もしなかったのはわたしが一緒にいたからよ。バナディス外交官の娘に手出しはできなかったのよ。だけど、あなたが一人でのこのこ戻ったら、アロンソは大喜びであなたを捕まえて今度こそ沼の底に沈めるでしょうよ。あなたが生きていて、自分はコルテス家のフェルナンドなのだとあちこちでしゃべりまくられるのは、アロンソにとってもあなたのおじいさまにとっても、とても具合の悪いことですもの」

「何を言う！　おじいさまは──おじいさまならちゃんとぼくをわかってくださる！」

「いいえ。アロンソは言ったわ。当家には女のおぼっちゃまなどいないと。それはすなわち、あなたのおじいさまの言葉でもある。アロンソの独断であんなことは言えないはずよ」

　その言葉が正しいことを誰より知っていたのはフェルナンドだろう。

　それでもまだ自分に投げつけられたアロンソの言葉と祖父の意思とが結びつかないらしい。

　まさに茫ぼう然ぜん自失の体だった。

　そんな少女を無視して、キャサリンは書き物机に近寄った。この部屋には立派な机と紋章の入った文ステー房シヨナ具リーが用意されている。

　その便びん箋せんに手早くコルテス家までの地図を描いて、ダムーに確認を取った。

「道順はこれであっていますかしら？」

「あってる。この通りに歩けば、子どもの足でもコルテス家のお屋敷につけるぜ」

　ダムーはあっさり答えたが、ニーナが悲鳴を上げた。

「お嬢さま！　やめてください！　本気でこの子を外に放り出すつもりですか!?」

「わたしは止めたわ。さっきから何度も。それでも戻ると言っているのはこの子のほうよ」

　キャサリンは少女の眼を見据えて、わざと恫どう喝かつするような口調で話していた。

　ダムーの台詞せりふではないが、いい加減、この少女にも自分の置かれた立場を理解させなくてはならなかったからだ。

「我が家には女の次期皇太子などいない、いるはずがない。当家の跡取りはれっきとした男で、女の子のあなたはいらない。おじいさまはアロンソの口を借りてあなたにそう告げたのよ」

　そうしてキャサリンはフェルナンドに地図を突きつけた。

「昼間のことを忘れたわけじゃないでしょう。あなたは裸にされて銃で殺されるところだった。今お家に戻ったら、あなたのおじいさまが間違いなくその続きをやらせるでしょう。それでもいいというのなら、さあ！　帰りなさい！」

　追いつめられたフェルナンドは真っ青になっていた。

　男たちに銃を向けられた恐怖は今も少女の中に根強く残っている。

　蒼そう白はくになった唇が震え、みるみる涙がにじんだが、キャサリンは容赦しなかった。

「都合が悪くなったら泣けばいいとでも思っているの？　それこそあなたの言う『何の役にも立たないつまらない女』のすることじゃないの。わたしは女だけど、そんな意気地のない人を自分と同じ女だなんて間違っても思いたくないわ。見苦しいからやめてちょうだい」

「お嬢さんに賛成」

　ケイティが笑いながら言って、悪戯いたずらっぽい光を浮かべた猫の眼でフェルナンドを見た。

「あんたもさあ、王様になるなんて言うけど、それができるって未いまだに本気で信じてるわけ？　だとしたら、頭悪すぎるよ。あんたの家の連中だって、そんなことを信じていたわけじゃない。もともと女の子のあんたはこの国の法律では王様になれる道理がないんだからね」

「……ぼくは女じゃない！」

　キャサリンは苛いら立だちを抑えかねたが、ケイティは楽しげににんまり笑っている。

「あんた、つくづくいい子だねえ。まだそれを言うわけ？」

　耳を疑ったキャサリンだった。

『いい子』とはどういう冗談かと思ったが、ケイティは本気で言ったらしい。

「あんたの家の大人の言うことを鵜う吞のみにして、とことん真に受けてさ。連中にしてみれば、あんたはさぞかし扱いやすい『いいおぼっちゃま』だったろうよ」

「アタシもそう思う」

　いつも柔にゆう和わな表情のベラフォードが、珍しく厳しい顔で頷うなずいた。

「あなたの家の人たちはあなたに噓を言ったのよ。あなたは王様になる子どもだってことも、あなたは女の子じゃないってことも全部噓。ちょっと頭を使って考えてみればすぐにわかる、ただの噓よ。そのことにまだ気がつかないの？」

　フェルナンドは答えなかった──答えられなかったのだ。

　うなだれて、肩を落とし、小さく震えている。

　さすがにこの少女にも何かとんでもないことが起きているのはわかっているらしい。

　わかってはいても、どう対応したらいいかわからないのだ。

　この少女が知っているのは、教えられたのは、次期皇太子候補として尊大に振る舞うことと、人に命令することだけなのだから。

　ケイティが話を戻した。

「問題はその先だよ、あんたにはお妾めかけさんたちに子どもを産ませることはできない。せっかく次期皇太子に選ばれても、それじゃあ元も子もない。それは又また従兄弟いとこの役目だとか言ったけど、だったら何でわざわざうちのヴィンスを連れていったわけ？」

「そのことでしたら……」

　キャサリンが言いかけた時だった。

　部屋の扉がそっと叩たたかれる音がした。

　食事が運ばれてきたのかと思ったら『お客様がお越しです』という。

　恭うやうやしく差し出された盆の上の名刺には『コーネリアス・グレイ』とある。

　もちろんキャサリンはすぐに通してくれるように頼んだ。

　コーネリアスは今日も一分の隙もない紳士ぶりだった。撫なでつけた銀髪と特徴的な単眼鏡がランプの明かりに煌きらめいて、謎めいた雰囲気を醸し出している。

「こんばんは、ミス・ウィンスロウ。──おや、これは意外なところで会うものだ」

　用心棒たちを見て、コーネリアスは眼を見張って言った。

　美男子好きのベラフォードが嬉うれしそうに笑って答える。

「お久しぶり。ここであなたに会えるとは思わなかったわ」

　一方、ケイティは犬科に対してはあまり心証がよくないらしい。いやな顔になった。

「《狐》が何の用さ？」

「そう露骨に嫌わないでもらいたいな、わたしは使いを頼まれて来たんだよ」

　コーネリアスが差し出したのは城の俯ふ瞰かん図だった。

　チンジョン村のコルテス家の城じよう塞さいを上から見た図だ。

　さすがに鷲わしの眼が直じかに見ただけあって、屋根の形から広い中庭の様子まで実に細かい。

　建物の所々に×印がついているのを指して、コーネリアスは言った。

「この印が昼にも拘かかわらず窓が閉まっていた場所だそうです」

「ご丁寧に、ありがとうございます」

　キャサリンがその見取り図を手に、用心棒たちに事情を説明しようとした時だ。

　コーネリアスがキャサリンの顔をまじまじと見つめて、小さく吹き出したのである。

　思い出し笑いのようだが、失礼な話だ。キャサリンはちょっと眉まゆを吊つり上げて訴えた。

「何ですの？　コーネリアスさん。わたしの顔に何かついていますか」

「いや、すみません。そういうわけではないんですが……」

　言いながらも顔が笑っている。

　いたずら好きの《狐》の性分が頭をもたげているような口調で、コーネリアスは言った。

「聞きましたよ。ミス・ウィンスロウ。あなた、ドーザをバスケットに詰めたそうですね」

　意外な言葉に驚きながらも、キャサリンは反論した。

「お願いして入っていただいたんです。わたしが無理に詰めたわけではありませんわ」

「わかっています。あのドーザに無理にそんなことができる者はいません。しかし、あなたはつくづく予想外のお嬢さんだと思いましてね」

「そうでしょうか？」

　首を傾げたキャサリンだったが、ふと見れば、用心棒たちが眼を丸くしている。

　揃いも揃って呆あつ気けにとられたような顔つきだった。

　心なしか引きつった表情で、ベラフォードが恐る恐る尋ねてくる。

「お嬢さま。ドーザってまさか……《鷲》のドーザ？」

「ええ。とても立派な白はく頭とう鷲わしの方ですわ。──ご存じなんですか？」

　三人はその問いかけに答えるどころではなかった。

　声を揃えて叫んだ。

「《鷲》のドーザをバスケットに詰めたって!?」

　見事な三重唱である。

　ケイティが猫の眼をまん丸にして続けた。

「あ、あんた、勇気あるねえ！」

　ダムーも深々と嘆息している。

「俺でもできねえ……」

　そしてベラフォードは青い顔で忠告してきた。

「お嬢さま。それ、飛ぶ人の前で言っちゃだめよ──絶対よ！」

　その剣幕にはキャサリンのほうが面食らってしまった。

　思わず頷うなずいてしまいながら、キャサリンは恨めしげにコーネリアスに訴えた。

「決して無理強いしたわけではありません。あの時はそれが最善の方法でしたから、やむなくそうしたまでです。ドーザさまもわかってくださったと思いましたのに……」

「もちろんです。彼は笑いながら話してくれたくらいですから、ちっとも気にしていませんよ。ただ、伯爵のほうが少々……」

　コーネリアスは懸命に笑いを嚙かみ殺している。

「相手があなたでは──しかもドーザが自ら入ったというのでは怒るに怒れない様子でしたが、伯爵は何しろドーザの熱烈な支持者ですからね。もしかしたら、次にあなたに会った時に何か言ってくるかもしれませんが、あまり気になさらないことです」

　そこまで言われて気にしないわけにはとてもいかない。

　キャサリンは心配そうに問いかけたのである。

「他に方法がなかったのです。そんなに失礼なことだったのでしょうか？」

「事情は聞きましたよ。わたしもあなたの言うとおりだと思いますし、伯爵もあなたに悪気がなかったことはわかっています。ただ、異種わたし人類たちにとって鎖につながれる、檻おりに入れられるということは、単に危害を加えられたと判断するだけではすまないものがあるんですよ」

　ベラフォードが苦笑しながら言う。

「たとえばね、もしあなたが──生きるか死ぬかの局面でどうしてもやむを得ないとしても、服を全部脱いでくれって言われたら、あんまりいい気持ちはしないでしょうってことなのよ」

　キャサリンは深い息を吐いた。

　淑女として恥ずかしくないように振る舞っていたつもりだが、それは確かに弁解のしようもない失点である。種族が違えば常識も掟おきても違って当然なのだ。

「言い訳になりますけど、わたしはまだ異種人類の方の礼儀作法には不慣れなものですから、申し訳ありませんでした」

　深々と頭を下げたキャサリンに、ベラフォードが首を振った。

「謝ることないわよ、お嬢さま。ドーザ本人が気にしてないんだから、それはいいの」

　コーネリアスも頷いた。

「その通りです。我々にとって、あまり快いものではないと覚えてくださるだけでいいのです。おこがましい言い方ですが、こんなことを言うのもあなたが見所のあるお嬢さんだからですよ。言っても無駄だと思った人には最初から言いません」

「そうだよ。あんたがちゃんとしたお嬢さんだってことはよくわかってるから。ただ、相手が《鷲》のドーザっていうのがちょっと……ものすごくひっかかるだけでさ」

　ケイティも苦笑することしきりだが、キャサリンにはその意味がわからない。

　尋ねようとしたところへ、給仕係が食事を運んできた。

　さすがに空腹を感じていたので、今はひとまず食事に専念することにした。

「コーネリアスさん。よろしかったら、ご一緒にいかがですか？」

「ありがたい。喜んでご馳ち走そうになりましょう」

「ケイティさんとベラフォードさんは？」

「食事はもう充分だけど、何か飲みたいね」

「アタシも」

　話から取り残された感のあるフェルナンドにはニーナが付き添い、温かいココアを飲ませて、ひとまず寝室で休ませることにした。

　その後ろ姿を見送って、コーネリアスが尋ねた。

「あの少女は？」

「コルテス家のフェルナンドです。──今はもう違うようですけど」

　食事をしながら、これまでの経いき緯さつと、ヴィンセントが身代わりに仕立てられたことを話すと、コーネリアスは形のいい眉まゆをちょっとつり上げて言ったものだ。

「呆あきれたものだ。血迷うにもほどがありますね」

　逆に用心棒たちは、キャサリンとコーネリアスからチンジョン村に生きているかもしれないイーヴァの子どもの一件を聞かされて納得した。

「用意周到ねえ。最初からちゃんとおぼっちゃまの予備を用意していたってわけね」

「だけどさ、そんな予備がいるなら最初からその子を使えばいいんだよ。わざわざヴィンスを持ってく必要はないじゃん」

「あるわよ。そのイーヴァさんの子どもは、外見はあんまりフェルナンドおぼっちゃまに似てないってことなんじゃない？」

　ケイティとベラフォードは果実酒を飲みながら塩漬けにしたオリーブの実をつまんでいた。

　ダムーは一人せっせと食べていたが、ここで不思議そうに口を挟んだ。

「似てないとまずいのか？」

「そりゃあ、おぼっちゃまの顔を知っている人が何人もいるでしょうよ」

「あのお屋敷にはいるだろうが、おぼっちゃまはずっとお屋敷から出ないで育ってるんだぜ。顔を知ってる奴が王宮にいるのか？」

　もっともな疑問だった。

　何も考えていないようで、ダムーの直感は侮れないものがある。顔がわかっていないのなら、イーヴァの子どもをそのまま使ってもかまわないはずだった。

　ダムーの疑問には、上品な手つきで口元を拭ぬぐったコーネリアスが答えた。

「元老院から月に一度、数人の『お目付役』が皇太子候補の様子を見に派遣されて来るらしい。十二年前からずっと続いている習慣で、皇太子候補を擁するどの家にも訪れている」

「王宮側の人間では、その彼らだけがおぼっちゃまの顔を知っているわけね？」

「そういうことになる」

　頷うなずいて、コーネリアスはダムーに訊きいた。

「きみの仲間は正気に見えなかったと言ったな？」

「ああ。正気だったら、びいびい泣いて使いものにならなかっただろうよ」

「当然だな。それ以上に余計なことをしゃべられては困るはずだ。──何か薬を使ったな」

　コーネリアスは嫌悪に顔をしかめている。

「正式な皇太子に選ばれたからには、国際情勢や外交はもちろん、今までの甘やかされ放題の教えとはまったく異なる真の帝王学を身につけなければならない。しかし、薬で正気を失ったヴィンセントの頭がそんな高度な教育についていけるわけがない。そこでイーヴァの子どもの出番というわけだ。これから新しくやってくる教育係はフェルナンドの顔を知らないのだから、イーヴァの子どもがフェルナンドだと名乗ったところで疑問に思うはずがない」

　ケイティが眼を剝むいて叫んだ。

「いつまでそんなことを続ける気なのさ!?」

「とりあえず三年」

　コーネリアスは断言した。

「フェルナンドは十二歳だ。初の公務に就くまでに三年ある。三年後、公務に就くのも恐らくイーヴァの息子のほうだろう。この公務の性質上、照明の暗さと人払いは必須条件だろうから、入れ替わるのは至って簡単だ。コルテス家としては『フェルナンド』が七人の側室に子どもを──五人の男の子を産ませたという事実があればいいはずだ」

　そこまで話したコーネリアスは、自分でも初めて子どもが生まれるまでの月日を足す必要に気づいたらしい。頷きながら訂正した。

「となると三年では足らないな。──最低四年かな？」

　用心棒たちもキャサリンも深々と吐息を洩もらして、何とも苦い顔になった。

「じゃあ何、これから先三年も──下手したら四年も、ヴィンスとそのイーヴァの子どもと、二人を交互に使い分けて『おぼっちゃま』を演出しようってわけ？」

　自分で言いながら、ケイティはほとほと呆あきれたように首を振っている。

「うざったいねえ……。考えただけでいやになってくるよ」

　ベラフォードも苦い顔だ。

「所しよ詮せんは小手先のごまかしなのにね。ごまかし通せると本気で思ってるのかしら」

「あたしもまったく同感だけど、連中は成功すると信じてるからやるんだろうよ」

「冗談じゃねえ。誰がさせるか」

　ダムーが物騒に唸うなった。

「奴ら、何が何でもお召し替えの儀をやって、皇太子とヴィンスを会わせるつもりなんだろう。だったら話は簡単だ。俺がその場に乗り込んで、あいつの首飾りを引っぺがしてやる」

「ダムーさん！」

　キャサリンは顔色を変えて叫んだ。

「いけません！　やめてください！」

「それが一番手っ取り早い方法なんだぞ。奴らが好き勝手をするのを黙って見てろってのか」

「そんなことは言ってません。わたしだって一日も早くヴィンセントさんを取り戻さなければならないと思っていますが、それだけは駄目です。そんなことをしたら王宮が半壊します！」

「誰が半壊ですませるかよ。全壊にしてやる」

「ダムーさん！」

　キャサリンは必死で止めた。

「お気持ちはわかりますけど、ミロの王宮はエルディアの象徴です。歴史的建造物なんですよ。そんなことをしたら大騒ぎになります！」

「かまうもんか」

「いいえ、とんでもない！　大いにかまうんです！」

　焦るあまり、語法もあやしくキャサリンは叫んだ。

「ゲルスタンの場合とはわけが違います。そんなことしたらエルディア政府は威信にかけても、皆さんを捕まえようとするでしょう。莫ばく大だいな賞金を懸けるかもしれません。第一、その方法は目立ちすぎます。ヴィンセントさんはどうなるんです？」

「お嬢さまの言うとおりだわね」

　ベラフォードがのんびりとした口調でキャサリンに賛成し、ダムーをなだめに掛かった。

「それも一つの選択肢には違いないけど、最後の手段に取っておきましょうよ」

　ケイティも頷いた。

「あたしも同感。賞金首なんてのはこっちが捕まえるためにあるもんだよ。こっちの首に賞金懸けられて、エルディア政府や軍隊やならず者に狙われるなんて、ありがたくないからね」

　コーネリアスも二人に同意した。

「わたしからもお願いするよ。コルテス家には犯罪者の《獅し子し》が関わっている疑いがある。それはこちらの獲物なのでね。我々の手で処分したい」

　ベラフォードが肩をすくめて言った。

「ぜひそうしてちょうだい。一頭だけならともかく、団体で出てこられたらお手上げだもの」

「団体というほど数がいるのか？」

「わからないわ。ただ、アタシたちが出くわしたのと、このお嬢さまが闘技場で見たのは多分、別の《獅子》だと思うのよ」

　豊かな低音の女言葉で話すベラフォードは、実は用心棒たちの頭脳的存在である。

　今までにわかった事実を踏まえて冷静に意見を述べた。

「コルテス家の人は『公おおやけの場で』フェルナンドが死んでしまうことは避けなければならない。それだけは彼らには絶対にできないはずよ。従って闘技場の一件も、恐らくソテロ湖の襲撃も、コルテス家の差し金ではないと判断できる。つまり、闘技場で暴れた《獅子》はコルテス家を敵視する勢力に雇われていたことになるわ」

　ケイティも話を整理する意味で続けた。

「一方、コルテス家は、女のおぼっちゃまはもういらなくなった。だからヴィンスを拉ら致ちして、女のおぼっちゃまを秘密裏に処分しようとした。その一件にも《獅子》が関わっているらしい。これはコルテス家に雇われたものだろうから、やっぱり二匹いるのは間違いないね」

　キャサリンはずっと引っかかっている疑問を口にした。

「闘技場の一件がコルテス家の仕業でないのなら、何故あの時、あの場所に、フェルナンドが出向くことを、あの《獅子》は知っていたのでしょう？」

　コーネリアスの話では、異種人類にとって檻おりに入れられることは耐え難い屈辱のはずなのに、五日間も普通の獅子のふりをして檻に閉じこめられていたのだから。

　ダムーが真顔で指摘した。

「それも人によると思うぜ。ケイティなら、金のためならそのくらいやるんじゃないか」

　そのケイティは平然と言い返した。

「金額にもよるけど、ベラが一緒なら喜んで檻に入るよ。それなら好きな時に外に出られる。閉じこめられたことにはならないからね」

　コーネリアスが頷うなずいた。

「闘技場の飼育係を調べたほうがいいな。──ミス・ウィンスロウ。あなたはあの少女から、何故あの日に闘技場に行くことになったのか聞き出してくれませんか」

「やってみますわ」

　熱心に語り合っているようでも彼らは慎重だった。

　給仕係が部屋にいる間はこの話題は避けていたので、話し進む間に品数の多い正せい餐さんも終わり、食後の香り高い珈琲コーヒーを味わいながら、コーネリアスは独り言のような口調で言った。

「コルテス家の中に、公にフェルナンドを殺そうとしている何者かの手先が潜んでいることは間違いない。はたして、その手先はおぼっちゃまが入れ替わったことに気がつくだろうか？」

　気遣わしげな眼を用心棒たちに向ける。

「もし気づかないとしたら、今度はきみたちの仲間が狙われることになるぞ」

　ベラフォードが肩をすくめた。

「コルテス家もそれだけは阻止しようとするはずよ。お召し替えの儀まで、一歩もヴィンスを外には出さないんじゃない？」

「いっそのこと、その両方に雇われている《獅子》同士で殺し合いでも始めりゃいいのにな。そうすりゃ、あんたたちの手間も省ける」

　ダムーが物騒なことを言ったが、コーネリアスは首を振った。

「それは困る。無形種の社会で異種人類が悪事を働いたことが表沙ざ汰たになっては意味がない。我々としては何とか秘密裏にその一味を回収したいんだ」

　ケイティが鼻で笑った。

「複数の《獅子》相手に？　《狐》のあんたにそんな真ま似ねは無理でしょうよ」

「そう馬鹿にしたものでもないよ。彼らに力があるなら、わたしには知恵があるからね」

　とはいうものの、コーネリアスは難しい顔である。

「我々は無形種の社会情勢に関わることなくこの問題を処理したい。だが、複数の《獅子》はエルディアの動向を左右する権力者に雇われている。この点が非常にありがたくない」

　ベラフォードが頷いた。

「でしょうね。迂う闊かつに手を出したら無形種の実力者を敵に回すことになるもの」

「我々にとってそれは避けたい事態だ。一方、こちらのお嬢さんは人道的見地からあの少女の命を救いたいと思っている」

　コーネリアスはちょっと悪戯いたずらっぽい眼でキャサリンを見た。

「我々にとってもあなた方にとってもかなりの難問ですが、ミス・ウィンスロウ。あなたならこの難問をどうやって丸く収めますか？」

「まあ、コーネリアスさん。それはわたしのほうが教えていただきたいくらいです」

　キャサリンは本気で訴えた。

　フェルナンドが女の子だと知った時から、何か恐ろしいことになる予感はあった。

　しかし、まさか、ここまで面倒な事態に発展するとは予想もしていなかったのである。

「鍵かぎになるのはやはり亡くなったイーヴァさんの子どもだと思います。その子がいるからこそ、コルテス家はフェルナンドを捨てるという思い切った手段に出たのですから」

「だけど、お嬢さま。その子って本当に生きてるの？」

「わかりません。外からでは確かめようもないんです。ドーザさまの眼で見てもらわなければ、わたしには内部の造りもわからなかったでしょう」

　あらためて俯ふ瞰かん図を見直してみる。

　立派な城じよう塞さいだ。

　この国に内乱の絶えなかった昔は付近の住民の避難所にもなっていたのだろう。

　横から図面を覗のぞき込んだケイティが感慨深げに言う。

「その子がもし生きているとしたら、このお城から一歩も出ずに育ったことになるね」

「ええ、そうです。フェルナンドの身代わりを務めるために──そのためだけに生かされて、お世継ぎを儲もうける皇太子としての役目を果たしたら、その後はいったいどうなるのか……」

　自分で口にしながら、キャサリンはその子の負わされた重荷に胸が苦しくなる思いだった。

　ダムーがきらりと眼を光らせて言った。

「要するに、そいつがコルテス家の切り札ってわけだな？」




　キャサリンの馬車を追い返したアロンソは重い足取りで屋敷の奥に向かった。

　壮大な邸宅の中でもひときわ華やかな装飾に飾られた一角に、コルテス公爵の居室がある。

　主人の前にまかり出ると、アロンソは深々と一礼した。

「面目次第もございません。やはり、しくじったようでございます……」

　豪華な衣い裳しようを纏まとったコルテス家の当主は、やはり豪華な繻しゆ子す張りの椅子に収まっていた。

　不気味なくらい穏やかな口調で言った。

「アロンソにも似合わぬ失態だな。充分に手を遣わしたはずではなかったのか？」

「は……確かにそのように申しつけたのですが……」

「しかも、ウィンスロウの娘とともにおるとは、な……」

　コルテス公爵は六十歳になる。髪は真っ白になっているが、身体は大きくたくましく、眼の光は至って鋭い。

　威厳と貫かん禄ろくに満ちあふれた姿だが、同時に内面に潜んだ野心も感じさせる。

　精力的な印象を見る人に与える姿だった。

　黒々とした眼を静かに光らせて、コルテス公は言った。

「諸もろ共ともに処理したいところではあるが、ウィンスロウの後ろにはバナディスがついている」

「御意」

「致し方もない。あらためて手を回すのだ。一刻も早く、あの娘の口を封じねばならぬ」

「恐れながら、殿との……」

　アロンソは意を決して、慎重な口調で切り出した。

「この上は、さほどかまいつけずともよろしいのではないでしょうか。当家にはれっきとした『おぼっちゃま』がおわします。この家から出されたあの娘が何を喚わめいたところで、あの娘が当家と関わりのある者だと証明するものは何一つないのでございますから……」

「そうは参らぬ。そちの申すように、あの娘がこの家の者だと証明立てる根拠は何一つないが、ウィンスロウの口からこのことが殿下の耳に入りでもしたら、いささか面倒なことになる」

「さようなことは……。いかにウィンスロウがアンネウス二世殿下と親しくしておるとは申せ、殿はエルディア開国以来の臣下ではありませぬか」

「いかさま。もし、このことで殿下からご質問があるようなら、譜代のコルテス家と外国人のどちらを取るのか、どちらを信じるのかと、わしも真正面から殿下にご詰問申し上げるまでだ。その上で外国人を取るとおっしゃるほど、殿下も道理のわからぬ方ではない」

　妃きさき八はつ家けの一角を担う大たい家けの自信がその言葉の端々から窺うかがえるが、コルテス公爵はその権威をむやみやたらに振りかざすほど愚かでもなかった。

　精せい悍かんな顔に難しい表情を浮かべて続けた。

「だが、殿下に不信感を与える材料にはなる」

「は……」

「あの娘を長く生かしておいては、この家に害を為なすばかりだ。急いで始末せねばならぬ」

　アロンソが身体を硬くして、思い切ったように一歩進み出た。

「殿……。なれど、それではあまりに……」

「言うな」

「…………」

「わしにとっても、あれは血のつながった孫だ。好き好んでこんな真ま似ねをするわけではない。本来ならば犬いぬ鷲わし城じように押し込め、一生、日の目を見せることなく終わらせるつもりだった」

「そのことでございます、殿。今からでもそのようになさるわけには参りませぬのでしょうか。何と申しましても殿の血を引く娘でございます。せめて、命だけはお許しなされては……」

　コルテス公は首を振った。

「あの娘はウィンスロウの娘とともにいる。我らが名を明かして娘を引き取りたいというのは言語道断。かといってウィンスロウの娘に気づかれず、あの娘だけをさらうことも至難の業だ。ウィンスロウの娘は父親によく似た強情な気性だという。我らの動きに気づかれ、このことで騒がれでもしたら、取り返しがつかなくなる」

「しかし、眼の前で娘を殺されたとなれば、ウィンスロウの娘はそれこそ黙っておりますまい。父親に泣きつかれでもしたら、それこそ厄介なことになりは致しませぬか……」

「かまわぬ」

　傲ごう然ぜんと言った公爵だった。

「生き証人となる娘さえ始末してしまえば、後はどうとでもなる。ウィンスロウの娘がいかに喚こうと、ウィンスロウ本人がいかに気張ろうと、我らには何も手出しはできぬ」

「は……」

「哀れではあるが、やむを得ん。女に生まれたのが、あれの身の不運だ。コルテス家のためにどうでも死んでもらわねばならぬのだ」

　恐ろしく身勝手な理屈だった。公爵は身代わりの件を──この秘密を外に漏らさないために、本物のフェルナンドを殺してしまおうというのである。

　しかも、コルテス公爵もアロンソもこれこそが最善の手段であると信じて疑っていない。

「時を無駄にするな。ウィンスロウの娘が騒ぎ出す前に手を回すのだ」

「御意……」
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　その晩、キャサリンはフェルナンドと一緒に寝た。

　キャサリンにしてみれば、自分の寝台にフェルナンドが既に寝かされていたので、その隣に寝るのは至極当たり前のことだった。

　寝台は十四歳と十二歳の少女二人が並んで寝るには充分すぎるほど広いが、フェルナンドはその真ん中に陣取ってしまっている。

　これではキャサリンが寝る場所がない。

　細い身体をそっと押しやると、眠っていると思ったフェルナンドが驚いたように顔を上げた。

「何をしている？」

「少しそっちに詰めてちょうだい。寝られないわ」

　キャサリンもさすがに疲れていた。

　チンジョン村まで出かけて、ほぼ一日中探索に働いて、戻ってきたら用心棒たちの出迎えを受けて、コルテス家まで往復した後はコーネリアスも交えて作戦会議と、息つく暇もなかった。

　今夜はゆっくり休みたかったが、キャサリンの寝間着を着たフェルナンドは身体を起こして憤然と言ったのである。

「無礼だぞ。出て行け。女なんかと一緒に寝られるか」

　キャサリンははっきり顔をしかめて、語調を強めた。

「いいこと。勘違いしないでちょうだい。ここはわたしの部屋で、これはわたしのベッドなの。わたしは厚意であなたを寝かせてあげているのだから、出て行くのはあなたのほうよ」

　フェルナンドは悔しさに顔を歪ゆがめた。また泣きそうな顔になったが、それをぐっと堪こらえて、黙って寝台を降りようとしたので、キャサリンはため息を吐いた。

「噓よ。追い出したりしないわ。そこでお眠りなさいな。わたしと一緒でいやでなければね」

　ところが、フェルナンドはますます泣きそうな顔になった。

「……次期皇太子たる者、女に情けなど掛けてもらってはならないんだ」

「それも噓よ。ベラフォードさんが話してくれたでしょう。あなたの家の人が今まであなたに教えたことは全部噓だって」

　言葉はきついが、キャサリンの口調はだいぶやわらかくなっていた。

　この少女は人との接し方も何も知らない。

　人の厚意を受けた時に何と言えばいいのか、怒らせた時に何と詫わびればいいのか、それすら知らないのだ。
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　キャサリンは寝台の上に座り直すと、少女に向かって言った。

「あなたは今まで間違ったことばかり教えられてきたのよ。だから、お家の人が言ったことと正反対のことをすればいいんだわ。こういう時にはね、わたしに向かって軽く頭を下げながら『お世話になります』と言うの。そういうきちんとした礼儀正しさこそが王家の血を引く子にふさわしい態度というものよ。──言ってごらんなさい」

　同じように座り直したフェルナンドは恐ろしく複雑な顔で黙り込んだ。

　女なんかに頭を下げられるものかと思っているのは明らかだったが、『王家の血を引く子にふさわしい態度』という言葉には大いに心を動かされたらしい。

　ものすごく苦い薬を飲み下すような顔をしながら、ぎこちない動きで頭を前に傾けた。

「……お世話に……なります。──これでいいのか？」

「そうよ。初めてにしては上出来だわ。そうしたら相手は──この場合はわたしね。たいてい『どうぞ、ごゆっくり』と言うから、あなたは『ありがとうございます』と言うのよ。いい？──どうぞ、ごゆっくり」

　さあ、と、キャサリンは態度で促したが、フェルナンドはますます複雑な顔になった。

　一応は言葉にしようとして口を開いたものの、声が出ない。

　まるで水槽から上げられた金魚のように口をぱくぱくさせているだけだ。

　奇妙な動作だが、本人はふざけているわけでも何でもない。

　それどころか、フェルナンドの表情は大真面目だった。

　言おうとする心と、あくまで拒絶しようとする心の間で、大揺れに揺れているのである。

　キャサリンは辛抱強く、じっと待っていた。

　この少女が恐らく生まれて初めて使う言葉をだ。

　フェルナンドは四苦八苦した末、額にうっすらと汗を浮かべ、両手を握りしめて、かすれた声を絞り出したのである。

「あ、あり……ありがとう、ございます」

「そう！　それでいいのよ。言えるじゃない！　女のくせになんて罵ののしるより、ずっといいわ」

　キャサリンが満面に笑みを浮かべて褒めたので、フェルナンドもほんの少し表情を緩めた。

　ぎこちないながらも、キャサリンが初めて見るこの少女の微笑だった。

「よかった。あなた、笑えるのね。──次はその練習をしましょう。初めて会う人に対しては、まず笑顔で挨あい拶さつするものよ。やってごらんなさいな」

　すると、少女はまた仏頂面になった。

「意味もなくへらへら笑うのは軟弱な者のすることだ」

　キャサリンはわざと眼を丸くした。

「あら、それではあなたのお父さまも軟弱者なのね。お父さまはわたしににっこり笑いかけてくださったもの。とってもすてきな笑顔だったわ」

「……噓だ！」

「わたしはあなたのお家の人と違って噓は言わないわ。お父さまにお会いしたら尋ねてみればいいわよ。いいえ、尋ねる前に、お父さまはきっとあなたに笑いかけてくださるわ」

　すると、フェルナンドはまたもや顔を歪ませた。

「ぼくは……」

　今までの涙とはまったく違う悲しみの涙が少女の青い瞳ひとみに浮かび、頰を伝って落ちた。

「ぼくはもう……父上に会えない」

　キャサリンも笑顔を消した。

　打ちひしがれている少女の顔を黙って見守った。

「父上にお会いできるのはただ一人……、次期皇太子に選ばれた者だけだ」

「…………」

「ぼくはその一人に選ばれたのに……、ぼくこそが次期皇太子だったはずなのに、アロンソは……違うという」

　まだ十二歳の少女だというのに、ランプの灯に浮かび上がるその顔には深い絶望があった。

「ぼくが……お、お、女だから……。できそこないだから……。父上にお目にもかかれない」

「いいえ。お会いできるわ」

　そんなことを約束できる立場にはないが、キャサリンはきっぱり断言した。

「あなたは間違っている。あなたはできそこないなどではないし、あなたが女の子でも殿下のお子だという事実に変わりはないのよ。──あなたはきっと『たとえ殿下のお子であろうとも女と生まれたからには子どもを産む以外に何の役にも立たない能なしなのです』とか言われて大きくなったんでしょうけど、それも噓よ」

　キャサリンはここでふと、別のことが気になった。

　次期皇太子が五人揃うまでの間に女の子が生まれたらどうなるのかという素朴な疑問だ。

　今の皇太子は本当に運良く男の子が続いたが、いつもそううまくいくとは限らない。

　後でイサベルに尋ねてみようと思いながら、キャサリンは違うことを訊きいた。

「ね。あなた。わたしと初めて会った時、どうして闘技場にいたの？　そんなにあの見世物が見たかった？」

「……別に、見たかったわけじゃない」

「ガルベスさんはあなたがどうしてもと希望したからだと言ったけれど、それも噓なの？」

　少女はのろのろと首を振った。

「噓じゃない。ぼくが見たいとアロンソに言った。それは本当だけど……」

「誰かにそうしろと勧められたの？」

　少女は今度は心もとなさそうに頷うなずいた。

「次期皇太子たる者、我が国を代表する娯楽くらい知っておかなくては……父上にお会いした時に一度も見たことがないと言ったら、父上はきっと呆あきれられるだろうと言うから……」

「誰が言ったの？」

「アントニオ」

　話を聞いてみると、この少女に恐ろしく歪ゆがんだ帝王教育を施していた教師の一人らしい。

　その人物の真意を──そして身元も確かめなくてはならないとキャサリンは思ったが、そろそろ限界が近づいていた。これ以上、起きていられそうにない。

「今日はもう休みましょう」

　ランプの灯を消して横になったキャサリンだったが、身体は疲れ切っているのに、興奮した頭はなかなか寝つけない。

　それは隣の少女も同じだったらしい。

　暗闇の中からひっそりと小さな声が問いかけてきた。

「本当に、父上にお会いできるか……？」

「できるわ」

「いつ？」

　声が弾んでいる。

　目め前さきのことに興味が集中するところはまさに十二歳の子どもだと思いながら、キャサリンは寝返りを打った。

　すぐに眼の前に少女の顔があるはずだが、暗い室内ではその表情ははっきり見えない。

「わたしは噓は言いたくないわ。だからいつとははっきり約束しないし、できないのよ」

「それでは、お会いできるかどうかわからないじゃないか……」

「そうかもしれない。だけど、お父さまがあなたに会いたがっていることくらいはわかるわ。あなただってお父さまにお目にかかりたいでしょう」

　もちろんだ！　と憤然と言うかと思いきや、少女は黙っていた。

　暗闇に助けられてか、それとも実家に見捨てられた衝撃によほど打ちのめされていたのか、フェルナンドは初めて自分の心情を素直に言葉にしたのである。

「……父上が会いたがっておられるのは……跡継ぎの次期皇太子だ」

　少し闇に慣れたキャサリンの眼に、不安におののく少女の顔が見えた気がした。

　次期皇太子でない自分に会ったところで、父が喜んでくれるかどうかわからない。

　父をがっかりさせたくない。

　何より、嫌われたくない。

　今すぐにでも会いたい──会って失望させて嫌われるくらいならいっそ会わないほうがいい。

　少女の葛かつ藤とうを察して、枕に頭を付けたままではあったが、キャサリンは力強く言った。

「大丈夫。お会いできるわ」

「…………」

「あなたのお父さまは、男の子でなければいらないなんて言うあなたのお家の人たちとは違う。あなたが次期皇太子でなくても、女の子でも、きっと喜んでくださるわ」

「……本当か？」

「もちろんよ。だけど、そのためにはまず、あなたはあなたの命を守らなくてはならないわ。殺されてしまったら、お父さまにお目にかかることもできないのよ」

　フェルナンドはびっくりしたように言った。

「そんなのはいやだ」

「でしょう？　だから、努力してちょうだい。──明日は忙しくなるわよ」

　いささか唐突にキャサリンは会話を切った。

　さすがに睡魔が襲ってきていた。




　翌朝、キャサリンは朝食もそこそこに大使館に赴き、父に面会を求めた。

　取り次ぎの人は愛想よくエリオット卿きようの元まで都合を伺いに行ってくれたが、戻ってくると、今は時間が取れないので後で訪ねてくれという卿の言葉を申し訳なさそうに伝えてきた。

　その取り次ぎの人を、キャサリンは強引に父の元に押し戻した。

「どうしても今すぐ父に会わなければならないのです」

　娘の断固とした態度に卿も折れて、書斎に通すようにと言ってきた。

「何事だね、キャサリン？」

「お忙しいところを申し訳ありませんが、どうしても今すぐお話ししなければならないことがありますので」

　取り次ぎの人が退室すると、キャサリンは早速用件を切り出した。

　いつものように同行したメイドを指し示して言った。

「お父さま。こちらはコルテス家のフェルナンドです」

　エリオット卿が絶句した。

　憤然と顔を上げたところを見ると、確かにニーナではない。知らない顔だ。

　これ以上ないくらいのふくれっ面で立っている少女はニーナの服を着せられて、大きすぎるキャップをすっぽりと被かぶっていたが、忌いま々いましげにそのキャップをむしりとった。

　もともと十二歳にしては身体の大きなフェルナンドだから、ニーナの服を着せてもそれほど違和感はなかった。袖そでや胴回りを少し詰めるだけでよかったが、この少女にとって女物の服を着ることは大変な屈辱である。

　ましてそれが召使いの服となれば、どれほど抵抗したかは推して知るべしである。

「王家の血を継ぐ者の誇りに掛けて、そんな惨めな真似ができるものか！」

　眼を吊つり上げて憤然と言い放ったが、キャサリンは容赦しなかった。

「あなたがここにいることはコルテス家も知っているのよ。今も外は見張られていると思って間違いないわ。あなたがあなただと一目でわかる姿のままで外に出たら、どうなると思うの。そのとたん銃を持った男たちに襲撃されても、わたしは少しも驚かないわよ」

　これが効いた。

　断頭台に上るような表情ではあったが、フェルナンドはおとなしく着替え、ここへ来る間も言われたとおり、ずっと俯うつむきがちに顔がわからないようにしていたのである。

　キャサリンはフェルナンドの前で、これまでのことをすべて父に話した。

　フェルナンドが女の子であること、今は用心棒たちの一人であるヴィンセントが身代わりを務めていること、ただし彼は何か薬を飲まされていて正常な判断能力はないと思われること、その代わりとして先代コルテスのマリアが産んだ若様の子を充あてようとしていること。

　エリオット卿が再度絶句したのは言うまでもない。

　外交官として数々の交渉の席に着き、どんな難しい交渉の席でも優れた手腕を発揮している百戦錬磨のエリオット卿が、あまりのことに茫ぼう然ぜん自失となった。

　血の気の引いた顔で卿はまじまじとフェルナンドを見つめ、呻うめくような声を洩もらした。

「まさか、そこまでやるとは……」

　キャサリンも真顔で頷うなずき、父に向かって頭を下げた。

「今まで黙っていて申し訳ありませんでした。このことを公人であるお父さまの耳に入れたら、却かえって困ることになると思ったのです」

「わかっているよ、キャサリン」

　エリオット卿は驚くべき自制心を発揮して衝撃から立ち直り、娘に微笑みかけた。

「おまえも辛つらかっただろう。こんな重大な秘密を抱え込んでいたのではね」

「はい。やっとお話しすることができて、ほっとしました」

　キャサリンもちょっと微笑んだ。事態はますます緊迫しているが、父に隠し事をしなくてもよくなったことだけは大いに心が軽くなった。

「コルテス家にとってこの子は悪わる巧だくみの生き証人です。このままにしておくはずがありません。虫がよすぎるようですが、こうなったからには、お父さまに助けていただきたいのです」

「だが、わたしの口からこの子のことを殿下に申し上げた上、コルテス公にとりなしてくれという願いなら聞くわけにはいかないぞ」

「お父さま。わたしはそんなこともわからないほど子どもではありませんわ。コルテス公爵はエルディア譜代の臣下、お父さまは殿下の親しいお友だちとはいえ外国人です。殿下は公正を期すためにも、コルテス公よりお父さまを選んだりはできないはずです」

　エリオット卿は重々しく頷いた。

　その表情を見ただけで、やはり今の段階で皇太子の行動を期待するのは無理なのだとわかる。

「それに、困ったことに、この子がコルテスのフェルナンドであることを証明するものが何もないのです。わたしは以前にもこの子と何度か顔を合わせていますが、わたしの証言だけではコルテス家はびくともしないでしょう。顔が似ているだけの赤の他人だと言い張るはずです」

「だろうな。そんなことを認めてしまったら、彼らとしては身の破滅だ。何としてもこの子の口を封じようとするだろう。──ニーナは大丈夫かね？」

「はい。お父さまには申し訳ありませんが、別の名前でホテルにもう一部屋を取って、決してそこから出ないように言ってきました」

「うむ。上出来だが、キャサリン。自分のことも考えなくてはいけない。コルテス家は秘密を知ったおまえのことも狙うかもしれないぞ」

「ご心配なく。わたしは自分の身体くらい自分で守れます」

　フェルナンドはこの父娘おやこの会話に眼を見張っていた。

　この少女にとっては、自分を無視したやりとりが続くだけでも信じられないことなのだ。

　それ以上に、キャサリンが父親に向かってはっきりものを言うことに驚いたようだった。

　コルテス家のマリアは──どの家のマリアもそうだが、父親から何か尋ねられた時に初めてしとやかに口を開くものであり、自分から話しかけたりすることはあり得ないからである。

　その驚きが少女の口を動かしていた。

「おまえは女のくせに父親に向かって生意気に意見するのか？　それが下々のやり方か？」

　キャサリンはフェルナンドに向き直ると、不気味なくらいの笑顔でにっこり笑って見せた。

「下々のではなく、普通の家のやり方よ。何より、普通の王家のやり方でもあるわ。わたしの国では王女だからといって、飾り物のように黙っていたりはしないものよ。それ以前に教えてあげるけれど、人が話している時に割り込んだりするのはとてもお行儀の悪いことなの」

　何とも言えない凄すごみの籠こもった口調にフェルナンドも怯ひるんだが、今まで教えられたこととはまったく違うキャサリンの言い分に、一応は異を唱えた。

「ぼくを無視して話をするな。次期皇太子たる者には、すべての者が譲るべきなんだ」

「あなたはもう次期皇太子ではないでしょう。だけど殿下の血を引く子には違いないんだから、王家の名に恥じないように礼儀正しく振る舞わなくては、それこそ殿下ががっかりなさるわよ。あなたのお父さまは次期皇太子どころか、もうじきこの国の国王になられる方だけれど、人の会話に割り込む無礼など決してなさらない方ですからね。それなのに、あなたは殿下のお子でありながら、お父さまと同じ作法はこなせないというのかしら」

　こう言われてしまうと、フェルナンドには抵抗の仕様がない。

　無念極まりない顔で口をつぐんだ少女に、エリオット卿きようが笑いを嚙かみ殺して話しかけた。

「お嬢さん。いくつか質問してもよいかな？」

　この言葉だけはどうしても認められないようで、フェルナンドはまだ抵抗した。

「ぼくは女じゃない……」

　とは言うものの、その口調もだいぶん弱くなっている。

　キャサリンが駄目を押した。

「それなら、あなたはなぜ『お召し替えの儀』に出られないの。あなたが女の子ではないなら──本当の男の子だというのなら、あなた自身がその儀式に臨んだはずじゃないの」

　痛いところをついたらしく、黒い頭がうなだれる。

「あなた自身は『お召し替えの儀』に出られない。その理由を、彼らはあなたに説明した？」

　少女は黙って俯うつむいたままだった。

　そんな少女にエリオット卿が優しく話しかけた。

「きみは自分が女の子だということをいつ頃知ったのかな？」

　これも少女にとっては禁句だったらしい。

　ますます身体を硬くして俯いたので、エリオット卿は穏やかな口調で質問を変えた。

「では、エルディア建国の歴史について少し尋ねてもいいかな。エルディア初代の国王の名は知っているかね？」

　少女はぱっと顔を上げ、胸を張って答えた。

「もちろんだとも。バルトロメイ一世建国王陛下だ」

「その陛下は、東大陸時代は何という家のご出身だった？」

「センプロニウス家の四男でいらっしゃった。兄上方が亡くなられたので跡を継がれたのだ」

「では、バルトロメイ二世陛下は一世陛下から数えて何代目の国王かな？」

「六代目だ。バルトロメイ一世陛下の跡を継がれたのは一世の次男だったグラックス一世陛下、三代目の国王はその長男のグラックス二世陛下。四代目の国王として即位されたミカエル一世陛下はグラックス一世陛下の従弟いとこの子であり、グラックス二世陛下のまた従兄弟に当たられる。五代目の国王がミカエル一世陛下の長男のミカエル二世陛下、その次の六代目国王がミカエル二世陛下の伯お父じでいらしたバルトロメイ二世陛下だ」

　まさに水を得た魚のように、フェルナンドはすらすらと答えている。

　恐ろしく偏った知識ではあるが、その博識ぶりはなるほど次期皇太子にふさわしいと言えた。

「そこまで知っているなら、過去二百年間の皇太子選びにおいて、コルテス家の候補は一度も選ばれたことがないという事実も知っているね？」

　フェルナンドは答えなかったが、キャサリンは納得して、また大いに呆あきれて言った。

「だからコルテス家はここまで血迷ったのですね？」

「そうだ。確率にすれば七分の一、単純計算で百五年に一度は自分の候補者が選ばれることになるわけだが、そうそう計算通りにはいかない」

　エリオット卿は難しい顔で頷うなずいている。

「この二百年の間にティンパインとカザルスの候補者が二度ずつ選ばれて、他の家も一度ずつ選ばれている。八はつ家けの中で一度も国王を出していないのは今やコルテス家だけなんだよ」

　フェルナンドは黙っていた。

　しかし、少女の表情から察するに、よほどその事実が心に重くのしかかっていたらしい。

　恐らく、コルテス家二百年の悲願を達成するのは──その偉業を果たせるのはおぼっちゃま以外にないのですとでも言われ続けていたのだろう。

「コルテス家は八家の中でも一、二を競う名家を自負している。それだけに、コルテス公には強い焦燥があったのだろう。今度こそはと思ったんだろうな」

「ですけど、お父さま。それは少し、無理があるのではありませんか？　ヴィンセントさんを一時的に次期皇太子に仕立て上げることはできるかもしれませんが、だからといってそのまま即位させるわけにはいかないはずです」

　薬に侵され、正気を失った頭で国王としての務めが果たせるはずはない。

　コルテス家の思惑としては、身代わりのイーヴァの子が側室に五人の男子を産ませた時点をもってヴィンセントを──つまり次期皇太子を『病死させ』て、表舞台から退場させる。

　昨日キャサリンがコーネリアスや用心棒たちとも話し合ったように、そういう筋書きを思い描いているはずだったが、エリオット卿きようは真顔で首を振った。

「いいや。キャサリン。よく考えてごらん。その方法はコルテス家にとって重大な問題がある。『フェルナンド』に五人の男子が誕生したら、次期皇太子選びはまた一からやり直しになる。しかも、どの子が選ばれたとしても、他の家のマリアの産んだ子が国王になる。そうなったら、国王の祖父として実権を握るのは他の家の当主だよ」

　それではみすみす鳶とんびに油揚げをさらわれるようなものである。

「ですけど、コルテス公爵だって『フェルナンド』の子どもが国王になれば、国王の曾そう祖そ父ふということになるのではありませんか？」

「確かにね。しかし、それまでいったい何年かかると思う？」

　卿の言うことはもっともだった。

　偽物のフェルナンドに男の子が五人生まれるのを待つだけでも、今から最低四年。

　その子たちが成長し、一人が王座につくのを待つとなると今からいったい何年かかることか。

「コルテス公爵は六十歳。皇太子殿下は二十八歳だ。どう考えても、ご即位された殿下より、コルテス公爵のほうが先に亡くなられるのが普通だよ」

　キャサリンはすっかりわからなくなってしまった。

　困惑の口調で、父に尋ねた。

「では、コルテス家はそんな先のことまでは考えてはいなかったと？　間近に迫った急場さえ取り繕えばそれでよかったのでしょうか」

　エリオット卿は首を振った。

「コルテス公爵はそんなに長く待つ必要はない──恐らく待つつもりもないはずだ。なぜならアンネウス二世殿下がコルテスのマリアと結婚なさった時点で、コルテス公爵は王妃の父だ」

　キャサリンはあっと思った。

　その言葉が何を意味するか、知らないキャサリンではない。

　この国の特殊な皇太子選びにばかり気を取られて、すっかり忘れていたのである。

「わたしとしたことが……迂う闊かつでしたわ。公爵の本当の狙いはそちらですか？」

「そうだ。どこの国の王家でも同じことが言えるが、王妃の実家はある程度、特別に扱われる。ましてやコルテス家はエルディアでも屈指の大貴族だ。計り知れないほど大きな影響力を持つことになるだろうよ。──加えて、コルテス公爵は王室典範改正論の推進者でもある」

「何ですって？」

　意外な言葉にキャサリンは驚いたが、エリオット卿は真顔で頷うなずいた。

「公爵の主張は次のようなものだ。『自らもその一に属するものではあるが、妃きさき八はつ家けの存在も、次期皇太子選出の風習も、今や諸外国の常識とは隔絶したものになりつつある。無論諸外国の顔色を窺うかがうつもりはなく、伝統を軽視するものでもないが、我が国独自のこの制度もそろそろ見直しを検討する時機に入っているのではないかと思われる──』そんなふうに、やんわりと、しかしもっとも熱心に唱えている。その意味で殿下の信頼も非常に厚い方だ」

　エリオット卿は深い息を吐いた。

「ずっと謎だったが、やっとわかったよ。もっとも八家の存続にこだわりそうなコルテス公が、なぜ王室典範改正を主張するのか。──こういうことだったんだな」

「ですけど、八家を廃止させてどうしようというのです。そんなことをして何かコルテス公の利得につながりますか？」

「なるとも。まず今までの制度を廃止させる。その後、おまえの友人たちの推測通り皇太子の『フェルナンド』にもしものことが起きたとする。それも次期皇太子候補が誕生する前にだ」

「ええっ!?」

　またまた驚いたキャサリンだった。

　コーネリアスが推理したように、少なくとも四年、次期皇太子候補が五人誕生する時までは、コルテス家はこの芝居を続けるはずと思い込んでいたからだ。

「これは何を意味するか？　『フェルナンド』の身に何かあれば、その時点で国王となられたアンネウス二世には跡継ぎの男子も、その男子の跡を継ぐはずの孫も一人もいらっしゃらないことになる」

「それは……それは確かにそうですけど、お父さま」

　キャサリンは父を見つめて、慎重に意見を述べた。

「王妃の父が──その実家が権力を握れるかどうかは、王妃に跡継ぎの王子が誕生しているかどうかが大きく関わってくるのではないでしょうか？　そうだとしたら、国王の跡継ぎである『フェルナンド』にはいてもらったほうが、コルテス公には都合がいいはずです」

「おまえの言うとおりだよ。キャサリン。しかしその問題は王妃となったコルテスのマリアが新しく跡継ぎの王子を産みさえすれば解決される。コルテス公爵は正真正銘、皇太子の祖父となる。すなわち次期国王の祖父ともなる。王宮では絶大な権力を握ることになるだろう」

　そこまで言われてもキャサリンには納得できなかった。

　理屈では父の言うとおりだが、そうそう都合よく男の子が誕生するとは限らない。

　何より『フェルナンド』に何かあったとしても、アンネウス二世には他に四人の男子がいる。

　イサベルの甥おいもその一人のはずだが、エリオット卿きようは首を振った。

「無理だな。殿下がコルテスのマリアと結婚した時点で、そのお子たちは皆、庶しよ子しだ。正式な結婚をしていない女性から生まれたお子を国王にすることはできないはずだ」

「つまり、ヴィンセントさんとイーヴァさんの子どもを使って『皇太子』を演出している間に──王妃の父として権力を握っていられる間にエルディアの法律を変えてしまおうと？」

「恐らくはな。フェルナンドが初の公務に就くまで三年ある。それだけの時間があれば充分とコルテス公は踏んだのだろう。問題はコルテスのマリアが跡継ぎの男子を産めるかどうかだ。それだけが大きな賭かけだが……」

　エリオット卿はその先を言わなかった。

　頭の中では様々な悪あく辣らつな手段や、犯罪同然の可能性が浮かんでいたに違いないが、さすがにそれを娘たちの前で言うのは控えたのだ。

　気遣わしげな表情で身を乗り出した。

「キャサリン。こうなると、おまえの友達の少年が心配だ。薬で操られていることもそうだが、コルテス家がここまで血迷った以上、その少年がいつまで無事でいられるかわからないぞ」

　卿の心配はもっともだったが、キャサリンは笑って言った。

「わたしは、その点だけはコルテス家の人たちに同情しますわ。ダムーさんもケイティさんもベラフォードさんも、自分の仲間をこんなことに使われて黙って引き下がるような人たちではありません。今もチンジョン村のコルテス城に向かっています」

「チンジョン村というと……犬いぬ鷲わし城じようか？」

「そういう名前なのですか？　現地の人たちはコルテス家のお城としか言いませんでしたから。村のどこからでも見える城じよう塞さいのようなお城です」

「間違いない。犬鷲城だ。昔のコルテス一族の居城だよ。──しかし、そこへ行って何を？」

　キャサリンはちょっとためらった。焦りもしたが、ここまで話してしまったのだ。

　持ち前の度胸で胸を張った。

「法律を変えるといっても、そんなことは今日明日にできるものではありません。お父さまもおっしゃいましたが、コルテス公の野望達成のためには、ある程度の時間が必要なはずです。その間はどうしても『フェルナンド』にいてもらわなくてはなりません」

　王妃の父であっても、次期皇太子がいるのといないのとでは雲泥の差がある。

　そして判断能力を失わされたヴィンセントだけでは『皇太子』を演出できない。

「イーヴァの子どもはその難問を解決するためにいるのだと思います。その子は恐らく本物のフェルナンドと同じように、エルディア王家の歴史や礼儀作法を身につけているはずです」

「当然だね。その子はいわばフェルナンドの影武者なのだから」

　エリオット卿は頷うなずいたが、娘に釘くぎを刺す意味で指摘した。

「しかしだ。今までの話はすべておまえたちの推測に過ぎない。イーヴァの産んだ子が本当に犬鷲城に生きているという証拠は何もないんだぞ」

「ですから、あの人たちはそれを確かめに行ったんですわ。様子を見て来ると言いましたが、それだけですむはずがありません。暗くなってからお城に忍び込んで、その子がいるかどうか、自分の眼で確かめて来るはずです」

「あの犬鷲城に忍び込む？」

　エリオット卿は眼を見張ったが、キャサリンは自信たっぷりに頷いた。

「そうです。あの人たちなら何でもないことですわ」
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　ダムーたちはこの日の早朝、馬車を借りてホテルを出発していた。

　箱形ではない。屋根のない馬車だ。自分たち以外の誰も乗っていないと示すためである。

　街の中はわざと馬車を飛ばして駆け抜けたが、誰も跡をつけてくる気配はない。

　思った通り、コルテス家の手先がホテルを見張っているとしても、フェルナンドが出てくることだけを警戒しているらしい。

　ミロの街を離れると、彼らは馬の足を緩めてチンジョン村を目指した。

　必要以上にゆったりした歩みだったが、それでも昼下がりには犬鷲城を一望できる丘の上に着いていた。

　キャサリンが驚いたように、彼らもその大きさに眼を見張り、呆あきれ返って感想を洩らした。

「八はつ家けって、ほんとに金持ちなんだね。わかっているだけで別荘が三つだよ」

「図面を見た時も思ったけど、すごいわね。アタシたちがいた別荘とは桁けた違いじゃない」

「あれなら子どもの五人や十人、余裕でかくまえるな」

　三者三様の感想を洩もらし、彼らはその場で馬車を止めた。

　水場を探して馬に水を飲ませて休ませ、自分たちもお弁当を広げる。

　キャサリンがホテルに頼んでつくらせてくれたものだ。

　大食漢のダムーのことを考えて、量はたっぷり用意されてある。

　食通のベラフォードとケイティはお弁当を食べながら、その味に感心していた。

「おいしい。さすが一流ホテルね」

「おまけにしゃれてるし」

　ダムーはいちいち感想を述べたりしないが、まずいものより美お味いしいもののほうがいいのは当たり前である。黙々と手を出し続け、大量のご馳ち走そうはきれいになくなった。

　おなか一杯食べた彼らはそのままごろりと横になった。

　チンジョン村ではよそ者は目立つそうだし、どのみち暗くならなければ何もできはしない。

　陽が暮れる頃、彼らはむくりと起き出して、徒歩で犬いぬ鷲わし城じようを目指した。

　歩いている間に太陽は地平線に沈み、チンジョン村に着いた時は果樹園の黒々とした樹海が用心棒たちの眼の前に広がっていた。

　農夫たちは既に仕事を終えて家に引きあげており、人の姿はどこにもない。

　城を目指して歩く彼らの姿だけが月明かりに照らされ、くっきりと濃い影を落としている。

　彼らはほどなく城壁の真下に立っていた。

　キャサリンも感じたことだが、天を目指して聳そびえる城壁は間近で見ると大変な威容である。

　その壁を前にして、ベラフォードが言った。

「どうする、飛ぶ？」

　ダムーが首を振る。

「やめといたほうがいいな。月が明るすぎる」

「アタシは平気だけど、ケイティ、あんたは？」

「このくらいなら何とかなるよ」

　三人は無造作に城壁にとりつき、岩上りの要領で壁を登っていったのである。

　ダムーはあっという間に、ベラフォードも順調に、ケイティだけは少し時間が掛かったが、呼吸を乱すこともなく城壁の上に立っていた。

　しかし、それだけでは城内には入れない。

　彼らの立った位置からは内部の様子もまったく見えない。

　なぜなら、彼らの眼の前には十数メートルの間隔を空けて、さらに高い城壁があるからだ。

　城壁が二重になっているのである。

　これは外から城を見ただけでわかることだから、彼らは少しも慌てなかった。

　登った城壁の上を歩いて、突き当たりにある南側の塔にとりついた。

　この南の塔はとても大きな四角形をした塔で、外側の城壁も内側の城壁もこの塔にくっつくかたちで建てられている。

　用心棒三人は、おもむろに南の塔の壁に取りついた。

　この塔の壁は相当な年代物で、無骨な煉れん瓦がを積み上げてつくられている。

　手がかりにするには充分だった。

　普通の人間には到底不可能な真似だったろうが、彼らは塔の壁面を器用に横に移動しながら内側の城壁に──正確にはその上に設けられている幅広の通路に立った。

　ここまで来てようやく城の中庭が見下ろせるようになる。

　彼らが今渡ってきた外側の城壁と内側の城壁の間は細長い広場になっていた。

　厩うまやや家畜小屋、物置が整然と並んでいる。低い木も植えられていて、井戸も見えた。

　一方、第二城壁の内側にある中庭はほぼ正方形をしていた。

　昔は近隣住民の避難にも使われていたのだろう、とても中庭とは思えない広さである。

　建物に添う形でふんだんに緑が植えられ、真ん中には色鮮やかなタイルを貼りつけた噴水が軽やかな音を立てている。

　戦闘用の城塞には不似合いな華やかさだから、恐らく後世になって増設されたものだろう。

　それに比べると、建物の外壁はだいたい同じような風合いをしており、ほぼ建築当時の姿を留めているのだろうと推測できる。

　彼らが今立っている内側の第二城壁は片方が南の塔に、片方が西側の棟むねにつながっている。

　西にし棟むねにはこの通路から入れる扉があった。さっそく行ってみたが、使われなくなってだいぶ経つらしく、びくとも動かない。

　扉自体も鉄製の上、鍵かぎ穴あなもない。内側から南京錠でも掛けてあるのだろう。

　どうしてもここから入ろうと思ったら扉ごと壁から引きはがすしかない。

　一度、中庭に降りたほうが早そうだった。

　登った時と同じように、彼らは静かに中庭に向かって壁を下くだり、途中から飛び降りた。

《猫》の血を引くケイティにとっても、《蜥蜴とかげ》と言いながら《鳥》の血を色濃く引いているベラフォードにとっても、このくらいは朝飯前だ。

　もっともあやしいのは北の塔と、それに連なる北側の建物群である。

　外から見る限り、南の塔が一番低く、北の塔が一番高く聳え立っている。

　それだけに人の出入りが制限される場所だ。

　こうして見渡しても、地上から直接北の塔に入れる入口はどこにもない。

　他の建物の内部を通って入るようになってるらしい。

　彼らの眼は自然と西側の塔に向いた。

　たった今、入るのを断念した西棟の隣に立っている、てっぺんに鋸のこぎり壁かべを持つ塔だ。

　この塔は内側が空っぽで、中庭に面している出口に扉がない。

　塔内の階段がここから見える。二階、三階、四階とも、中庭に向かって切りっぱなしの窓が開いている。

　三人はとりあえず、この塔の最上階まで行ってみることにした。

　二階の踊り場へ上がると、西棟の入口に頑丈な扉があった。

　反対側を見れば、南みなみ棟むねへ続く入口にも少し小さめの扉がある。

　つまり、この西の塔は完全に階段だけの塔なのだ。

　三階も四階も同じつくりで、踊り場の左右に扉があった。

　北の塔へ向かうにはまず西棟を通過する必要がある。そこには見るからに頑丈で重そうな、屋外に設置する扉がついていたが、鍵は掛かっていなかった。

　取っ手を押すと簡単に開いたので、ベラフォードが呆あきれたように呟つぶやいた。

「張り合いがないわねえ……」

　ダムーはその時には耳をそばだてて内部の様子を探っている。

　近くに人はいないと判断して、彼らは足音を立てずに建物の中に忍び込んだ。

　ミロのコルテス館は壮麗な装飾に飾られた絢けん爛らん豪華な宮殿だが、ここは実用的な煉瓦の壁が廊下の側面を構成している。その壁に設けられた燭しよく台だいも至って実用的な質素なものだ。

　反対側の壁には、均等間隔で扉が並んでいる。

　ベラフォードはその一つをそっと押してみた。

　中は使われていない部屋のようだった。調度品もほとんどない。がらんとした空間だ。

　その時、並はずれて敏感な彼らの聴覚は背後の気配を感じ取った。

　咄とつ嗟さに手近な室内に入り込んで扉を閉める。

　ほぼ同時にどこかで扉が開く音がした。閉まると同時にさらに近くの扉が開く音。

　慌ただしい足音がやってきて、彼らが潜んだ部屋の前を通り過ぎていった。

　ぎりぎりまで扉を閉めたので姿は見えなかったが、足音からして女だ。

　彼らはその足音を追ってみることにした。

　ところが、彼らが部屋を出てすぐ足音が戻ってきたので、慌てて再び部屋に逃げ込んだ。

　戻ってきた時には足音が二つに増え、話し声もしていた。

　中年の男の声が苛いら立だたしげに言っている。

「まったく、なんのためにおまえたちをつけてあると思っているのだ。いちいち呼び出すな。わしの指図を仰がねば何もできぬとは情けないぞ」

「申し訳ございません」

　答える声が先程の足音の主だろう。

　これも中年の女性の声だが、どこか投げやりな、うんざりしているような声だった。

　といっても、無論、自分が歩きながら話している相手に対してではない。

　急ぎ足で歩きながら話す声は彼らが潜んでいることにも気づかず部屋の前を通り過ぎたが、その際、女の声がこんなことを言うのが聞こえた。

「ですが、女たちもほとほと手を焼いております。若様のご機嫌には……」

　これを聞いた用心棒たちは互いの顔を見合わせて、揃って二人の跡をつけた。

　先を行く彼らは案の定、彼らが入って来た西の塔へ出ると、そのまま反対側の扉を入った。

　用心棒たちも音もなく扉を開け閉めして、見つからないようについていった。

　これで南棟に入ったわけだが、実用一点張りだった西棟とはだいぶ雰囲気が違う。

　煉れん瓦がの壁を覆い隠すように、華やかな綴つづれ錦が垂れ幕として掛けられている。

　先を行く二人は廊下を曲がり、階段を上っていく。

　用心棒たちも後に続く。

　高さを考えると、ここはもう南塔の内部のはずだった。

　ただし、この南塔は、塔という言葉から連想されるような縦たてに細長いものとは違う。

　内部にいくつも部屋を区切れる広さのある四角い建造物なのだ。

　階段も螺ら旋せん階段ではない。立派な踊り場のある幅の広い階段だった。

　その階段を上った後の廊下も長く、先を行く二人は廊下の先の一つの扉をくぐった。

　廊下には他に人の気配はなかったので、用心棒たちは音もなく廊下を走ると、二人が入った一つ手前の部屋に忍び込んだ。

　こういう建物は部屋同士が扉でつながっている場合が多いからだ。

　思った通り、隣の部屋との境に扉があった。

　鍵かぎが掛かっていたが、これは扉に内蔵された簡単な鍵である。

　ベラフォードが音も立てずに解錠してしまった。

　耳を押し当てて隣の様子を窺うかがい、大丈夫そうだと判断して、そっと扉を押し開ける。

　ごく細く開けただけだが、内部の様子と、人の姿が見えた。

　そこは何とも豪ごう奢しやな装飾に飾られた部屋だった。

　壁には極彩色の模様を描いた革が張られ、床には分厚い絨じゆう毯たんが敷かれている。

　調度品の数々もミロの本宅に匹敵するほど豪華なものだ。

　ただ一つの計算違いは、てっきりフェルナンドの身代わりの少年の下へ案内してもらえると思っていたのに、そうではなかったことだ。

　金糸銀糸を縫い取った絢けん爛らんな衣い裳しように身を包み、窓の傍で、豪華な椅子にふんぞり返っている若様はどう見ても少年とは言えない。

　顎あごにも腹にもだいぶ肉がついている。不健康な印象を与える中年の男である。

　その男は椅子に腰掛けたまま、自分の前に控えた相手に向かって尊大に言った。

「身みが呼んだからにはすぐに参れ。それが忠義というものだぞ」

「ごもっともでございます。お許しくださいませ」

　呼ばれた男は逆らうこともたしなめることもなく、恭うやうやしく頭を下げた。

「しかしながら、何分、今がもっとも大切な時でございます。あの子どもの教育をおろそかにするわけには参りませぬので……」

　たちまち男の顔色が変わった。

　椅子から身を乗り出し、怒りに声を震わせて言った。

「そちは身よりもあの子どもを重んじておるのか？」

「とんでもない。滅めつ相そうもないことでございます。しかし、あの子どもは他でもない若様の血を引くお子ではありませぬか。それを考えますと、やはり無む下げにはあつかえませぬ」

「何を申す！　身の父が国王であることは申すまでもないが、身の母は王家重代の家臣であるコルテス家の血筋じゃぞ！　比べてあの子どもは何だというのだ！　卑しい村娘の産んだ子に過ぎぬではないか！」

「もちろんでございます。血筋は問題にもなりませぬ。若様はルシウス一世の血を引く高貴なお方なのでございますから」

　つまり、これが前回の後継者争いから脱落した若様で、皇太子の兄ということになる。

　それにしてはずいぶん老けて見えた。

　まだ三十そこそこのはずなのに皮膚はくすんでつやがなく、眼の光もどんよりと濁って力がない。顎も目元もたるんでだらしなく、腹にもだいぶ贅ぜい肉にくがついている。

　長年の放ほう埒らつが顔にも体つきにも表れていた。どう見ても四十過ぎの老け込みようだが、頭の中身はお世辞にも成熟しているとは言いがたいようだった。

　恨みがましげな眼で相手を睨にらみつけ、不満そうに口を尖とがらせている。

「高貴な血筋というならば、なぜ、この大だい事じにこの身が役に立てぬのだ？」

　家来の男の表情はよく見えなかったが、過剰なくらいに相手を賛美する調子で言った。

「何をおっしゃいます。お役に立っておりますとも。若様は立派におつとめを果たされました。本家の殿も若様のご尽力に深く感謝致しております」

「ならば、本家の伯お父じがここへ参って、身に一言あってしかるべきではないか」

「おっしゃるとおりでございますが、若様。殿のお立場も理解してさしあげてくださいませ。皇太子宣せん下げが無事に行われるのを見届けるまでは、殿はミロを離れるわけにはいかないのです。殿には敵も多く、特に選にもれた他の家はコルテス公爵に何か落ち度はないかと、鵜うの目鷹たかの目で探し回っているのでございます。今ここで若様にご挨あい拶さつなさるためとは申せ、殿がミロを留守にするようなことがありますれば、それこそ他家に絶好の口実を与えることになります。若様ともあろうお方が、よもやそのくらいのことがわからぬ道理はありますまい」

　そう言われたとたん、ふくれっ面をしていた若様が偉そうにそっくり返った。

「無論じゃ。言われるまでもない」

　これを訊きいていたケイティが、扉の陰で声を殺して笑った。

「……あのおぼっちゃまが本当に男だったらこうなってたっていう見事な見本だね」

「同感」

　ベラフォードも苦笑している。

　ダムーは何も言わなかったが、呆あきれ果てた顔をしているのは間違いなかった。

　そっくりかえっていた若様が語調を変えて言い出した。

「ところで、な……。そちを呼んだ用件は他にもある」

「どのようなことでございましょう？」

「うむ。新しい女が欲しいぞ」

　家来の男は黙っていた。

　しかし、それは用心棒たちが察するに、呆れ果てた息を吐くのをやっとのことで吞のみ込んだ沈黙だった。

　家来の男はわざとらしい苦笑を浮かべ、聞き分けのない子どもをなだめる調子で言った。

「若様……。側そば女めならば既に三人もおりましょう」

「うち二人は身み籠ごもったという。しばらく使えぬ。床に呼んでも興ざめじゃ」

「はあ……」

「それで、な……」

「はい」

「どうせなら本家の娘を連れて参れ」

「何ですと？」

「今まで皇太子候補として育てられていた娘じゃ。皇太子宣下さえ済んでしまえば、その娘は用済みのはず。違うか？」

「それは、確かに……」

「伯父は用済みになった娘をどこぞに幽閉する心づもりのはず。それがこの犬いぬ鷲わし城じようでも一向にかまわぬであろう。そのように取りはからえ」

「確かに用済みには違いありませぬが、だからといって若様の側女にとは……」

「そうとも。なかなかおもしろい趣向であろう？　生まれた時から男として──それどころか次期皇太子候補として育てられた娘を嬲なぶってみるのも一興というものじゃ」

「いえ、お待ちください。いかに若様の仰せとは申せ、こればかりは……。何と言っても血が近すぎます。その娘は皇太子殿下の血を引く娘、つまりは若様の姪めいに当たる娘なのですぞ」

　若様は相手の言葉を鼻で笑った。

「そちはおかしなことを申す。我が国の歴史をひもといてみよ。姪はおろか腹違いの妹に子を産ませた王もおわすではないか」

「と申されましても……。本家の殿が果たして何とおっしゃるか……」

「なあに。伯父にとってもよい厄介払いになるであろうよ」

　気け怠だるげに言って、若様は用は済んだとばかりに手を振り、窓に眼を向けた。

　これだけ月の明るい夜だ。外の夜景が見えるのだろう。

　この窓は南側の景観を一望できる位置につくられている。

　反対側にあるのは廊下と扉だから、この部屋からは中庭も北の塔も見えないことになる。

　若様は既に家来の男がいることなど忘れたようだった。

　家来の男もそれ以上、若様に苦言を呈することもなく、一礼して引き下がった。

　用心棒たちも元通りに扉を閉めて、男の跡を追って廊下に出た。

　男が西棟には戻らずに南塔の階段を下りていくのを確かめると、ダムーたちは再び忍び足で西棟に向かったのである。

　西棟の最上階を突っ切ると、その先が北の塔だ。

　しかし、塔の入口とおぼしきところには頑丈な扉があり、その扉には錠前が下がっていた。

　大いに怪しいというべきだった。扉の外にこんなものが掛かっているということは塔の中に人がいても、自由に外には出られないことになる。

　錠前はずっしりと大ぶりの、複雑な構造のものだったが、ベラフォードは道具を取り出して簡単に開けてしまった。

　塔の内部は真っ暗だった。ひっそりと静まりかえっている。

　扉をくぐってすぐ階段があったが、南の塔とは違って人ひとり通るのがやっとのような狭い螺ら旋せん階段だ。

　周囲に人の気配がないのを確認して、ダムーが吐き捨てるように言った。

「胸くその悪くなる話だ」

　さっきの若様の台詞せりふを指してのものなのは言うまでもない。

　ベラフォードも苦い顔だった。

「あれ以上、胸の悪くなる話もちょっとないでしょうよ」

　ケイティも眉み間けんにしわを寄せている。

「あの子は知らないんだろうね。実の伯お父じさんの慰なぐさみものにされるなんてさ」

　暗い塔内に入って、彼女の眼はまさに夜の猫さながらに瞳どう孔こうが丸く大きくなっている。

　その眼で階段の上を見ながら、ケイティは言った。

「この上にいるかもしれないのは、あの馬鹿さまの子どもなんだろう？」

　血のつながった我が子を卑しい村娘の産んだ子だと言い放ち、平然と蔑さげすむ男の子どもだ。

「どんなおばかさんか、推して知るべしってとこね」

　ベラフォードが苦笑しながらため息を吐けば、ダムーも顔をしかめて言った。

「まず、そいつが本当にいるかどうか確かめなきゃどうしようもないぜ」

「賛成」

　三人は螺旋階段を上っていった。

　ここには掛かけ燭しよく台だいもないが、ところどころに明かり取りの細長い窓が切り取られていて、外の月明かりが入ってくる。彼らの眼にはそれで充分だった。

　階段を上ると、短い廊下に出た。

　これも南塔とは違って、実用一点張りの廊下である。

　左右に四つの扉があった。一通り見て回ったが、ほとんどが物置だったり、使われていない部屋だったりした。

　この階には人は誰もいないと判断し、彼らはさらに上に向かった。

　最上階まで登ると、そこには廊下の先に一つだけ扉があった。鍵かぎの掛かった扉だ。

　ベラフォードが解錠して扉を開けると、中は図書室だった。

　左右にも正面の壁にも、高い天井まで届くほどの本棚がつくられ、こんな高いところによく持ち込んだと思うくらい、ぎっしりと本が詰まっている。

　左右の壁の僅わずかな隙間に、まるで通用口のような細い扉があった。

　左の扉の向こうは真っ暗だが、右のほうの扉の下から灯あかりが洩もれている。

　誰か起きているのだ。

　ベラフォードが取っ手を捻ひねってみたが、やはり鍵が掛かっていて動かない。

　しかし、こんなものはベラフォードに掛かれば、合い鍵を持っているのも同然だ。

　そっと開けてみると、中は小さな机と椅子、それに寝台があるだけの質素な部屋だった。

　正面にもう一つ扉があるのは手洗いにでも通じているのだろう。

　左手に姿勢正しく机に向かい、扉に半ば背を向けて、燭台の灯りで本を読んでいる人がいる。
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　子どもだった。

　フェルナンドと同じくらいの背格好の──ただし正真正銘の少年だ。

　他に人はいない。少年一人きりである。

　立ち上がった三人は気配も隠さずに堂々と部屋に入り、まじまじとその背中を見つめたので、少年もさすがに気がついた。

　振り返り、用心棒たちの姿を認めて、びっくりしたように立ち上がった。

「誰です？」

「そういうあなたは誰？」

　ベラフォードが尋ねると、少年は至って素直に答えたのである。

「ぼくはフェルナンド・ミゲル・コルテスです」

　三人は眼を丸くして顔を見合わせた。

「おやおや……」

　呆あきれたようなケイティの呟つぶやきだった。名前まで同じにするとは徹底していると思ったのだ。

　ただし、背格好は同じくらいでも、顔立ちは全然似ていない。

　少年は金髪に黒い瞳ひとみ、利発そうな顔立ちをしていた。女の子のフェルナンドと違って、その眼はひどく大人びて、十二歳の子どもとは思えないほど理知的な光に輝いている。

　しかし、それは同時に子どもらしからぬ暗い陰りを秘めた瞳でもあった。

「ねえ、あなた。自分と同じ名前の子がもう一人いるって知ってる？」

　再びベラフォードが尋ねると、少年は顔色を変えて三人を見た。

「あなた方はどなたです。どうしてそれをご存じなのですか？」

「それは後。悪いけどこっちの質問に先に答えてくれる？　アタシたちはあなたが自分自身をどう考えているかを知りたいのよ。あなたはその子の身代わりをやらされるために生かされて、ここに飼われているんだってことは知ってるのかしら」

　少年は驚いたように眼を見張ってベラフォードの言葉を聞いていた。

　まさに耳を疑う顔つきだった。

　夜中に突然現れた見知らぬ人たちがどうして自分のことを知っているのかと思っているのは明らかだったが、少年は喚わめいたり取り乱したりして時間を無駄にはしなかった。

　気を取り直して、しっかり頷うなずいた。

「はい。知っています」

　ケイティが訊く。

「この城の連中は、そのことをあんたにどう説明した？」

「どう、と言いますと……」

「そのもう一人の子はコルテス家の次期皇太子候補として育てられて、めでたく次期皇太子に選ばれたけど、本当は女の子だってことをあんたは知ってるのかって意味だよ」

　少年は今度こそ呆あつ気けにとられたようだった。

　愕がく然ぜんとして声もない様子だったが、その顔つきからして、この少年が事情を知っているのは間違いないと判断したケイティは笑って言った。

「あたしら、ひょんなことからその秘密を知っちゃってね。あんたに行きついたってわけ」

　すると、少年の表情がたちまち厳しく引き締まった。

　彼らが入って来た扉を気にしながら、声を低めて囁ささやいた。

「どうやってここまで登ってきたか知りませんが、ここにいては危険です。一刻も早く逃げてください。書庫の向こうの部屋には乳母が寝ていますから、見つからないように気をつけて。そのことは決して口外せずに、なるべく早く国外へ出てください。そうすれば安全です」

　ケイティとベラフォードがおもしろそうに眼を丸くした。

　ダムーも同様にして、初めて口を開いた。

「どうして俺たちを逃がそうとする？」

「コルテス家があなた方の存在に気づいたら、あなた方を生かしてはおかないはずです」

「だから、何でおまえが俺たちを助けようとする？　城の連中をたたき起こして捕まえようとするってんならまだ話もわかるけどよ」

　詳しい事情を聞くまでは用心棒たちにあくまで動く気配のないことがわかったのだろう。

　少年は寂しそうに笑って、自分の回りの部屋を示した。

「御覧の通り、ここには城内に連絡を取る呼び鈴も伝声管も何もありません。それがあるのは乳母の部屋のほうです」

「それはつまり、乳母であると同時におまえの見張りでもあるってことだな」

「はい。ぼくは昼の間は書庫まで出られますが、夜には乳母がこの部屋に鍵を掛けます。朝になって乳母が鍵を開けるまで、この部屋から出られません」

　突然の侵入者三人を前にして、少年は怯おびえたり騒いだりすることもなく普通に話していた。

　加えて、奇妙なことに、この少年は本当に侵入者の身を案じているらしい。

　忙せわしない口調で言ってきた。

「あなた方が何者なのか、何のためにここにやってきたのかは知りません。ですけど、ぼくはコルテス家のために誰かが犠牲になるのはいやなんです。早く逃げてください」

「心配してくれてありがとう。だけど、一番の犠牲者はあなたなんじゃないの？」

　ベラフォードがやんわり尋ねると、少年はやわらかい頰ほおに決意の表情を浮かべて頷いた。

「わかっています。ですから、ぼくは自分を最後の犠牲者にすると決めました。コルテス家の血筋に生まれ、本来なら生まれてすぐに殺されるところをこうして生かされているのですから、ぼく自身はコルテス家の役に立たなければならないと──それが自分の務めだと思っています。ですけど、こんなことはぼくだけでたくさんです」

　用心棒三人はますます眼を丸くした。

　ダムーに至っては軽く口笛を吹く真似さえした。

　ケイティが感心しきりの調子で言う。

「あんた、頭いいねえ。とてもあの親父さんの息子とは思えないよ」

　少年の顔色がさっと曇った。

「……父に会ったのですか」

「まさか正面からは会えないよ。覗のぞき見しただけだけどさ。ありゃあ、どうしようもないね」

　少年は気まずそうな顔でうなだれ、蚊の鳴くような声で言ってきた。

「父は……ぼくに対して対抗心というか、競争意識があるようなので……」

「自分でもそんなことを言ってたよ。あんたがやる予定になってるおぼっちゃまの身代わりを自分がやりたかったみたいだね」

「そうなのか？」

　きょとんとダムーが言う。

　ケイティがため息を吐いた。

「これだからね……。あんたいったい何を聞いてたのさ？」

「だってよ。自分の息子と何を張り合うんだよ？」

「そりゃあ、どっちが確実にお妾めかけさんたちを孕はらませられるかっていう種付け能力じゃない？」

「いいえ、この場合、能力は関係ないと思うわよ。コルテス家が必要としてるのはもう一人のおぼっちゃまに背格好の似ている男の子なんだもの」

「そうさ。あの親父さんももう少し健康的な生活をして腹を絞りゃあいいんだよ。そうすりゃ身代わりやらせてもらえるかもしれないのにさ」

　少年は気の毒に、ますます気まずそうな顔になって俯うつむいている。

　ダムーはがしがしと括くくった頭を搔かいた。

「まあ、どうでもいいけどよ。それじゃあ、おまえは好きでここにいるわけじゃないんだな」

「えっ？」

　面食らった少年に、ベラフォードがにっこり笑って説明した。

「ごめんなさいねえ。この人、言葉に不自由してるもんだから。つまりね、あなたはここから逃げたいと思ったことは一度もないのかしらって意味なのよ」

　少年は窓のない部屋に絶望的な眼を向けた。

　それとは対照的に、生まれて初めて出会う、城の外からやって来た侵入者たちを眩まぶしそうに見つめて、憧あこがれさえ滲にじませた口調で言った。

「翼があればと、ずっと思っていました」

　ケイティがにんまり笑った。

「だったら話は早いね」

「まったくだ。なあ、おぼっちゃま。俺たちは実は誘拐犯なのさ──でもって、獲物はおまえ。おとなしくさらわれてくれると手間が省けて助かるんだがな」

「さ、早く行きましょ。乳母やさんに気づかれたら厄介だわ」

　少年はぽかんとしていた。

　信じられないものを見聞きしたように突っ立っていたが、我に返って慌てて尋ねてきた。

「ぼくを誘拐して、コルテス家に身代金を要求するつもりですか？」

「まあね。ただし、金だけが目当てってわけじゃない。あんたの家の連中はあたしらの仲間をおぼっちゃまの身代わりとして持っていっちまったんだよ」

　絶句した少年だった。

　用心棒たちは手早く事情を説明したが、とても全部は語りきれない。

　少女のフェルナンドと自分たちの仲間の一人が偶然そっくりだったということだけを話して、ダムーは忌いま々いましげに言った。

「俺たちはコルテス家が何をしようと、国を騙だますような大がかりな詐欺を働こうと興味はない。ただ、俺たちの仲間を勝手に使って、力ずくで黙らせようってのが気にいらねえ」

「そういうこと。あんたがいなくなればコルテス家の連中も相当慌てるだろうからね」

「だからアタシたちはあなたをここから連れ出しに来たのよ」

　少年は眼に見えて狼ろう狽ばいしていた。

　無理もない。何と言っても用心棒たちとは初対面である。

　しかも相手は不法侵入者だ。

　信用できなくても当然だが、少年の懸念は別のところにあったらしい。

「ですけど……この城から逃げるなんて、そんなこと、いったいどうやって……」

「それはあなたが心配することじゃないわ。一緒に来るの、来ないの？」

「いいや、あんたに選択の余地はないよ。いやだっていうんなら腕ずくで持っていくからね」

　ケイティが物騒に言えば、ダムーも問答無用とばかりに少年に近づき、その顔を見下ろして念を押した。

「黙っててくれるとありがたいんだが、騒ぐようなら猿ぐつわをかますぜ。どっちにする？」

　少年はごくりと喉のどを鳴らしたが、それは恐れからではない。緊張からだ。

　まっすぐダムーを見つめて、意を決したように頷うなずいた。

「騒いだりしません。あなた方と一緒に行きます」

「よし」

　ダムーは早速部屋を出るように促したが、少年はちょっとためらった。

　恐らく、付き添いなしにこの部屋を出るのは初めてなのだろう。

　書庫をそっと覗き、乳母が眠っているという扉の向こうに動きがないことを確かめる。

　それから、恐る恐る書庫に出てきた。

　少年が部屋を出ると、ベラフォードは扉の鍵かぎを元通りに閉めた。

　廊下に出た後も、書庫の鍵を同じように掛けたので、ダムーが不思議そうに訊きいた。

「なんだってそんな面倒なことするんだよ？」

「開けた鍵は元通りにするものよ。それに、こうしておけばこの子が自分の意思で逃げたとは思われないでしょ」

　その書庫から廊下に出た時、少年は明らかに緊張していた。

　懸命に抑えようとしているものの、呼吸が荒くなっているのがわかる。

　ケイティがからかい調子に話しかけた。

「あんた、今まで一度もあの部屋から外に出たことないわけ？」

「こんなに暗くなってからは、ありません」

「昼間ならあるんだ？」

「はい。剣の稽けい古こや乗馬の練習の時に」

　なるほど、次期皇太子を装うからにはそういう練習も必要だろう。

「こっちだ」

　ダムーは少年を階段に誘い、北の塔の階段を上まで登った。

　少年は自分で言ったように騒いだりはしなかった。黙ってついてきたが、こんな上に登ってどうやって逃げるのだろうと、ありありと顔に書いてある。

　一番上の扉にはやはり鍵が掛かっていたが、ベラフォードが難なく解錠して言った。

「先に行って」

「おう」

　ダムーとケイティはベラフォードをその場に残し、少年を促して外に出た。

　外は屋上だった。

　この北の塔はチンジョン村でもっとも高い建物である。

　夜中でも見晴らしは最高だった。

　月の光が見渡す限りの景色を真っ白に照らしている。

　その白い光に黒々と輝く樹木の海が彼らの眼下一面に広がっている。

　少年はこの年齢になるまで、こんな景色を見たこともなかったに違いない。

　小さな歓声を上げて鋸のこぎり壁かべまで走り寄った。

　眼をきらきら輝かせて北側、南側の景色を見下ろし、夜空に大きく照り映える月を見上げて、感嘆の声を洩もらしている。

　そうやって無邪気にはしゃいでいるところはごく普通の少年のようだったが、ダムーが突然服を脱ぎ始めたので、少なからず面食らった顔になった。

　それでも、何をしているのかとは尋ねてこない。

　思慮深い眼でじっと様子を窺うかがっている。

　ダムーの手放した短刀や脱いだ服を手早く拾ってまとめながら、ケイティが言った。

「あんた、さっき、翼があればいいって言ったよね」

「はい」

　少年は眼下一面に広がる樹林を何とも言えない眼で眺めて頷いた。

「この塔に登るのは初めてですけど、窓から外を見るたびに、翼があればここから飛び立ってコルテス家とは何の関係もないところへ行けるのにと思っていました」

「上等だ。連れてってやるよ」

　そう言ったダムーの姿は既にさっきまでの彼ではない。

　地面に両手をつき、その手も身体も何倍にもふくれあがり、長い尾を悠然と振っている。

　高々と括くくっていた黒い髪はばらりとほどけて真っ白に変じ、獅し子しの鬣たてがみのように容量を増して顔の回りを見事に飾り、太い首と肩に掛かっている。大型猫科の特徴であるしなやかな身体も純白の被毛に覆われ、その被毛の上に鮮やかなブルーの模様が散っている。

　おまけに、この獣けものは広い背中に、真珠貝の内側のように輝く真っ白な翼を持っていた。

　少年の眼がこぼれ落ちそうなほどまん丸に見開かれる。

　もちろん見るのは生まれて初めてだったろうが、それが何であるかは知っていたらしい。

　少年はまさに驚きよう愕がくの表情で、息を吞のんでダムーの姿に見入っていた。こんな美しい生き物は今まで見たことがなかったからだ。

　息を吞んで開けっ放しになっていた唇が、やっとのことで喘あえぐような感嘆の叫びを洩らす。

「異種アナザー人類レイス……！」

　白い獣に変化したダムーが笑って言った。

「そいつはちょっと違うぜ。俺たちは混血だからな」

「そうよお。アタシたちみたいな純血種はいないわよ」

　塔の外から声がしたかと思うと、大きな羽ばたきとともにベラフォードが塔に降り立った。

　裸の上半身に月光の下でも鮮やかな黄色や薔ば薇ら色の羽毛を生やし、背中にはやはり青と緑の色鮮やかな金属光沢に輝く翼を生やしている。

　脱いだ服をケイティに渡しながら、ベラフォードは絶句している少年に笑いかけた。

「アタシの仕事は完かん璧ぺき。この屋上へ出る扉も、北の塔の入口も元通り錠前を掛けておいたから、明日になったら、このお城の人たちは仰天して腰を抜かすわよ。鍵はどこも開いていないのに、あなただけが忽こつ然ぜんといなくなってるんだから」

　少年は愕がく然ぜんとしてケイティを振り返った。

　月明かりに照らされた彼女の眼は──その瞳孔は、極端なまでに丸く大きくなっている。

　白目の部分がほとんど見えないのだ。人の眼には決してあり得ないことだった。

「自己紹介もまだだったね。──あたしは《猫》のケイティ。そっちの派手なのが《蜥蜴とかげ》のベラフォード。そこの虎だか獅子だか鳥だかわからないのが《ごちゃまぜ》のダムー」

　混血には変身能力はない。

　先祖に一度でも人間の血が混ざったものは以後決して変身能力を有しない。

　長年に亘わたって、人間の間でも異種人類の間でも確固たる常識とされていたことだが、彼らはその常識を覆した子どもたちだった。

　人外の生き物三体に囲まれたフェルナンドは茫ぼう然ぜんと突っ立っていたが、ダムーは倍も大きくなった手で少年の身体を摑つかむと、翼を広げて塔から飛び下りた。

　ベラフォードもケイティを捕まえて同じようにした。

　身体が勢いよく落下する感覚に、少年は咄とつ嗟さに悲鳴を吞のみ込んだ。

　恐怖にぎゅっと眼を閉じたが、自分の身体が重力に反してふわりと浮き上がったのを感じて、恐る恐る眼を開けた。

　すぐ近くで大きな羽ばたきの音がする。

　たくましい腕が自分の身体をしっかりとつかまえている。

　上を見れば白銀の鬣のなびくダムーの顔があり、横を見れば、同じようにケイティを抱えたベラフォードが飛んでいる。

　何より自分の足は宙に浮き、その遥はるか下に果樹園が見える。

　絶句していた少年は吐息のような声を洩らした。

「信じられない！」

　獣の腕に抱かれ、獣の腕にしっかりとしがみつきながら可能な限りに身を捩よじって景色を眺め、少年は初めて年相応の声を張り上げた。

「ほんとに──ほんとにぼく、空を飛んでる！」

「当たり前だろ。俺の翼は飾りじゃないぜ」

　ダムーがにやりと笑って言う。

　月明かりの中、一匹の獣と半鳥半人はそれぞれ人を抱えたまま、悠々と飛んでいった。
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　時間を少し戻してその日の昼。

　大使館から戻ったキャサリンとフェルナンドはニーナも交えて、ホテルで昼食を取っていた。

　メイドが同席する食事など、この少女にとって生まれて初めてだったのだろう。

　むっつりした顔でキャサリンに話しかけた。

「おまえは食事の席に召使いを同席させるのか？　エルディアではあり得ないことだぞ」

「ええ、そうね。バナディスでも普通はあり得ないことだわ」

　キャサリンはあっさり言い、ニーナも困ったように笑って少女に話しかけた。

「申し訳ありませんね。正式なお作法でないことはわかっているんですけど……」

　キャサリンが後を続けた。

「かまわないわ。そんなに堅苦しいお席ではないもの。ニーナは確かにわたしのメイドだから正式なお食事の席に同席することはないけど、わたしの大切な友達でもあるのよ」

　すると、少女はひどく傷ついた顔になった。

　泣きそうなのをごまかすために俯うつむいて、小さな声で呟つぶやいた。

「おまえにとって、ぼくは客人のうちにも入っていないということか……」

　これにはキャサリンもちょっと焦った。

　この少女が言いたいのは要するに、自分という客人がいるにも拘かかわらず、それでもメイドを同席させるのかと、そういうことだ。

　客人を迎えた席に召使いを同席させる──これはその客人にとってかなり奇妙な事態である。

　この少女にとっては奇妙どころではすまない。耐え難い屈辱なのだろう。

　ニーナが慌てて席を立とうとしたが、キャサリンは視線でそれを制した。

　キャサリン自身、同じ立場に立たされたら、かなり面食らうだろうという自覚はあったから、優しい口調で少女に話しかけた。

「そうじゃないわ。あなたを軽んじているわけじゃないのよ。これはいわば略式のお作法なの。わたしの家にあなたを招待することがあったら、もちろん正式なお作法でおもてなしするわ。ただ、正式なお作法がいつも正しいとは限らないのよ」

　訝いぶかしげに見つめ返してくる少女に、キャサリンは真顔で念を押した。

「忘れたの？　あなたはお家うちの人たちに命を狙われているのよ」

　少女の顔がみるみる曇る。

　それだけはどうしても認められない──認めたくないことなのだろうが、少女はあえて胸を張り、強気に言い放った。

「おまえたちには関係ないだろう」

「わたしもそう思いたいけど、残念なことに、あなたのお家の人たちはそうは思っていないわ。あの人たちは、あなたを女の子だと知っているわたしやニーナまで殺そうとするかもしれない。なるべく一緒にいたほうが安全よ」

　キャサリンは今もあの四十四口径を忍ばせた鞄かばんを足下に置いている。

　コルテス家にはこの少女の存在を公おおやけにはできないという弱みがあるが、手先を雇って襲ってくることなら充分考えられる。

　ところが、そこまで話しても少フエル女ナンドにはまだ納得いかないことがあるようだった。

　不思議そうな顔をして、キャサリンとニーナを交互に見つめ、何か言おうとしたが、うまく言葉にならないようで、また口をつぐんでしまう。

「なあに、どうしたの？」

　キャサリンが尋ねても、少女はためらって答えない。

　ニーナがこほんと咳せき払いをした。

「わたしが代弁しますとね。キャサリンさま。こちらのお嬢さんがおっしゃりたいのは恐らく、自分とキャサリンさまはともかく、召使いまで守る必要があるのかということだと思います」

　眼を剝むいたキャサリンだった。

　しかし、少女の顔を見れば、ニーナの指摘が正しいことは一目瞭りよう然ぜんである。

　呆あきれ返ったキャサリンの眼まな差ざしに、少女は気まずそうな顔になったものの、どうして自分が非難されるのかやはりわからないようだった。

　小さな声で言ってきた。

「それでは……いけないのか？」

「わたしが逆に訊ききたいわ。何故それでいいと思うの？」

　少女はためらいながらも、自分が信じている正義を主張した。

「主人のおまえが召使いを守るのは……変だぞ。それは立場があべこべだ。身分の低いものが身分の高いものを守るのが普通のはずだ。おまえの召使いなら、主人のおまえが狙われた時は、おまえの盾になるのが忠義だろう」

　それはつまり、召使いは主人のために死ぬのが当然だと言うに等しい理屈である。

　キャサリンは怒りを露あらわにするのはあえて後回しにした。冷静に問い返した。

「あなたはそう教わって大きくなったのね？」

　少女は黙って頷うなずき、ニーナももっともらしい顔つきで言う。

「間違ってはいませんね。わたしだって何があってもキャサリンさまをお守りしますよ。でも、それはキャサリンさまがわたしにとってかけがえのない、たいせつなご主人さまだからです」

　少女はきょとんとした顔になった。

「召使いにとって主人が絶対なのは当たり前だろう？」

「いいえ。それは違うわ」

　キャサリンははっきり言った。

「人を使う立場にあるものは何よりもまず自らが主人としての範を示さなければならないのよ。それができなければ召使いに見限られても文句は言えないわ」

　少女がとたんに顔をしかめる。

「噓をつくな。召使いに主人を見限る権限なんかあるはずがない」

「誰が言ったか知らないけど、それも噓よ。尊敬も信頼もできない主人の下で働きたいと思う召使いなどいないのだから。──もしあなたが召使いに忠義を求めるなら、その前に召使いが誇りに思えるような立派な主人になる義務があるわ」

　ニーナはその通りとばかりに頷いたが、少女は不満そうに口を尖とがらせている。

「おまえの言うことはぼくには信じられないことばかりだ。身分の高いものは生まれた時からそう決められているんだぞ」

「わたしのほうこそ信じられないわ。わたしとニーナは確かに主人と召使いだけど、生まれた時からの友達でもあるのよ。あなたはお友達を見捨てて平気なの？」

　そこまで言って、キャサリンはこの少女が置かれていた境遇をあらためて思い知った。

　この少女には今まで一人の友達もいなかったのだ。

　案の定、少女は何を言われたかわからなかったらしい。不機嫌そうな顔で黙っている。

「あなたの言葉が正しいとすると、この国の国王陛下には一人もお友達がいないのね」

　キャサリンはわざと責めるような調子で言ったのだが、少女は得意そうに胸を張った。

「当然だ。国王は唯一にして至高の存在なのだから。エルディアに生きる人間はすべて国王の僕しもべなんだぞ」

「つまり、エルディアの国民は国王のために死んで当然だし、国王もそれを当たり前のように国民に求めるということね」

「そんなことをわざわざ訊くなんて、おまえの国では違うのか？」

　少女は馬鹿にしたような口調で言ったものだ。

「違うとしたら、おまえの国の国民はみんな不忠ものだな。我が国の足下にも及ばないぞ」

　キャサリンは苦い息を吐き、ニーナは絶望的な表情でゆっくりと首を振った。

　食事を済ませた頃、来客があった。

　イサベルである。

　取り次ぎからそれを聞かされてキャサリンは焦った。

　彼女は何といってもマラカム家の人間だ。王位継承問題からは外れたところにいるとはいえ、まさかフェルナンドのことを話すわけにはいかない。

　少女には寝室に隠れて決して出てこないように言い含めて、イサベルを迎え入れたのだが、キャサリンと顔を合わせたイサベルは気遣わしげに問いかけてきた。

「先程エリオット卿きようからお手紙をいただきまして、ぜひとも娘の相談に乗ってやってくれとのことでしたが……何かあったのですか？」

　キャサリンは驚いた。同時に意外に思った。

　つまり、父はイサベルにすべてを話せと言っているのだ。

　コルテス家の陰謀も、次期皇太子に決定したフェルナンドが少女だということも。

　さすがにためらったキャサリンだった。

　もちろん、イサベルのことは個人的にとてもいい人だと思っている。

　しかし、彼女はマラカム家の人間である。

　どうしようと思案する間も、イサベルは控えめに、そっと問いかける眼差しでキャサリンの表情を窺うかがっている。

　激しい葛かつ藤とうを覚えたものの、キャサリンの決断は早かった。

「イサベル。あなたは以前、この国の王位継承者選びを歯がゆく思っていると──この問題は自分たちが何とかしなければならないことなのだとおっしゃいましたが、そのお気持ちは今も変わりはありませんか？」

「もちろんですわ」

「そのためあなたのご家族に──お父さまやお兄さまに秘密を持つことになったとしても？」

　キャサリンの口調も表情も恐ろしいほど真剣なものだった。

　ただならぬ気配にイサベルも驚いたようだが、彼女はすぐにキャサリンに負けないくらい、真剣な顔で頷いた。

「──わたしがもっとも困難に感じているのは父と兄を説得することです。秘密を守るだけでいいのでしたら、いくらでも沈黙を守ると約束しますわ」

「その言葉を信じます」

　キャサリンは言って、寝室に隠していた少女をイサベルに引き合わせたのである。

　イサベルは先日、闘技場でフェルナンドの顔を見ている。

　そのフェルナンドがキャサリンの寝室から現れたものだから、驚きを隠せない様子だった。

　しかし、キャサリンがこれまでの経緯を手短に話すと、驚いたではすまなかった。

　まさに茫ぼう然ぜん自失の体になった。

　難しい話をするのだから、二人とも椅子に腰を下ろしていたが、真っ青になったイサベルが気を失って倒れるのではないかと、ニーナがはらはらしたくらいである。

　一方、収まらなかったのがフェルナンドだった。

　この少女はイサベルがマラカム家の人間だと知って、はっきり顔色を変えた。

「おまえ、マラカム家の手先か！」

　まさに親の敵が現れたような顔つきで憤然と立ち上がると、キャサリンに対しても、敵意に満ちた眼を向けて叫んだのだ。

「おまえもマラカム家と共謀しているのか!?」

「座りなさい、フェルナンド」

　努めて冷静に言ったキャサリンだった。

　この少女が皇太子候補を出す他の家について何を吹き込まれていたか眼に見えるようだが、今はそんなことを詮せん議ぎしている場合ではない。

　すると、意外にも蒼そう白はくな顔のイサベルが、落ちついた口調でフェルナンドに話しかけた。

「わたしは父や兄に盲目的に従うのではなく、正しいことをなさろうとしている方に従います。エリオット卿やアンネウス二世殿下──あなたのお父さまに」

　きっぱりと言われたこの言葉は少女にとってかなり意外なものだったらしい。

　怒気を引っ込めて、不思議そうにイサベルを見つめ返した。

「おまえは……父上の僕しもべなのか？」

「もちろん。あなたがそうであるように。それともあなたは、皇太子殿下の御子でありながら、あなたのお父さまの忠実な僕を信用できないとおっしゃるのですか？」

　少女はぐっと言葉に詰まったが、それでもなお抵抗を試みた。

「……そう簡単に信用できるものか。マラカム家は──他の六家もそうだが──コルテス家を陥れようとする陰謀ばかり企む不忠者の家だぞ」

　イサベルはまっすぐ姿勢を正し、少女に向かって厳然たる口調で言った。

「それは聞き捨てなりません。では、その不忠者のマラカム家がコルテス家と同じく何百年もエルディア王家にお仕えして、歴代の陛下のお覚えもめでたい事実はどう思われます？」

「…………」

「あなたのお父さまは不忠な臣下を見抜けないような方ではありません。お父さまにとってはコルテス家もマラカム家も等しく忠実な臣下です。しかし、主君の寵ちようを競う臣下が競争相手に厳しい眼を向けるのは当然ですから、あなたのお家の方が当家にどんな感情を抱いていようと、どんなに悪し様ざまに言おうと、驚きは致しません。コルテス家に抗議するつもりもありません。マラカム家も競争相手である他の七家に同じ感情を持っているのですから、お互いさまというものですが、あなたのお父さまに対するわたしの忠節を疑われるのでしたら、それは侮辱です。わたしはエルディア国民の一人として、あなたが誰の御子であろうと正式に抗議します」

　少女は今度こそ返す言葉を失って、気まずそうにそっぽを向いた。

　キャサリンは密ひそかに感心した。

　さすが八はつ家けの一員だけあって『小さなわがまま暴君』の扱い方は手慣れたものである。

「さっきも言いましたが、イサベル。このことは、どうかお家の方には……」

　イサベルはキャサリンの言葉を待たずに頷うなずいた。

「誓って何も申しません。第一、話したところで意味がありません。コルテス家はこの少女がフェルナンドだということを決して認めはしないでしょうから。コルテス家が認めない以上、この少女がフェルナンドであると証明するものは何もないことになります。それでは父も兄もわたしの言葉など信じはしないでしょう。一笑に付すに決まっています」

　そのフェルナンドは激情した様子から一転、身の置き所がない様子で俯うつむいている。

　自分が自分であることを証明するものが何もないとは、いったいどんな気持ちなのだろうと、キャサリンは思った。

　キャサリンは自分をキャサリン・ウィンスロウだと思っているし、自分がそれであることを知っている。

　疑ったことすらないと言っていい。

　それなのに、もし自分の親しい人たち──たとえば父やニーナに、おまえは違う、おまえはキャサリン・ウィンスロウではないと冷たく突き放されたら。

　それは自分が自分でなくなってしまう、自分のすべてがなくなってしまうことだ。

　しかもその上、コルテス家はこの少女を殺そうとまでしているのだ。

　あらためて、煮えたぎるような怒りが湧わき上がってくる。

　自分に何ができるかわからない。どこまでこの少女を守れるかもわからないが、唯い々い諾だく々だくとこの少女をコルテス家に差し出すのはいやだった。

　そんなことはキャサリンの正義と良心が許さない。

　それと同時に大きな安あん堵どの息を吐いて、キャサリンは言った。

「でも、よかった。イサベルが味方をしてくれるのならこんなに心強いことはありませんわ。わたしはこの子をこのまま、このホテルに置いておくのは危険だと思うのです」

　イサベルもその可能性に気づいていたのだろう。硬い顔で頷いた。

「わかります。コルテス家もマラカム家と同じく何より世間体を重視する家柄ですから。今はまだ表立った動きは控えているのでしょうが……」

「はい。『今はまだ』です。コルテス家は既に一度、この子を亡き者にしようとしたのです。そこまでした以上、彼らがこれで手を引くとは──このまま諦あきらめるとは到底思えません」

　イサベルは前にも増して厳しい表情になり、不安に揺れる眼で話しかけてきた。

「キャサリン……」

　自分が何をしているか、どれだけの危険に身をさらしているか、本当にわかっているのかとその眼は問いかけていたが、キャサリンは気丈に笑って頷いた。

「わたしのことならご心配なく。自分の身体くらい自分で守れます」

　銃撃戦には慣れっこですと言うわけにはいかなかったが、そのくらいの覚悟はしている。

「この子をとりあえず安全なところに隠したいのですが、エルディアではわたしは外国人です。何も思いつかなくて……。どこか適当な心当たりはないでしょうか？」

「コルテス家が容易には突き止められない場所……ということですね？」

「はい。もう一つ贅ぜい沢たくを言うなら、イサベルと同じように信用できる人が必要です。しばらくこの子の面倒を見てくだされば申し分ないのですが……」

　何しろ、この少女はまだ十二歳。

　しかも一人では服も着られないのだ。身の回りの世話をしてくれる人はどうしても必要だが、その人にこの少女の正体を隠したままお願いするのは公平とは言えない。

　だが、フェルナンドの素性を知った上で協力するということは、必然的にコルテス家を敵に回すということだ。

　そんな危険を承知の上で、それでも協力してくれる人がいるのかどうか──。

　キャサリンにも自信はなかった。

　イサベルも、この厳しい条件に難しい顔で考えていたが、やがて意を決して頷いた。

「──ちょうどいいところがあると思います。ただし、わたしの一存では決められませんから、先方の都合を確認して参ります」

「尾行に気をつけてください。外にはコルテス家の見張りがいるかもしれません」

　キャサリンが言うと、イサベルは笑って首を振った。

「その見張りが首を長くしてこのホテルから出てくるのを待っているのはこの少女でしょう？　わたしはマラカム家の人間ですもの。彼らの眼には止まりませんわ」

　そう言って、イサベルはいったん帰っていった。

　その間に、キャサリンも準備を整えた。自分の持っている服の中で、なるべく女の子らしい服と帽子を選び、フェルナンドの身体に合わせて直した。

　皇太子候補として育てられた少女はまたも猛烈に抵抗したが、この頃ではキャサリンもこの少女の扱い方を吞のみ込んでいたので、平然と言い返した。

「あなたが本当の男の子だったとしても、わたしは同じことを言ったでしょうね。なぜなら、コルテス家は男の子の姿をしたあなたを捜して殺そうとしているのだから。命を守るためには女の子の格好をするのが一番だわ」

「こんな屈辱を受けてまで生き延びようとは思わない！」

「あら、それはおかしいわね。わたしの国の故事にこんな話があるわ。当時の国王陛下が敵の眼を眩くらますために女装なさった時のことよ。その時の陛下は周囲を敵に囲まれて、絶体絶命の窮地にあった。普通の方法では脱出は不可能だった。最後の手段として、女のふりをしてこの囲みを抜けると陛下がおっしゃった時、お供の人たちはいかに何でもそれは高貴な方のなさることではありませんと血相を変えてお止めしたの。だけど陛下は、身みが生き延びなければ民が敵に蹂じゆう躙りんされて苦しむことになる。その民の苦渋を思えばこの身一つの屈辱が何ほどのものであるかと毅き然ぜんとおっしゃったの。お供の人たちは陛下のお覚悟と気概に涙を流して感動したと伝えられているわ。それこそがあるべき君主の姿というものよ。本当に高貴な方は真に大切なことのためにはご自分の体面など思い切って後回しになさるものよ。それとも、エルディアの王室の方々にはそこまでの覚悟も気概もそなわっていないのかしらね？」

　フェルナンドは憤りのあまり真っ赤になっていたが、それ以上喚わめこうとはしなかったのは、不承不承ながらも女装に同意したということなのだろう。

　イサベルが再びキャサリンの部屋に現れたのは既に陽も暮れようとする頃だった。

　頰ほおを上気させ、弾んだ声で都合がついたと言った。

「先方には他言無用と念を押した上で、あの少女のことをすっかりお話ししました。その上でお願いしてみましたが、快く引き受けてくださいました」

　キャサリンは胸を撫なで下ろし、同時に感謝を込めて頭を下げた。

「ありがとうございます。わたしからもお礼を申し上げなくては。──どちらの方ですか？」

「デル・サピオの薔ば薇ら屋敷です」

　耳を疑った。

　呆あつ気けにとられて、キャサリンは問い返していた。

「まさか……スパーダのマリアが？」

「はい。これこそコルテス家が間違っても探さない場所ですわ」

　それはそうだろう。確かにそうだろうが、キャサリンは咄とつ嗟さに返事ができなかった。

　スパーダのマリアはイサベルとはまた立場が違う。

　今は棄権リタイアした身ではあるが、かつては次期皇太子選びの真っ直中にいた人だ。

　本当に彼女を巻き込んでもいいのだろうかとキャサリンは表情で問いかけていたらしい。

　イサベルはその無言の問いに答える意味で、しっかり頷うなずいてみせた。

「キャサリン。彼女もわたしと同じなのです。スパーダ家の一員でありながら、家の動向とはまったく無関係なところに置かれている。それどころか、彼女はわたしなどより遥はるかに強く、この皇太子選出制度の空しさ、愚かさを知っている人です。実家への忠誠より殿下への忠誠を重んじる人でもあります。もし彼女が、実父のスパーダ公爵にこのことを話すのではないかと心配されているのでしたら、それはありえないとはっきり申し上げることができます」

　キャサリンは大きく息を吐いて言った。

「あなたを信じます、イサベル。そしてもちろんスパーダのマリアのことも」

「では、彼女のことはどうかカタリナと呼んであげてください。今の彼女はそのマリアという名前すら厭いとわしく思っています」

　その気持ちはキャサリンにも何となく察しはついた。

　八はつ家けの少女たちにとって、それは名前ではない。

『皇太子妃候補』という商標レツテルでしかない。

　スパーダのマリア──マリア・カタリナ・アントゥーニャは、皇太子妃候補から脱落して、初めてその事実に気づいたのだろう。

「カタリナはすぐに連れてきてもかまわないと言ってくれましたが、どうしますか？」

　フェルナンドはまだ寝室で衣い裳しよう合わせをしているので、この会話は聞いていない。

　イサベルは普通に馬車で連れて行くつもりだったらしいが、キャサリンは首を振った。

「ひとまずダムーさんたちの帰りを待ちます。薔薇屋敷に連れて行くにしても、まさか堂々と行くわけには参りません」

　このホテルは今も見張られていると思って間違いないのだ。

　その見張りの眼をごまかしてフェルナンドを薔薇屋敷まで連れて行くためには、どうしても彼らの協力が必要だった。

　そして、用心棒たちが出かけた先と目的を初めて聞かされたイサベルは再度、驚きよう愕がくの表情を浮かべたのである。

「犬いぬ鷲わし城じようは正真正銘の要よう塞さいです。そんなところに潜入するというのですか？」

「あの人たちなら大丈夫です。心配いりませんわ」

　断言して、キャサリンもイサベルに言わなければならないことを思い出した。

　慎重に尋ねた。

「──イサベルは異種アナザー人類レイスや混イン血シードについてどう思われますか？」

　その質問の意味するものをイサベルは敏感に感じ取ったらしい。

　納得したように頷いた。

「わたしは彼らについて学校で習った程度のことしか知りません。この西大陸の先住民であり、後からやって来た我々を好意的に迎え入れてくれたこと、その意味で異種人類はわたしたちの恩人であることくらいしか。──ですけど、その方たちがキャサリンのお友達だというのなら、それがもっとも大事なことですわ」

　キャサリンも真面目な顔で頷いた。

　確かに、それがもっとも大切なことだった。

　イサベルはキャサリンの語る用心棒たちに興味を持ったらしい。

「わたしも、その人たちが戻るのを待たせてもらってもよろしいでしょうか？」

「ええ、ぜひそうしてください。ただ、どのくらい遅くなるかわからないんですけど」

「でしたら、わたしもこのホテルに部屋を取りますわ。家には今日はキャサリンと話があると連絡しておきます」

　そんなわけで、この日は四人で夕食を取った。

　フェルナンドにしてみれば、他の八家の人間が同席している食事も初めてだったのだろう。

　ことさら姿勢を正し、妙にぎこちない仕し種ぐさで食べものを口に運んでいたが、それでも食器を扱う手つきに優雅さが滲にじみ出ているのはさすがと言う他ない。

　イサベルのほうも、他の八家の皇太子候補を間近に見るのはもちろん初めてだ。

　少女の様子を興味深げに見守って、キャサリンに尋ねてきた。

「この子の身代わりを務めているキャサリンのお友達は──ヴィンセントさんと言いましたか。食事のお作法はご存じなのでしょうか？」

「それほどお得意ではないと思います」

　かなり控えめな言い方をしたキャサリンだった。

　用心棒たちの中でもベラフォードとケイティは正式な晩ばん餐さんに出しても恥ずかしくないくらい優雅な手つきで食事をする人だが、他の二人はどうもいけない。

　ヴィンセントは食べものをしょっちゅう取り落としていたし、ダムーに至っては手づかみで肉を摑つかむ人だ。

　食事が終わると、お茶を運ばせ、二人はフェルナンドも交えておしゃべりに花を咲かせた。

　楽しい時間はあっという間に過ぎるもので、気がつくと、時計は十時を回っている。

「お嬢さま。そろそろお休みになりませんと……」

　ニーナが控えめに言い出した時だった。

　部屋の扉を叩たたく音がして、キャサリンが何か言う前に扉が勝手に開いた。

　ケイティとベラフォードが入ってくる。

「ただいま。お腹空いちゃったよ。何か食べるものある？」

「──あら、こちらのお嬢さんは？」

　二人ともまるで自宅に戻ってきたような気安さだ。

　キャサリンはイサベルを紹介して、顔の見えない一人について尋ねた。

「ダムーさんはどうなさったんです？」

「ちょっと用があってね。すぐに来るよ」

「彼、相当お腹空かしてるのよ。ケイティじゃないけど、食べるものあるかしら？」

「お任せくださいな」

　こういう事態を予想して、キャサリンは自分たちの夕食とは別に、あらかじめ豪華な夜食を頼んでおいたのである。

　丸ごとの生ハムに魚の薫製、雉きじと山やま鴫しぎの冷肉などを三段に重ねたワゴンが二台、部屋の隅に鎮座している。ダムーがいくら大食漢でも、これで足らないということはまずあるまい。

「それで、いかがでした？」

　ケイティもベラフォードも笑みを消して頷いた。

「結論から言うと、あんたの勘は大当たりだったよ。本当に身代わりの男の子がいた」

「ひどい話よね。十二年間、ずっとお城に閉じこめられて育ったんですって」

「では、次にしなければならないことはその子の救出ですね」

　キャサリンが真顔で言うと、二人は悪戯いたずらっぽく笑った。

「馬鹿なこと言っちゃいけないよ。お嬢さん。それじゃ二度手間だろう？」

「そうよ。アタシたちがそんな無駄をすると思う？」

　キャサリンには意味がわからなかった。ニーナもイサベルもだ。

　フェルナンドに至っては最初から理解しようという気がないらしく、きょとんとしている。

「あたしらはたった今、玄関から堂々と戻ってきたんだよ。三人が馬車で出て行って、三人が馬車で戻ってきたわけだ。勘定は合ってる」

「でもね、実際には馬車で戻ってくる前に、ダムーがちょっと空を飛んで、この建物の屋上に荷物を置いて戻ってきたのよ」

「コルテス家の手先がここを見張っているとしても、玄関と裏口だけだろうからね。──で、ダムーは今、その荷物を引き取りに行ってるわけ」

　ケイティが言った時、暗い廊下の向こうにダムーの姿が見えた。

　その後ろから現れた小さな人影を見て、キャサリンは呆あつ気けにとられた。

　少年のほうも何やら困惑した顔つきで、部屋に入っていいものかどうかためらっていたが、ケイティが笑って、そんな少年に話しかけた。

「ほら、挨あい拶さつしな。このお嬢さんがあたしらのボスだからね」

「ケイティさん！　よしてくださいな！」

「なんでさ。あたしらにお金を払ってくれる人なんだから、ボスで間違ってないよ」

　ベラフォードも笑顔で少年に話しかけた。

「それは冗談としても、あなたの存在に真っ先に気がついたのはこのお嬢さまよ。でなければアタシたちもあなたのところまで辿たどり着けなかったんだから、お礼を言いなさいね」

[image: ]

　頷うなずきを返した少年はキャサリンの前まで進み出ると、優雅に膝ひざを折って名乗ったのである。

「初めまして。ミス・キャサリン・ウィンスロウ。御お目めにかかれてたいへん光栄に思います。フェルナンド・ミゲル・コルテスと申します。この度は本当にありがとうございました」

　キャサリンは息を吞のんでいた。

　年齢に似合わぬ礼儀正しさに驚いたからではない。

　頭を上げてまっすぐキャサリンを見つめた少年の顔──その顔に見覚えがあったからだ。

「わたし、あなたのお母さまを知っているわ」

　思わず言うと、少年が顔色を変えた。身を乗り出して尋ねてきた。

「本当ですか？」

「もちろん実際にお会いしたわけじゃない。お母さまのご実家で、お母さまの肖像画を見たの。あなたはお母さまにそっくりだわ」

　黒々と輝く瞳ひとみ、茶色がかった金髪、なめらかな薔ば薇ら色の頰ほおは見紛いようもない。

　カレラス家の二階に飾られていた肖像画の少女が男の子になって現れたようだった。
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「チンジョン村の人たちがあなたを見れば、あなたが誰なのか、みんな一目でわかるでしょう。あなたのおばあさまならなおさらよ」

　キャサリンの言葉を聞いて、少年の黒い眼がいっぱいに見開かれた。

「祖母をご存じなのですか？」

「ええ。とても親切にしていただきました。おばあさまは──カレラスの奥さまは優しい方で、亡くなられたあなたのお母さまのことを今でも愛して、とても気に掛けていらっしゃいます。あなたが生きていることを知ったらきっと大喜びなさるわ」

　ところが、とたん少年の顔が曇った。

　十二歳の少年とは思えないせっぱ詰まった様子で言ってきた。

「ミス・ウィンスロウ。お願いです。知らせたいのは山々ですが、どうか祖母には黙っていてください。ぼくが生きていることを祖母が知って、コルテス家がそのことに気づいたら……」

「わかっています。あなたのおばあさまを危険に遭わせるような真似は致しません。今はまだカレラスの奥さまにも内緒にしておきます。──それでいいかしら？」

　少年はほっとしたように頷うなずくと、キャサリンを見つめて嬉うれしそうに微笑んだ。

「あなたは本当に勇敢な方だ。そのこともお尋ねしたかったのです。助けてくださったことは心から感謝していますが、コルテス家の力は強大です。ぼくを救い出したことであなたの身に危険が降りかかるようなことはないのでしょうか？　もしそうだとしたら、このままご厄介になるわけにはいきません」

「その心配は無用です。あなたがここにいることも、この人たちがあなたを連れ出したことも、コルテス家は知りません。──ですわね、ダムーさん？」

「おうよ」

　素っ気なく答えたダムーの心は既に夜食にあるらしい。

　雉きじの冷肉を口に放り込みながら答えてきた。

「そもそもそいつは最初から存在してない子どもなんだ。いないものを連れてきたからって、誘拐だ何だと言われる筋合いはねえな」

「正しい見解ですわ」

　ニーナとイサベルが何とも複雑怪奇な顔をしていたが、キャサリンは平然と頷いて、少年に向かってにっこり笑いかけた。

「だから大丈夫。安心してちょうだい。わたしはあなたを歓迎します」

「ありがとうございます。ミス・ウィンスロウ」

「キャサリンでいいわ。わたしもフェルナンドと呼びますから」

　答えたキャサリンは密ひそかに感心していた。

　少年の仕し種ぐさも言葉遣いも実に優美で丁重で、こちらを尊重する気持ちを充分に表している。

　これなら教育を受けなくても充分皇太子として通用するだろうと思いながら、キャサリンは少女のフェルナンドに眼を移して、思案しながら言った。

「フェルナンドが二人では呼びにくくていけないわ。前から思っていたけど、あなたは名前を変えたほうがいいわね」

　少年が現れてから茫ぼう然ぜんと突っ立っていた少女は真っ赤になって叫んだ。

「何を言う！　それはぼくの名前だぞ！　名前を変えるならこいつのほうだ！」

「きみが？」

　少年のフェルナンドは驚いたように少女を見つめて言った。

「それじゃあ、きみが本宅で育てられていたフェルナンドなのか？」

「そうとも！　ぼくはれっきとしたコルテス家の子だ！　おまえのような身代わりなんかとはわけが違うんだ！」

　断言した少女に対し、少年フェルナンドは黒い瞳に明らかな憐れん憫びんの表情を浮かべたのだ。

「きみは、きみ自身もただの身代わりだということを知らされていないのかい？」

「な、何だと……」

「きみが女の子だったから、コルテス家はぼくを殺さなかった。首尾よくきみが次期皇太子に選ばれたら、その時は最初からぼくときみが入れ替わる予定だったんだよ」

　生ハムの塊にかぶりつきながら、ダムーが訊きいた。

「だったら、もしこの娘が次期皇太子に選ばれなかったらどうなってた？」

　少年フェルナンドは至って落ちついた声で答えたのである。

「その時は、ぼくは用済みとして処分されるはずでした」

　わかりきっていることを告げる口調だったが、とてもとても十二歳の少年の台詞せりふではない。

　キャサリンは顔をしかめながら尋ねた。

「そんなことを誰があなたに話したの？」

「家庭教師に聞かされました。ぼくはそのためだけに生かされていると。他の子どもはみんな生まれてすぐに殺されたのだから、それに比べれば、ぼくは恵まれていると」

　少年は思慮深い性質を見せて、淡々と語った。

「ですけど、ぼくはその言葉を鵜う吞のみにはできませんでした。生まれてすぐに殺されるのも、本宅の子が──ここにいるフェルナンドのことですが、この子が次期皇太子から落選した時に殺されるのも、たいした違いはないと思っていました」

「それでも、あなたは身代わりはいやだとは言わなかった──言えなかったのね？」

「はい」

　無惨な答えだった。

　それがこの少年の日常でもあったのだ。

　たった十二歳で、いつ死刑が執行されるかわからない状況で過ごしてきた少年は、皮肉にもその過酷な環境の中で、身の回りの出来事を冷静に見据える眼を養っていたのである。

「ここに生かされているからには、本宅の女の子より立派な次期皇太子として振る舞うように努めなければならないと、ぼくは繰り返し言われていました。そうなるように努力もしました。──それでも、これは明らかに一時しのぎのごまかしです。こんなことにいったい何の意味があるのだろうと疑問を覚えずにはいられませんでした」

　自らをというよりコルテス家の血迷いぶりを哀れむ口調で語った少年は、同じ名前の少女に気の毒そうな眼を向けた。

「きみがフェルナンドと名づけられたから、ぼくもその名前をつけられた。だけど、コルテス家にとっては、ぼくもきみも変わらない。ただの偽物なんだよ。コルテス家が欲しかったのは──本当に望んでいたのは、現在の皇太子の血を引く男の子なんだから」

　少女のフェルナンドは大きく胸を波打たせていた。

　信じられない、間違っても信じたくない、しかし事実に違いないと今では察している言葉をどう受け止めたらいいのか、十二歳の少女は懸命に自分の心と戦っている。

「きみは女の子でその資格がない。ぼくは皇太子の子ではないから、やはりその資格がない。わかるだろう？　コルテス家にとっては、ぼくたちは二人とも値打ちのないものなんだ」

「だからって、何をしてもいいってことにはならないけどね」

　ケイティが顔をしかめて言えば、ベラフォードも頷いた。

「アタシも同感。コルテス家の人たちって、おぼっちゃま以外の子どもは生かそうと殺そうと自分たちの勝手みたいに思ってるんじゃないの」

　イサベルが硬い表情で首を振った。

「いいえ。それは次期皇太子候補として生まれた子どもも同じことです。コルテス家に限ったことでもありません。あの子たちは皆、周囲の大人たちに都合のいい教育を施されて育ちます。周囲の望むとおりの小さな暴君にしかなれないのですから」

　少年フェルナンドはイサベルがマラカム家の人間だと知って、さすがに驚いたらしい。

　しかし、ここでも少年は少女のフェルナンドとはまったく違う反応を示した。

　優雅に一礼して挨あい拶さつすると、頭を上げて、控えめな口調ながらはっきりと言ったのだ。

「お名前から察するに皇太子妃候補の方ではないようですが、この場にいらっしゃるからには、ミス・マラカムもキャサリンの味方であると思ってよろしいのでしょうか？」

「イサベルで結構ですわ。フェルナンド。わたしは確かにマラカム家の人間ですが、あなたと同じように、この制度に重大な疑問を持つものです」

　少年は本当に嬉うれしそうに微笑んで、イサベルに向かって再び一礼した。

「ありがとうございます。マラカム家にあなたのような方がいらっしゃることはとても心強く思います」

「それはこちらの言うことです。コルテス家にあなたのような人がいるとは思いませんでした。あなたに会えて本当に嬉しく思います」

　少年とイサベルがにっこりと見つめ合う中、キャサリンは再び少女に向かって言った。

「どう考えても名前の区別は必要よ。だから、わたしが新しい名前を付けてあげる。あなたは今日から──そうね、フェリーシアと名乗るといいわ」

　イサベルとニーナは『まあ、すてき』『きれいな名前です』と手を打ったが、少女は呆あつ気けにとられた顔になり、さらに真っ赤になって叫んだ。

「ふざけるな！　それは女の名前じゃないか！」

「当然でしょう。あなたは女の子なんだから。そもそも女の子のあなたにフェルナンドという名前をつけること自体がおかしいのよ。──それとも女名前にしてフェルナンダと名乗る？　それはそれで紛らわしい気がするけど」

「いやだと言っているだろう！　ぼくは絶対に女の名前なんか名乗らないぞ！」

　泣きそうに顔を歪ゆがめて絶叫する少女を見て、少年フェルナンドが呆気にとられている。

　ケイティが不思議そうに首を傾げた。

「あんたさ、何でそんなに女がいやなわけ？」

　少女はかつてキャサリンに向かって言ったことを──女は頭が悪く、子どもを産むことしか能がないのだと声高に訴えたが、ケイティはただでさえ丸い猫の眼をまん丸にした。

「あんた本気でそんなこと言ってんの。ばっかじゃないの？」

「馬鹿とは何だ！　無礼者！」

「だってそうじゃん。女は子どもを産むしか能がないって言うんなら、男はその女に子どもを産ませること以外、何の能があるっていうのさ？」

「な、何って……」

　口くち籠ごもった少女だったが、すぐに胸を張って言い返した。

「女は本も読めない。計算もできない。社会を動かすような男の仕事は何も理解できないんだ。──そうとも。偉そうなことを言ってるが、おまえは法律論を読めるのか？」

「へええ、あんた、法律の本が読めたり計算ができたりすることを頭がいいって言うんだ？」

　それこそ馬鹿にしたような口調で笑い飛ばしたケイティだった。

「冗談じゃないね。そんなことで頭の良さが計れるもんか。だいたい男が馬鹿だなんてことは社会の一般常識だよ。人の話は聞かないし、ろくろく考えもせずに思いこみだけで突っ走るし、見栄だの面子だのつまらないことにこだわって事態をまずくすることなんかしょっちゅうだし、それを指摘しようものなら逆上して喚わめき散らすか、反対にいじけるかのどっちかだ。要するに形なりだけ大きくなっても幼稚で無責任で恥を知らない、ただの子どもだってことさ。あの連中が女の半分でも頭を使ってくれたらどれだけ世の中ましになるかわからないよ」

「そこまで決めつけるのも気の毒よ。ちゃんとした男の人だって中にはいるんだから」

　ベラフォードが他人ひと事ごとのような口調で同性（？）を弁護したが、ケイティは容赦しなかった。

「そのくらい男の頭は単純で、扱いやすいけどね。あんたはその点、確かに男の子みたいだよ。それもおっそろしく頭の悪い男の子だ。──この子のお父さんにそっくりだよ」

　視線を向けられた少年フェルナンドは恥ずかしそうに俯うつむいている。

　用心棒たちの口から少年の父親の様子を聞いて、キャサリンは呆あきれ返った。

　変な話だと思った。少年フェルナンドは叔お父じにあたるアンネウス二世によく似て礼儀正しく、少女のフェルナンドは伯お父じにあたる犬いぬ鷲わし城じようの馬鹿さまにそっくりの暴君とは。

　そう、考えてみれば、この二人はコルテス家の家系を辿たどれば又また従兄弟いとこという関係になるが、王家の家系を辿ればもっと血が近い。親同士が兄弟の従兄弟いとこ同士なのである。

「同じルシウス一世の血を受けたお子さまだというのに、アンネウス二世殿下とその若様との違いはいったい何なのかしら？」

　キャサリンが思わず呟つぶやくと、イサベルがさもありなんと頷うなずいた。

「あの人たちが頼みとするのは自分が国王の血を受けているという一事のみです。そんなもの、今となっては何の値打ちもないというのに……」

　恐らく、自分の家にもいる若様のことを連想しているのだろう。

　ケイティはさらに鋭い眼で少女を見据えて言った。

「あんたも今のうちに覚えておくんだね。もし仮に男が女より優れている部分があるとしたら、力が強いってことだけさ。少なくともあんたたち無形種はそうだよ。だから男は女の代わりに敵と戦って、せっせと働いて女と子どもを養うのさ。それ以外、何の役にも立たない生き物だ。あたしら《猫》なら子どもは男親と女親が協力して育てるけど、野生の猫に至っては子育てに雄の力も借りやしない。雄はただの種付け役に過ぎない。だから雄を選ぶのだって雌のほうさ。そんなものを何でそこまでありがたがって拝まなきゃならないのか、理解に苦しむね」

「ケイティさん、それもちょっと極端すぎるご意見ですわよ」

　キャサリンがたしなめると、ニーナも賛成した。

「わたしの経験から言いますと、世の中には確かに馬鹿な女の人もいますが、頭のいい立派な女性も大勢いらっしゃいます。男の人だって同じことですよ。旦だん那なさまのような本当の紳士もいらっしゃいますが、中には同じ男の人から『あいつはどうしようもない』と言われてしまう殿方だっているものですよ」

「だからさ、女の中の馬鹿な女より、男の中の馬鹿な男のほうが遥はるかに比率が高いんだって」

　ケイティがどこまでも容赦のない指摘をすれば、イサベルが微笑して少女のフェルナンドに話しかけた。

「あなたは逆のことを教わって育ったのでしょうね。女は男のためだけに存在しているのだと。女は自分では何も決められない、男の手を借りなくては何もできないものだと。でも、それは間違いです。あなたが知らないだけで、エルディアには政治の世界で働く女性も法曹界で働く女性も大勢います」

「イサベル自身、ウォルドマン大使の第二秘書を務めていらっしゃいますものね」

　キャサリンは笑って、口調をあらためて問いかけた。

「予定外になってしまいましたが、カタリナにこの少年のことも頼めますでしょうか？」

　イサベルはちょっと口籠もった。

「彼女は勇気のある人ですから、大丈夫と言いたいところですが……。さっきも言ったように、こればかりはわたしの一存でお答えするわけにはいかないことですわ」

「もっともですわ。わたしも一緒に行ってお願いしてみます」




　翌日、キャサリンはイサベルと二人で、屋根のない馬車で薔ば薇ら屋敷へ向かった。

　わざわざ屋根のない馬車を選んだのは用心棒たちと同じ理由である。自分たちの他には誰も乗っていないと示すためだ。

　スパーダのマリアは（今後はカタリナと呼び名をあらためるが）コルテス家の少女が来ると思っていたところ、キャサリンとイサベルが連れ立ってきたので不思議に思ったらしい。

　カタリナが昨日、イサベルから聞かされたのは、コルテス家が少女のフェルナンドを少年と偽って届け出たというところまでだ。

　キャサリンの口から、コルテス家はさらにその少女の身代わりの少年を密ひそかに確保しており、用済みになったら処分する予定だったと聞かされて、カタリナはさすがに顔色を失った。

「コルテス公は、そこまで……」

　茫ぼう然ぜんと呟くのがやっとの有様だったが、青ざめた顔に徐々に血の色が戻ってくる。

　彼女もまた人生の荒波に揉もまれてきた人だ。

　声を震わせながらも気丈に頷いた。

「その二人をしばらくお預かりすることは何でもありません。小さな家ですが、そのくらいの用意はあります。──ですけど、これからどうなさるおつもりです？」

　尋ねられたキャサリンは率直に答えた。

「正直なところ、わたしにもわかりません。ですけど、犬鷲城から少年を連れ出したことで、コルテス家は必ず動きを見せるはずです。強いて言うなら、今は向こうの出方待ちですわ」

　何ともはや、恐ろしい意見である。

　絶句する二人に、キャサリンはきっぱりと言った。

「わたしは何の力もないただの娘ですが、コルテス家のやろうとしていることは間違っている。そのくらいはわかります。この間違いをどう正せばいいか、わたしにいったい何ができるのか、不安がないと言ったら噓になりますが、何もしないでいるよりはたとえ悪あがきでもいいから行動したほうが遥かにましです」

　イサベルもカタリナもずっと年下の少女であるキャサリンをまじまじと見つめていた。

　カタリナが感嘆の吐息を洩もらして言う。

「バナディスの少女はみんなキャサリンのように凜り々りしいのでしょうか……」

「わたしたちも見習わなくてはいけませんね」

　ニーナが聞いたら、お嬢さまを平均的なバナディス少女と同列に並べることはできませんと言っただろうし、何より見習わなくていいですと悲鳴を上げただろう。

　だが、言いたいこともろくに言えず、正しいと信じたことを実行することも許されなかった彼女たちには、キャサリンのこうした強さは非常に眩まぶしく見えるらしい。

「その少年のお身内は？　お母さまはご健在ですか？」

「いえ、フェルナンドを産んですぐに亡くなられたそうです」

　イーヴァが殺された疑いがあるということは、二人にはまだ黙っているつもりだった。

　第一、証拠がない。

「お父さまは？　犬鷲城には殿下の兄に当たるお父さまがいらっしゃるはずです。その少年はお父さまと一緒に暮らしていたのではないのですか」

　キャサリンは何とも苦い顔で答えた。

「同じ城の中にいたのは確かですが、あれを一緒に暮らしていたとは言えないと思います」

　少年フェルナンドはずっと塔の一室で、乳母に育てられていたという。

　物心ついてからは男の家庭教師に教わっていたが、一度も父親に会うことはなかった。

　コルテス家の本宅へ行って身代わりを務めることが決まった、つい先日のことだ。

　少年は初めて同じ城内に住む父親の前に通されたのだという。

　本宅のフェルナンドが次期皇太子に選ばれたと聞いて、少年にはずっと無関心だった若様が、初めて子どもの顔を見たいと言い出したらしい。

　父も母も少年にとっては書物の中でしか知らないものだった。両親とはどんなものだろうと想像することしかできなかった。

　母親が自分を産んですぐ死んだことは家庭教師の口から聞かされていたが、父親は南の塔に暮らしているということも聞かされていた。

　それでいながら、少年が十二歳になるまで一度も会おうとしなかった父である。

　恐らく、自分に対してあまり関心がないのだろうと察してはいたが、それでも、実の父親と生まれて初めて対面するのだ。

　緊張と淡い期待を抱いていたところ、少年と会った時の若様の第一声は、

「思い上がるなよ」

　というものだったという。

「身の程をわきまえることだ。そちは年齢故ゆえにこの役目を言いつけられたのだぞ。本家の役に立ったからといってうぬぼれるなよ。おまえなど卑しい村娘の子に過ぎないのだからな」

　冷たさを通り越して憎悪さえ感じさせる父親の言葉と視線に少年は驚いた。

　深く傷ついたが、同時に痛烈な恥ずかしさと、それ以上の哀れみを父に感じたという。

　皇太子候補として生まれ育った父はその選から洩れたことを屈辱に思い、コルテス家の役に立てなかったことに強い劣等感を感じている。

　十二歳とは思えないほど賢い少年は、そんなふうに屈折した父親の心理を敏感に察したが、わかるからといって平気でいられるかと言えば、それはまた別の話だ。

　乳母もさすがに少年を哀れに思ったらしく、慰めの言葉を掛けてくれたという。

　しかし、それも『お父上はご自分の不遇を嘆いていらっしゃるのです。そのご無念を察して、お父上の分まで働かなくてはいけませんよ』と諭したというのだから、用心棒たちはとことん呆あきれて鼻で笑った。

　キャサリンにとっても、若様のその態度は理解の範はん疇ちゆうを遥はるかに越えるものだった。

　顔をしかめて呟つぶやいた。

「何のためにわざわざあなたを呼びつけてそんなことを言ったのかしら？」

「恐らく、父は本来ならそれは自分の役目であったと、ぼくに示したかったのだと思います」

　少年はやはり淡々と語ったが、これまたキャサリンには到底認められない理屈である。

　苦い眼で少女を見やって言った。

「その若様は確かにあなたにそっくりね。肉親である息子やお母さまを愛することもできない。侮辱する言葉しか言えない。自分のことしか考えず、人に感謝することも知らない」

　フェリーシアという新しい名前をつけられた少女は気まずそうに眼をそらしていた。

　この少女にもさすがに若様の様子は『みっともない』と感じられたらしい。

　しかし、だからといってどうすればいいのか、この少女は誰にも一度も教わっていないのだ。

　キャサリンの話を聞いたカタリナは真面目な顔で頷うなずいた。

「ぜひ、その二人を連れてきてください。わたしでよければできる限りのことを致します」

「よろしくお願い致します」

　細かいことを打ち合わせて、キャサリンはイサベルと一緒にリベラ・ホテルに戻った。

　それから数時間後──。

　地平線に夕陽が沈み、ミロの空を染めていた残照もようやく消えようとする頃、用心棒たち三人がホテルの玄関に現れたのである。

　見送りに出てきたキャサリンに、ベラフォードとケイティがわざと大きな声で挨あい拶さつしている。

「すっかりお世話になっちゃったわね、お嬢さま」

「ほんと。助かったよ。何しろこっちには人の十倍食べるのがいるからね」

　キャサリンもまた少しばかり大げさに別れを強調した。

「とんでもない。皆さんがもう行ってしまわれるなんて本当に残念ですわ。遠慮なさらないでもう少しいてくださればよろしいのに」

「お嬢さまの気持ちはありがたく頂ちよう戴だいするけど、そういうわけにもいかないのよ」

「あたしらにも自分の仕事があるからね」

　二人の言い分にキャサリンも物わかりよく笑顔で頷いている。

「お名残惜しいですけど、仕方ありませんわね。──皆さん、お身体に気をつけて」

　常に礼儀正しいドア・マンが、一人黙っているダムーに丁重に話しかけた。

「お客さま。ご出発でしたら、馬車のご用意を致しましょうか？」

「いらねえよ。今借りてったら、次にいつ返しに来られるかわかんねえからな」

「そうそう。あたしらには自前の足があるからね」

「それで充分よ。──じゃあね、お嬢さま」

　三人はキャサリンに手を振ると、悠然と歩いてホテルから去っていった。

　キャサリンは彼らの背中が見えなくなるまで見送ってから、ホテルの中に戻ったのである。
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　灯あかりの入ったコルテス家の本宅では大変な騒ぎが起きていた。

　犬いぬ鷲わし城じようから子どもがいなくなったという知らせがもたらされたのである。

　こんな重大な報告を召使いに任せるわけにもいかず、犬鷲城の城代が自らミロに駆けつけてアロンソの前で平身低頭している。

　今朝、乳母が起こしに行った時はもう姿が見えなかったと聞かされて、アロンソは激怒した。

　血相を変えて城代を叱りつけた。

「馬鹿者！　今までいったい何をしていた！　なぜもっと早く知らせに来ないのだ！」

「申し訳ありません！　最初は、あの子どもが何か悪ふざけをしたのだろうと思ったのです。──と申しますのも塔の入口には間違いなく錠が下りていましたので……」

　この城代は、昨夜、南の塔の若様に呼びつけられていた中年の男だった。

　弁明に努めながらも、激しい緊張と恐怖のせいで、びっしょりと汗を搔かいている。

「ご承知のように北の塔は日没と同時に外から錠を下ろします。内側からは決して開きません。昨夜も間違いなく錠を掛けましたし、今朝解錠するまでそのままになっていたのです」

　ところが、今朝、城代が塔の中へ入ると、そこには周章狼ろう狽ばいした乳母が待ちかまえていて、子どもが部屋にいない、寝た様子もないと言い立てたというのだ。

「あれは並なみ優すぐれて頭のいい子どもですから、部屋の鍵かぎを開けるくらいはやってのけるだろうと──北の塔のどこかに隠れているのだろうと考えたのです」

　しかし、昼過ぎにはこの仮説は完全に否定された。

　もともとそう大きな塔ではない。子どもが隠れていれば見つけられないはずはない。

　城代は一いち縷るの望みを託して城内をくまなく捜索するように命じた。

　若様の部屋はもちろんのこと、二重城壁の間に建っている厩うまやや物置まで探したが、子どもの姿は発見できなかった。

　どんなに信じられないことでも、あり得ないことでも、あの子どもは城内にはいないのだと結論せざるを得なくなったというのである。

　だが、この結論はアロンソには到底納得できないものだった。

　さらに声を荒らげて叫んだ。

「馬鹿も休み休み言え！　十二の子どもがあの犬鷲城からどうやって抜け出せるというのだ！　空でも飛ばぬ限り不可能なことではないか！」

「そ、そのことなのでございます。アロンソさま。村の者が申しますには……」

　城代が汗だくになって説明している最中に、コルテス公爵が王宮から帰宅した。

　アロンソはただちに主人の下へすっ飛んでいって、ことの次第を告げたのである。

　コルテス公爵はアロンソのように騒ぎ立てはしなかったが、この報告が信じられないものであったのは間違いない。

　片方の眉まゆをぴくりと吊つり上げると、苛いら立だちもあらわに、先程のアロンソと同じ言葉を発した。

「血迷うたか。子ども一人があの犬鷲城からどうやって抜け出せるというのだ」

「はっ！　しかし、現実に子どもの姿は城内のどこにも見あたらぬそうでございます……」

　ここに至って、アロンソもじっとりと冷や汗を搔いている。

　あの子どもはまさにコルテス家の切り札だった。

　アロンソが今さら申し立てなくても、その子どもを失う痛手を、コルテス公爵はひしひしと感じているはずだった。

「本当に子どもの姿が消えたのならば、城内に手引きをする者がいたことになる」

「それが、殿。実は……」

　城内の大捜索が無駄に終わったと判明した後、城代は村人を一カ所に呼び集めて問い質ただした。

　もちろん、城内から子どもがいなくなったなどとは口が裂けても言わない。

　昨夜、徒党を組んで犬鷲城に忍び込もうとした賊がいる。許せぬ所行である。おまえたちは怪しい者の姿を見なかったかと問いかけたのだ。

　村人たちはひたすら困惑した様子で顔を見合わせていた。

　あの犬鷲城に忍び込むなど、どう考えても不可能なことだ。

　そのくらい、城側のほうがよく知っているはずである。もっと悠然と構えているはずなのにこんなに騒ぎ立てるのは変だという疑惑の眼まな差ざしを城代に向けている。

　そこで城代はことさらそっくりかえって言ったという。

「犬鷲城は賊の潜入などを許すものではないが、そんな不届き者を見逃すわけにはいかんのだ。何より、城に歯が立たなかった賊は腹いせに村を焼き討ちしたかもしれんのだぞ」

　これが効いた。村人たちはざわりとどよめいた。

　彼らにとっても、俄が然ぜん、他人ひと事ごとではなくなったのだ。

「昨夜、何か気づいたことがあれば率直に申せ。話によっては褒美を取らせてやる」

　城代があくまで余裕を持たせて言うと、ざわついていた村人の中から農夫が一人、進み出た。

　自信のなさそうな顔つきでその農夫が言うには、昨夜、廁かわやに立った時、恐ろしく大きな鳥の羽ばたきを聞いたのだという。

　しかも、その羽ばたきの間に、

「子どもの声を聞いたような気がするんで……」

　と言うものだから城代は血相を変えた。

　問いつめようとしたが、その場にいた村人たちはいっせいに農夫の言葉を笑い飛ばした。

「こいつ、また寝ぼけやがって」

「夢でも見たんだろう。褒美ほしさに適当なことを言いやがる」

「ちょっとは寝酒を控えるんだな。そうすりゃ夜中に鳥も飛ばなくなるさ」

　そこまで言われると、農夫としても自信はないらしい。

　曖あい昧まいに笑って頭を搔かいている。

　城代は逸はやる心を抑えながら、もっと詳しく話せと迫ったが、農夫は困惑顔で首を振った。

「詳しくって言われても、ほんの一瞬のことだったもんで……」

　こんな戯ざれ言ごとにどうして城代がそこまで必死になるのかと不思議に思っている顔つきだった。

　それは他の村人たちも同様である。訝いぶかしそうな眼で城代を見つめている。

　子どもを摑つかんで空を飛ぶ鳥の話など、どう考えても夢物語だ。

　それ以上、問い質すことはできなかったと、城代は苦渋の面持ちでアロンソに語った。

　それよりは、この農夫の話を早く知らせなくてはと思って駆けつけてきたと言うのである。

　この情報はアロンソにとっても、コルテス公爵にとっても、まことに意外なものであったと言わざるを得ない。

　コルテス公爵は半信半疑の口調で問い返した。

「子どもを盗んだのは異種人類の仕業だと申すのか？」

「信じられぬことではありますが……確かに、あの連中ならば翼を持っております。子どもを抱えて空を飛ぶことも不可能ではないかと思われますが……」

「異種人類が何故、あの子どもを城から盗み出したりするのだ？」

　それを言われると、アロンソも言葉に詰まらざるを得ない。

「そこまでは、わかりかねますが……」

　苦しまぎれに答えると、コルテス公爵は傍はた目めにも厳しい顔で押し黙った。

　昔から仕えているアロンソには、主あるじがめまぐるしく思考を走らせているのがよくわかった。

　コルテス公爵は既に起こってしまったことを騒いでも無益であると結論づけたらしい。

「問題は、子どもが何故いなくなったかではない。あの子どもが今どこにいるかだ」

「ご、もっともで……」

「母親の実家は当たらせたのだろうな？」

「無論のことでございます」

　だからといって、まさか正面から『おまえたちの孫が来ただろう』とは言えるはずもない。

　何しろ、生まれた直後に死んだことになっている子どもなのだ。

　城代は密ひそかにカレラス家に見張りをつけたが、今までのところ、カレラス家の人々の様子は普段と何ら変わりはなく、子どもが立ち寄った形跡は皆無だという。

「むう……」

　公爵は低く唸うなった。

　憂慮すべき事態だった。

　皇太子の即位はほぼ決定事項となり、今は具体的な日程を詰める作業に入っている。

　エルディアの法律では皇太子を国王たらしめるためには即位式と戴たい冠かん式しきが必要である。

　どちらも国内の主な臣下がずらりと集う盛大な儀式だが、今回、皇太子は臣下の出席は避け、即位式も戴冠式も必要な神官の立ち会いのみで行う考えらしい。

　近年にない簡素な式典になるのは間違いないとしても、即位は即位だ。

　その瞬間、現在は空位であるエルディア国王が誕生する。

　その前に、非公式にでもいいからフェルナンドに謁えつ見けんして皇太子宣下を行ってもらいたいと、コルテス公爵は熱心にアンネウス二世に陳情しているのだが、実を言うと、アンネウス二世はこの要望にあまり乗り気ではない。

　それどころか難色を示しているという。

「即位する前のわたしが皇太子の身分のままフェルナンドを自分の後継者と認めても、それは宣下とは言えない。そもそも宣下とは国王によって行われるものではないか」

　というのがその理由である。

　アンネウス二世はその意味でも、即位を先にすべきと訴えている。

　こう言われてしまうと、コルテス公爵としてもその意向をかしこまって承らざるを得ない。

　国王による『フェルナンド・ミゲル・コルテスを身の後継者と定める』という宣せん旨じが下れば、すぐさま王宮から教育係が派遣されてくる。

　この教育係は、偏った知識を植えつけるばかりだった今までの家庭教師とはわけが違う。

　国内外から優れた人物が選ばれ、次期国王となった少年の人格や見識を徹底的に磨きあげるために、いわば真の帝王教育を授けるためにやってくる。

　犬いぬ鷲わし城じようの子どもはその教育に充分対応できるはずだった。

　この屋敷で育った甘やかされ放題の『おぼっちゃま』とは違って、あの子どもには最初から次期国王にふさわしい教育を施してある。王宮から派遣される教育係を充分に唸らせるだけの素養も身につけさせてある。

　新しい教育係には恐らくアンネウス二世の信頼厚いエリオット卿きようも選任されてくるだろうが、犬鷲城の子どもならエリオット卿や他の教育係の絶賛を浴びるのは間違いなかった。

　このエルディアにも切れ者として知られているエリオット卿である。少年と直じかに接すれば、その少年がどの程度の器量か、どれだけその将来に期待が持てるか、的確に判断して新国王に報告を──コルテス家にとって非常に都合のいい報告をしてくれただろう。

　しかし、現在、コルテス家の手元に残されている『フェルナンド』はといえば、薬で正常な思考能力を奪われた文字どおりの操り人形だ。真の帝王教育になどついていけるわけはないが、コルテス公爵はその可能性をあえて口にした。

「薬を抜いて、あの子どもを使うわけにはいかぬか？」

「恐れながら……殿。あの子どもは正気の時は知能が低く、とてもおぼっちゃまの身代わりが務まるようなものではないと、楡にれの木屋敷から報告を受けております。正気に戻したところで、自らの置かれた状況が理解できるとは思えませぬ」

「確かか？」

「楡の木屋敷の報告では、最初におぼっちゃまの身代わりを持ちかけた時もまったく話が通じなかったというのです。恐らく、泣き喚わめくばかりで役には立ちますまい」

「むう……」

　再び忌いま々いましげに唸った公爵は長い沈黙に入った。

　自室に戻り、いつものようにアロンソに手伝わせて部屋着に着替え、愛用の椅子に座るまで公爵はいっさい無言だった。

　アロンソは主人が思索の邪魔をされることを嫌うのをよく知っている。

　その間、冷や汗を浮かべた顔を伏せ、じっとしていることしかできなかったが、意を決して『いかがなさいます？』と問いかけようとした時だ。

　公爵がゆっくりと口を開いたのである。

「あの娘を連れ戻せ」

「は？」

「ウィンスロウの娘にかくまわれてリベラ・ホテルにいるあの娘を、即刻、連れ戻すのだ」

「殿！　それは──！」

　主人の言わんとすることを察して、アロンソは絶句した。

　自分たちは今まさにその娘を殺そうとしているのではないか。

　しかも、アロンソはつい先日、その娘に門前払いを食わせているのだ。

　おまえは女の子ではないかと。

　女の子のおまえが当家のおぼっちゃまであるはずがないと。

　今さら呼び戻そうとしたところで、氷のように投げつけられた冷ややかな言葉を、あの娘が忘れているはずがない。

　アロンソのそうした心境とは裏腹に、コルテス公爵は恐ろしい声で断言した。

「一時しのぎではあるがな。犬鷲城の子どもが使えぬとあっては是非もない。そのように取り計らえ。たとえどんな手段を使っても、当家に正気のフェルナンドがおらぬという事態だけは断じて避けねばならぬのだ」

「し、しかし……、今さら迎えに行ったところで、はたしてあの娘が何と申しますか……」

「これまでと同じように適当な口実を聞かせて黙らせればよい」

「いえ、いかに殿の仰せとは申せ、こればかりは……」

　青ざめた顔色ながら、それだけは難しいと必死に訴えたアロンソだが、公爵は苛いら立だたしげに舌打ちした。

「あれはまだ子どもだ。世間のことは何もわからぬように育てた子どもなのだぞ。どうとでも言いくるめられる。それとも、そちはその程度のこともできぬと申すか」

　なるほどこの屋敷にいたフェルナンドならそうかもしれない。

　アロンソに門前払いを食わせられた時も、裏切られた怒りや悲しみを感じているというより、衝撃のあまり茫ぼう然ぜん自失の体だった。何を言われたのかまったく理解していない顔だった。

　それも当然である。あの娘は自分の身の回りで起きていることに疑問を抱く習慣もなければ自分一人で物事を考えて矛盾点を追及するという習慣もない。

　そんなことは一度も教えていない。

　だから、あの娘一人ならコルテス公爵の言うとおり、何とかなったかもしれない。

　しかし、キャサリン・ウィンスロウはそう簡単に言いくるめられる相手ではないのだ。

　突破しなければならない砦とりでの厳しさをひしひしと感じたアロンソだが、もちろん主人である公爵にそんなことは言えなかった。




　夕食後、自分の前に現れたアロンソを、キャサリンは呆あきれ果てた眼で見つめていた。

　しかも、あの娘を迎えに参りましたと言われた日には『どの面つら下げて』と言わずにいられた自分に思わず感心したくらいだ。

（ニーナが何と言おうとわたしは淑女ですもの。そんな言葉は避けなくてはいけないわ）

　キャサリンが自画自賛しているとも知らず、アロンソはひたすら平身低頭している。

「あの娘は……詳しいことは申せませぬが、当家にゆかりの者ではないかと思われますので。ぜひとも、お引き渡し願いたいのです」

「そうですか。それは残念でした。フェリーシアならもうここにはいません」

「フェリーシア……？」

「そうです。あの少女の名前です。ゆかりの者と言いながら名前もご存じないのですか？」

「いえ、それは……」

「お宅のおぼっちゃまだと思ったものですから、わたしは道をふらふら歩いていたあの少女を保護してここへ連れてきました。入浴をさせて、着替えを与え、食事も寝床も与えましたのに、わたしに礼も言わず、行き先も告げずに出て行ってしまったのです。まったく失礼な話です。そういう恩知らずなところは確かにお宅のフェルナンドおぼっちゃまそっくりですわ」

　キャサリンはわざと眉まゆを吊つり上げ、語気を荒らげて、少女の理不尽な態度に立腹しているという姿勢を貫いていた。

　今までのアロンソならこれで引き下がったところだが、今回ばかりはそれはできない。

　ただちに娘を連れ戻せという主人の厳命を受けているのだ。

　ここへ来る前、アロンソはホテルを見張らせていた手先を呼びつけて話を聞いた。

　その手先というのは、実はダムーたちが沼の森で遭遇した四人組である。

　当然、彼らは少女のフェルナンドの顔を知っている。

　玄関に二人、裏口に二人が張りついていたが、四人とも少女がホテルを出て行ったところは見ていないと断言した。

　となれば、少女はまだこのホテルにいるはずである。

　すなわちキャサリンが噓を言っていることになる。

　アロンソはその事実に力を得て、あくまで丁重にではあるが、明らかに圧力を掛ける口調でやんわりと言い出したのだ。

「それでは、キャサリンさま。まことに失礼ではありますが、念のため、お部屋を拝見させていただけませんでしょうか？」

　キャサリンの眉が演技ではなく撥はね上がった。

「ずいぶんと常軌を逸したお申し出ですね」

「わかっております。無礼は平にお詫わび申し上げます。しかし、あの娘がどこへ行ったのか、その手がかりなりと摑つかまなくてはなりませんので……何とぞ、お願い申し上げます」

　拒否するようなら、それこそコルテス家の威光を盾になりふり構わず押し入るつもりだったアロンソだが、キャサリンは鷹おう揚ように頷うなずいたのである。

「わかりました。そういうことでしたらどうぞ、気のすむまで探してくださいな」

　キャサリンの部屋はリベラ・ホテルの中でも最高級の一室である。

　ゆったりした居間と寝室、召使い用の部屋もあり、浴室も独立している。

　しかし、どんなに広いといっても、人ひとりを隠しておけるほどの余裕はない。

　アロンソは部下とともに部屋に入り込み、寝室や浴室、ニーナの部屋の戸棚や衣類掛けまで覗のぞき込んだが、そのどこにも少女の姿は発見できなかった。

　焦るアロンソにキャサリンは悠然と言った。

「よろしければもう一部屋のほうもお調べになります？」

　アロンソは眼の色を変えた。

「もう一部屋？　このホテルに取っておられる!?」

「ええ。お友達が訪ねてくるかもしれないという連絡があったものですから、その方の名前で念のために取ったのです。今はまだ無人ですけど」

　もちろん、本当はニーナを避難させるために取った部屋である。

　こんなことを自分から言い出したのにはわけがある。ホテル側の守秘義務と、コルテス家の権力を秤はかりに掛けた場合、ホテル側がその権力に抗しきるのは難しいだろうと思ったのだ。

　アロンソに問いつめられれば、ホテル側は、こちらの部屋もミス・ウィンスロウがお取りになっているのですと言わざるを得なくなるだろう。

　そのくらいなら自分から話してしまったほうがいい。

　キャサリンのそうした配慮と判断を察して、アロンソの後ろに控えていたホテルの支配人が、そっと目礼して感謝を示してきた。

　アロンソは無論そんなことには気づかず、勢い込んでその部屋に向かったが、キャサリンが言ったとおり、そこには誰もいない。

　居間も寝室もきちんと片づいて、使った跡もない。

「これで気がすみましたかしら？」

　キャサリンの口調も怒りを感じているというより、呆あきれと軽けい蔑べつの色が強かった。

「ははっ！　まことにもって、大変申し訳ないことを……」

　アロンソはひたすら冷や汗を搔かきながら頭を下げた。

　それしかできなかったのだが、彼はここでようやく重要なことを思い出していた。

　先日の夜、キャサリンはフェルナンドを伴ってコルテス家までやってきた。

　ただし、少女と二人で来たわけではない。

　その場にはもう一人、アロンソが顔を知っている人間がいたのである。

「ところで……」

　上目遣いにキャサリンの顔色を窺うかがいながらアロンソは問いかけた。

「先日の晩、娘と一緒にいた若者は、キャサリンさまのお知り合いですかな？」

「もちろんですわ。わたしの親しいお友だちです」

「ほほう……。それはちと面めん妖ようなお話ですな。あの者は確か、日雇いの護衛などを引き受けて暮らしている者だと思いましたが……」

「ええ、そうです。それがあの人のお仕事ですわ。──それが何か？」

　良家の子女の関わるような者ではないとアロンソは言いたかったのだろうが、そんなことでびくつくキャサリンではない。

　まっすぐ見つめてくる視線に怯ひるんだのはアロンソのほうだったが、主人の命令を思い出して、苦しまぎれに問いかけた。

「あの者は今も、こちらに？」

「いいえ。次の仕事があると言って発たっていかれました。つい先程のことですわ。あなたとはほんの一足違いでした」

　キャサリンは平然と答えた。

　ホテルの受付に聞いてもドア・マンに聞いても、キャサリンの言葉が事実に違いないことを証言してくれるだろう。

「他に御用がなければお引き取りくださいな。これから休むところですの」

「は……。まことに、お騒がせ致しました」

　アロンソは這ほう々ほうの体でリベラ・ホテルから引きあげたのである。
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　ミロの町はずれに、こぢんまりとした古い教会が建っている。

　礼拝時以外は閑散とした場所だが、寂れているわけではない。付近の住民が手の空いた時に交代で掃除にやってくるから、建物の外も中もこざっぱりと清潔である。

　教会の屋根には燦さん々さんと陽が当たり、遠くには子どもの遊ぶ声が聞こえ、近くの草原では羊がのんびりと草をはんでいる。

　その教会を見下ろす丘の上に男が四人、集まっている。

　みんな揃ってフランネルのシャツに厚手のズボン、羊毛でつくった帽子という、牧草地には珍しくない牧カウ童ボーイのような格好だったが、四人の人相や気配はどうも牧歌的とは言いがたい。

　木を背もたれに腰を下ろしている者、帽子を日除よけに寝そべっている者、さまざまだったが、そこにもう一人、男が現れた。

　急ぐ様子のない足取りで四人の元までやって来ると、手にしたものを無造作に投げ出した。

「今度はこれの臭いを追えと言って来たぞ」

　それは白いブラウスだった。見るからに子ども用だ。

　草の上に寝そべっていた男がちらりと眼をやって、帽子を直しながら言う。

「呆あきれたもんだ。こっちを《狼おおかみ》か何かと勘違いしているんじゃないのか」

　別の一人が物憂げな口調で言う。

「それで？　子どもの行方はわからないままか？」

「少なくとも、かくまわれたはずのホテルにいないのは確からしい」

　ブラウスを持ってきた男が腰を下ろして答えると、木を背もたれにしていた男が馬鹿にしたように笑った。

「まんまと逃げられたか……。夜目も利かない無形種なんぞに見張らせるからだ」

「その無形種どもの話によると、混血連中もホテルを出て行ったという」

「つまり、混血連中が子どもを逃がしたのは間違いないわけだな」

　寝そべっている男が独り言のような感想を洩もらすと、今まで黙っていた一人が舌打ちして、ブラウスを持ってきた男に眼をやった。

「目障りだな。その混血連中。──なんだって楡にれの木屋敷で片づけておかなかった？」

　責められた男は苛いら立だたしげに肩をすくめた。

「面倒だろうが。片づけたところで一文にもならない」

　木を背もたれにしている男も首を振った。

「第一、片づけるとしてもそう簡単にはいかない。混血には違いないが、ただの混血じゃない。うち一人は《虎とら縞じま》の子のはずだ」

　男たちの間にざわりとどよめきが走った。

　彼らの間では《虎縞》のロヴの名前はよく知られていた。

　彼らも直接会ったことはないが、混血の身で形態変化を可能にした最初の世代の一人であり、純血の《虎》より遥はるかに大きく、美しく、強い虎へ変化するという。

　それだけならまだしも持久力もある。純血の《虎》にはあり得ないことだが、その巨体にも拘かかわらず実によく走る。

　純血の《馬》と駆け比べをして勝ってしまったという信じられない逸話は有名だ。

　その子どもの《ごちゃまぜ》に至っては、たった一人で獅し子しの群を撃退したという話もある。

　五人はちょっと押し黙ったが、一人が低く唸うなった。

「化けるあいのこは珍しいからな。あくまで噂は噂だ」

　割り引いて考えるべきだと言いたいらしい。

　別の一人も物騒な気配を漂わせながら、仲間の意見に同意した。

「相手が誰であれ、こっちは五人だぞ。邪魔をするなら蹴け散ちらすまでだ」

　ブラウスを持ってきた男が首を振った。

「いや、子どもがどこにいるかは見当がついている」

「本当か？」

「見張りの無形種が言っていたそうだ。昨日の昼、子どもをかくまっていたバナディスの娘が馬車で出かけていったと。戻ってきた御者を捕まえて話を聞いてみると、デル・サピオの薔ば薇ら屋敷まで往復したと言ったらしい。──ミロの郊外にある別荘ふうの屋敷で、女が二人だけで住んでいるそうだ」

　他の四人の男たちは声を揃えて低く笑った。

　ならば、子どもがどこにいるかは火を見るより明らかではないか。

「どこまでも間抜けだな。無形種の頭ではその程度のこともわからないのか？」

「一応、理由がある。その屋敷はスパーダ家の持ちもので、今もスパーダ家の娘が住んでいる。そんなところに、うちを追い出された子どもが逃げ込むはずはない、そんなことはあり得ない。──とコルテス家は思っているらしい」

　そうした人間たちの事情は彼らにはよくわからない。興味もない。

　寝そべっていた男が帽子を外して、教会のほうにちらりと眼をやった。

「──では、もう一ひと口くちのほうはどうする？」

　木にもたれかかっていた男が頷うなずいて言う。

「問題はそこだな。子どもを連れ戻すことによってコルテス家が払ってくれる金と、子どもを殺すことで向こうが払ってくれる金のどちらが多いかだ」

「金払いのいいほうの欲求を満たしてやればいいんだな？」

「そうだ。どちらに転んだところで損はしない」

　四人の眼が寝そべっていた男に集中する。

　仲間たちの視線に応こたえて、男はのそりと立ち上がった。

　帽子を被かぶり、ゆっくりした足取りで眼下に見える教会を目指した。

　日中のことで、教会の扉は開け放たれている。

　礼拝客は女一人だけだった。

　中年の女である。しゃれた身なりだが、貴族の服装ではない。

　この好天気に深々と帽子を被って顔を隠し、祭壇に向かって熱心に手を合わせている。

　男は逆に帽子を取って、その隣に慎つつましく腰を下ろした。

　周囲には誰もいないことを確認して、女が低い声で囁ささやいてくる。

「いつまで待たせるのです？　殿下のご即位はもう間近に迫っているのですよ」

　苛いら立だたしげな声だったが、男は悠然と言い返した。

「あんたはコルテスのフェルナンドを殺せと言った。だから、子どもの行方を捜すのに時間を取られた。──今コルテス家にいるフェルナンドは偽者だぞ」

　女は冷ややかに笑った。

「それは変ですね。あの屋敷にはわたしの手の者を潜ませてあるのです。そんなことがあれば、わたしの耳に入らないはずがありません」

「あんたの手飼いも屋敷にいるのが本物だと思い込んでいるのさ。コルテス家はあんたたちのような人間を警戒しているんだ。もしかしたら本物は安全なところに避難させて、屋敷にいる子どもをわざと殺させた後で、本物を出してくるつもりかもしれない」

「…………」

「信じる信じないはそっちの勝手だが、今コルテス家にいる子どもを殺したところで無駄だということだけは確かだぞ。後で必ず本物のフェルナンドが出てくる」

「…………」

「そうなったとしてもそれは俺の知ったことじゃない。あくまでもコルテス家にいる子どもを殺せというのならそうするが、あんたもあんたの雇い主もそれでは困るんじゃないのか？」

「…………」

「俺があんたに頼まれたのは『コルテスのフェルナンド』を殺すことだ。今コルテス家にいる子どもを殺すことでその条件を満たしたことになるとあんたが考えるなら、それでいい。俺は依頼された仕事を果たして、報酬を要求する。ただし、後になって、あれは人違いだったから金は払えないなどと言い出したら、その時は俺があんたとあんたの主人を殺すぞ」

　女は黙っていた。

　男の脅しに恐怖を感じた様子はない。

　むしろ、苛立ちと焦燥を強く感じさせる口調で言った。

「──わかりました。任せます。必ず殿下のご即位までにフェルナンドを亡き者にするのです。報酬は約束したとおり金貨で百枚」

「二百だ。ずいぶん手間暇が掛かっているからな。そのくらいでなくては割が合わない」

「……いいでしょう」

　女は忌いま々いましげに頷いた。

「ただし、もう一つ条件があります。前にも言いましたが、コルテスのフェルナンドは確かに死んだのだと世間に明らかにしなければなりません」

「……何を言いたいのか意味がわからん」

　男が正直な感想を述べると、女は冷ややかに笑って見せた。

「愚かな。わかりませんか？　コルテス家は本物のフェルナンドの死を隠し、あつかましくも偽者の少年を押し立ててくるかもしれないといっているのです」

「…………」

「コルテス公爵ならば、そのくらいのことはやりかねません。ですから、なるべく多くの人の耳目に触れるようにしてもらいたいのです」

　それはなかなか難しい注文だと男は思った。

　何故と言って、デル・サピオの薔薇屋敷とは郊外の静かな場所にあるという。

　屋敷に火を放って騒ぎを大きくするとしても、黒こげになった死体では本物かどうか判別が難しいが、男はそうした思惑をおくびにも出さなかった。

　平然と答えた。

「やってみよう」

「急ぐことです。ご即位までにすませなければ、報酬はおまえのものにはなりませんよ」

　手提げ鞄かばんを取って立ち去る際、女は鋭く釘くぎを刺してきた。

「せっかく闘技場にフェルナンドを出向かせたのに……あれこそ絶好の機会だったというのに。あのような失敗は二度と許しませんよ」

　男は答えなかった。
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　フェリーシアと名づけられた少女は何とも居心地が悪そうだった。

　もっとはっきり言えば、身の置き場がないような風情で顔を強こわばらせていた。

　マラカム家の人間の手引きでかくまわれた先がよりにもよってスパーダ家の屋敷とあっては、それも無理もない。

　少女にとってはどちらも仇きゆう敵てきの家であり、顔を合わせることなどあり得なかった相手なのだ。

　しかし、少年フェルナンドはここでも少女とはまったく違った反応を示した。

　笑顔で進み出ると、実に礼儀正しくカタリナに向かって一礼したのである。

「スパーダ家のご令嬢に御目にかかれて光栄に存じます。フェルナンド・ミゲル・コルテスと申します。この度はご迷惑をお掛け致しますが、よろしくお願い致します」

「カタリナで結構ですよ、フェルナンド。よくいらしてくださいました。自分の家だと思って、どうぞくつろいでくださいね」

　にっこり微笑み合う二人の傍そばで、キャサリンが黙っている少女をちょっとつついて促した。

　こういう時はどうするか教えたでしょうという意味だ。

　少女は顔を引きつらせながらも進み出ると、ぎくしゃくと頭を下げたのである。

「お……お世話に、なります」

「いいえ。お気遣いなく。どうぞゆっくりしてくださいな」

「……あ、ありがとう、ございます」

　引きつったような声と態度だったが、何とか言った少女だった。

　なまじ少年の物腰が水際立って優雅なだけに、少女の言動の不自然さはいやでも目立つが、カタリナはむしろ感心したようだった。

　なぜなら、スパーダ家も八はつ家けの一いちであり、次期皇太子候補の少年を出す家柄だからだ。

　ただし、今現在のスパーダ家に次期皇太子候補の少年はいない。

　他ならぬ『スパーダのマリア』であるカタリナに男の子が生まれなかったからだ。

　従って、カタリナが知っているのは一代前、アンネウス二世の異母兄にあたる少年である。

　カタリナにとってはやはり従兄弟いとこにあたる相手だった。

　今はもう少年とも言えない年だろうが、子どもの頃の従兄弟は周囲の大人たちにちやほやともてはやされ、わがまま放題に育てられていた。

　人を人とも思わず、もちろん人に感謝することも知らず、周りの人間など自分の言うことに黙って従う道具程度にしか考えていなかった。

　それを考えれば、どんなにぎこちなくても、促されたからだとしても、こうやって人に頭を下げられるだけでもたいしたものだ。

「ご立派ですよ。今のあなたの様子を見れば、お父さまもきっとお喜びになるでしょう」

　とたん少女はぱっと顔を上げた。

「本当か!?」

「フェリーシア。その言葉はいけません。尋ねるなら『本当ですか？』です」

　またもや苦しそうに喘あえいだ少女だったが、恨めしげな顔をしながらも口調を変えた。

「……本当ですか？」

「ええ、本当です。誰に対しても親切に、丁寧な態度で接すること。それは人として最低限の礼儀でもあります。あなたのお父さまはエルディアのすべての人の見本となるべき方ですもの。その方が礼儀を知らないのでは話になりますまい」

　大人の女性らしく微笑みながらやんわりと言って聞かせたカタリナだが、その微笑を消して真顔になった。

　痛ましそうな眼で少女を見つめて言った。

「……かわいそうに。あなたはずいぶん辛つらい毎日を送っていたのですね」

　キャサリンも同感だった。少年フェルナンドも、自分よりこの少女の置かれた境遇のほうが遥はるかにひどいと思っている顔だったが、ケイティがその深刻な雰囲気を笑い飛ばした。
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「気遣いは無用だよ。この子、自分のどこがかわいそうなのかもわかってないんだからさ」

　一見、薄情に聞こえる台詞せりふは実に端的に事実を指摘しており、少女を除く人々はいっせいにため息を吐いたのである。

　キャサリンも少年フェルナンドも、カタリナもイサベルも、キャサリンのメイドのニーナも、カタリナの小間使いのエレーナもだ。

　何故かここにはダムーとベラフォードの姿がない。

　ホテルを離れた後、二人はケイティとともに夜の闇に紛れて少年少女を屋上から連れ出すと、朝になるまで保護してから、子どもたちを薔ば薇ら屋敷まで送り届けたのである。

　ケイティはそのまま薔薇屋敷に残ったが、二人はすぐに出て行ったのだ。

　代わりに、朝食もそこそこに訪ねてきたキャサリンとイサベル、ニーナが加わって、現在の状況となっている。

　フェルナンドはそれが気になるようで、キャサリンに向かって心配そうに問いかけた。

「カタリナのご厚意には感謝しますが、いつまでもこちらにご厄介になるわけにもいきません。これからどうするかを考えなくてはいけないと思います」

　すると、カタリナが首を振った。

「いいえ。殿下のご即位まではここにいてください。あなた方のことを知っても今の殿下にはどうすることもできませんが、ご即位されて国王となれば話は別です」

「そうですとも。アンネウス二世殿下はあなたたちを見捨てるような方ではありません。ただ、今はまだその時ではないのよ」

　キャサリンも同意して、カタリナに向かって深々と頭を下げた。

「申し訳ありません。それまではご迷惑をお掛けします」

「とんでもない。前にも申し上げましたが、これはわたしたちエルディア人が解決しなければならない問題なのです。申し訳ないと言わなければならないのはこちらのほうです」

「ですけど、カタリナ。この二人をかくまっていることを外に知られるのは……」

　キャサリンにしては珍しく語尾を濁した。

　少年少女の前でははっきり言えなかったせいもある。それ以上に、言葉にしてしまうことに抵抗があったのだが、カタリナのほうが率直だった。真顔で頷うなずいた。

「わたしがコルテス公爵なら、夜盗の仕業に見せかけてわたしとエレーナを殺してでも、この少年を取り戻すでしょうね」

　ニーナが悲鳴を吞のみ込んだが、名指しされたエレーナはその危険にとっくに気づいていたに違いない。

　何とも言えない顔で沈黙したが、カタリナを見つめるエレーナの眼まな差ざしに恐怖はなかった。

　むしろ主人を気遣うような眼をしていた。

　キャサリンはエレーナの様子を確認しながら、素知らぬふりでカタリナに訊きいた。

「それではコルテス公爵はスパーダ家を敵に回すことになりますわ。それでもですか？」

「ええ。こんな野中の一軒家ですもの。コルテス公には簡単なことでしょう。それに……」

　カタリナは冷静な声で続けた。

「わたしに危害を加えたとしても、スパーダ家を刺激することにはなりません。今のわたしに何かあっても実家の父は何とも思わないでしょうから」

　エレーナがそっと吐息を洩もらした。

　主人の言葉が事実だと知っているが故の吐息だった。

　カタリナは硬い顔をしている少年少女を見つめて優しく微笑んだ。

「わたしもあなたたちと同じなのですよ。スパーダ家にとっては既に用済みの人間なのです」

　少年フェルナンドは痛ましさを表した眼を伏せたが、少女はこの言葉に猛然と反発した。

「違う！　ぼくは──」

　威勢はよかったものの、後の言葉が続かない。

　だからといってそれが事実であるとは断じて認められない。

　激しい葛かつ藤とうに苦しむ少女に、カタリナはゆっくりと首を振ってみせた。

「あなたは立派でした。学問でも武芸でも他の少年を凌しのぎ、殿下の跡を継ぐ次期皇太子として元老院に認められました。コルテス家が期待していた役割をあなたは見事に果たしたのです。──ですけど、それで終わり。予定通り次期皇太子の座を射止めれば、あなたはもういらない。『お召し替えの儀』も、王室から派遣されてくる教育係のお相手も、あなたには務まらない。だからコルテス公爵はあなたに代わるものとして、こちらのフェルナンドを用意したのです」

「噓だ!!」

　悲鳴を上げた少女に、カタリナは真顔で言ったのである。

「フェリーシア。まだわかりませんか？　あなたが女の子に生まれたことが悪いのではない。女の子のあなたを見ようとしなかったコルテス公爵が悪いのです」

　少女はぽかんとカタリナを見上げていた。

　大きな眼の端に涙が引っかかっているが、それにも気づかない様子だった。

「公爵が自分を捨てたりするはずがないとあなたは思っているのでしょうが、それも違います。コルテス公爵は最初から『あなた』など必要としていなかった。公爵が欲したのは次期皇太子候補としての条件を満たす少年だけだった。──あなたは少年ではないのに、女の子なのに、公爵は自分の求めるものとしてしか、あなたを扱おうとしなかったのです」

　奇くしくも少年フェルナンドと同じことを言ったカタリナに、少女は涙混じりの表情で憤然と食ってかかった。

「おまえなんかに……おまえなんかに何がわかる！」

「おまえはいけません。──他の誰よりよくわかりますとも。わたしも用済みになったとたん、実の父親に捨てられましたから」

「…………」

「あなたのお家うちのマリアもきっと同じでしょうね。男の子を産めなかったら、次期皇太子妃に選ばれなかったら、わたしのように田舎に追いやられるか修道院に入れられて終わりです」

　少女は口くち籠ごもって眼をそらした。

「それは……だって、それは仕方がない。マリアはそのためにいるんだから……」

「ならばあなたもそのためにいたのでしょう？　次期皇太子に選ばれるという目的のために。そしてあなたはその役目を果たしたのですから、捨てられてもおかしくはないはずです」

　少女はすっかりわからなくなってしまったようだった。

　実家のマリアについては、男の子を産めなかった時点で『お役やくご免めん』だとわかっているし、それで当然だと納得もしている。

　周囲の大人たちがそう話していたからだ。

　しかし、自分自身に関してはそこまで客観的に割り切れないらしい。

「わたしも、あなたも、あなたのお家のマリアも同じ。家のために生かされ、家のために働く道具でしかない。──ですけど、本当にそうでしょうか？」

「…………」

「誰がそんなことを決めたのですか？」

　そう言うカタリナの顔は意外なほど真剣だった。

　フェリーシアもそんなカタリナの顔を食い入るように見つめていたが、やはり声が出ない。

　代わりにケイティが呆あきれたように肩をすくめた。

「お貴族さまってのはほんと面倒くさいっていうか──馬鹿げたもんなんだね」

　キャサリンが苦い顔で首を振る。

「それを言うなら『エルディアの八はつ家けは』ですわ、ケイティさん。わたしも一応バナディスの貴族の娘ですけど、こんな非人道的な家風と一緒にされるのは迷惑です」

「そう？」

「そうです。父はわたしを愛してくれていますし、わたしが生まれたことを喜んでくれました。自分の役に立つものでなければいらない──愛そうともしないだなんて、どうかしてます」

　きっぱりとキャサリンは言った。

　カタリナはそんなキャサリンに寂しそうに微笑んで見せたのである。

「本当にそうですね。ですけど、キャサリンの言うことが正しいのだとわたしが理解したのは、王宮を辞してずいぶん経たってからのことでした。最初はただもう男の子を産めなかった自分が悪いのだと──だから父に見放されても、顧かえりみられなくなっても仕方がないのだと、ひたすら自分を責めて嘆くことしかできませんでした」

「今は違いますか？」

　大真面目なキャサリンの問いかけに、カタリナも真面目に頷いた。

「はい。少なくとも今のわたしは自分に落ち度があったとは考えていません。殿下のお子を、男の子を産めなかったことだけは寂しく思いますが、子どもは天からの授かりものですから」

「おっしゃるとおりです。カタリナが責められる理由なんか一つもありませんわ」

　力強く頷うなずいた時、からかうようなケイティの笑い声がした。

「だけど、お二人さん。女が子どもを──男の子を産めないだなんて充分な汚点だと考えてる困ったお嬢さんがここにいるよ」

　憮ぶ然ぜんとした表情のフェリーシアを振り返って、キャサリンもカタリナも苦い息を吐いた。




　女二人で住んでいるとはいえ、薔ば薇ら屋敷はなかなか広い。

　もともとスパーダ家の別邸として使われていたものなので、居間が二つ、寝室が三つ、他に談話室に茶室に楽器の演奏を楽しむ部屋もあり、地下室まである。

「エレーナ一人ではとても手が回りませんから、簡単なお掃除ならわたしがやっています」

　家の中を案内しながらカタリナが言うと、フェリーシアは仰天した顔つきになった。

「それは召使いの仕事だろう？」

「家にいればそうですが、その召使いがここにはエレーナしかいないのです。つくろいものは最初からわたしの担当ですよ」

「そんな真似をすることを情けないとは思わないのか？」

　真顔で尋ねた少女に、カタリナも真顔で答えた。

「自分の身の回りのことを自分ですることは屈辱などではありません。昔、戦地におかれては国王陛下もご自分のお食事をご自分で調えられたのですから」

　キャサリンも言った。

「そうよ。家にいる時は他の人の仕事を取ってしまうことになるから、わたしもやらないけど、野宿した時は自分で火を焚たいてハムを焼いたわ」

　フェリーシアは羨うらやましそうに、そしてカタリナは尊敬するような眼でキャサリンを見た。

「野宿をなさったことがある？」

「ええ。馬車でデューター半島を越えた時に。ケイティさんともその時知り合ったんです」

　そのケイティは他のみんなから離れて家の内外を調べていた。

　出入り口や窓を確認し、外に出ると、猫の身軽さを生かして屋根にまで飛び上がる。

　周囲をぐるりと見渡してみた。

　野中の一軒家とカタリナが言うとおり、見渡す限り人家は見えない。

　しかし、庭の先にも家の裏手にも深い林があって、見晴らしは意外に悪い。

　外を確認したケイティは家の中に戻り、地下室や物置、屋根裏部屋まで覗のぞき込んで、何やら物色して他のみんなが集う居間に戻ってきた。

「おもしろいもんがあるね」

　彼女が差し出したのは刃先を潰つぶした練習用の剣が二本。

　古いものだが、なかなか凝ったつくりだ。

「この家には女の人しかいないのに、なんでこんなものがあるわけ？」

「ここはもともとスパーダ家の別邸でしたから、その頃のものだと思います」

「だけど皇太子候補のおぼっちゃまって、自宅から一歩も出ないで育つんじゃなかった？」

「はい。今では一般的にそうすることが多いようですが、昔は世間の見聞も兼ねて、こうした郊外へもよく出かけていたと聞いています」

　カタリナにとってケイティは生まれて初めて見る種類の人間だったに違いない。

　女だてらに用心棒を務めていることも、針のような猫の眼も見慣れないものだったろうが、カタリナは自分の力で生きているケイティを新鮮に思い、好感も抱いたらしい。

　ケイティはその猫の眼をきらっと光らせて、今度は小脇に抱えていたものを取り出した。

「じゃあ、これは？」

　それは少し大きめの黒い革張りの箱だった。

　宝石箱のようにも見えたが、開けてみると、中には二十二口径の拳けん銃じゆうと弾が入っていた。

「護身用にしてはしまいっぱなしで、全然手入れもしてないみたいだけど？」

　カタリナは少しばかり苦い顔つきで言った。

「持っていることも忘れていました。この屋敷に来ることになった時、持たされたものですが、護身用ではありません。父は恐らく自害用にそれを寄よ越こしたのだと思います」

　キャサリンの瞳ひとみに怒りの火花が散ったが、ケイティはのんびりと言葉を続けた。

「なるほどねえ。自分から死んでくれれば面倒がないってわけだ。徹底したもんだね」

「はい。最初はそれも考えました。八家のマリアでありながらわたしは男の子を産めなかった。それはたいへんな不名誉だと、生きている値打ちもなくなるのだと教育されていましたから」

「だけどあんたは死ななかった。なんで？」

　聞いているほうがはらはらするくらいの直接話法なのに、カタリナは微笑して首を傾げた。

「何故でしょう？　死んでしまえばそこでおしまいですが、生きていれば何か──生きていてよかったと感じることがあるかもしれない。そんなふうに思ったのかもしれません」

「上出来」

　ケイティも笑って、革張りの箱をキャサリンに差し出した。

　銃ならキャサリンの管轄である。

　箱を受け取り、慣れた手つきで二十二口径を取りあげて、引き金や弾倉を確かめた。

「一度分解しなくてはなりませんけど、手入れをすれば充分使えそうですわね。──ここには手入れに必要な道具はありますか？」

「え、ええ。確かあるはずです」

　反射的に頷いたものの、カタリナは驚いたようだった。

「キャサリンは銃も撃てるんですか？」

「知らない？　凄すご腕うでだよ。貴族のお嬢さんなんかやめて用心棒を始めてもいいくらいだ」

　あながち冗談でもない口調で言って、ケイティは二本の剣をフェリーシアに差し出した。

「あんた、これの稽けい古こも日課だったんだろ？　ちょうどいいから庭でやっといで」

　少女はぽかんとなったが、キャサリンも頷いた。

「そうね。昨日はずっと部屋に籠こもっていたのだし、あなたは少し運動したほうがいいわ」

　イサベルが心配そうに口を挟んでくる。

「ですけど、外に出たりして大丈夫でしょうか？」

　ケイティがその心配を笑い飛ばした。

「近くには一軒も家はないし、誰にも見られやしないって。──あんた、相手してやんなよ」

「えっ？」

　いきなり稽古相手に指名された少年フェルナンドは戸惑った。

　しかし、少女のほうは俄が然ぜんやる気になったのである。

「望むところだ。表へ出ろ」

「いや、でも……」

「男が『でも』なんて言うな！」

　決めつけるように言って、少女はほとんど無理やり少年を庭に連れ出した。

　フェリーシアは剣の腕前に自信満々の様子だった。

　さらに言えば、生まれて初めて見る同じ年頃の少年に張り合う気持ちもあったに違いない。

　逆にフェルナンドは女の子を相手にしたことなどないから、明らかに躊躇ためらっている。

　こんな二人では稽古になるわけがない。少年は少女の猛攻に一方的に押されまくり、剣先を受け止めるのが精一杯という有様だった。

　手際よく銃を分解しながらその様子を見ていたキャサリンは小さなため息を吐いた。

「ケイティさん。フェルナンドと代わってあげてくださいな」

　真昼の猫のような眼がキャサリンを見つめてにんまりと笑う。

「それも仕事のうち？　お嬢さん」

「はい。お願いします。ですけど決してフェリーシアに怪け我がはさせないでくださいね」

「そりゃまた難しい注文だね」

　言いながら、ケイティは二人の間に割って入って、フェルナンドから剣を取りあげた。

　キャサリンは今までケイティが剣を振り回すところなど見たことはない。

　しかし、十二歳の少女に負けたりする彼女ではないはずである。

　負けないどころか、ケイティは余裕しゃくしゃくで少女の攻撃をあしらった。

　悔しさに真っ赤になった少女が何度挑んでも結果は同じだ。

　さんざん空回りをさせられた少女がへとへとになって座り込むと、ケイティは呆あきれたように言ったのである。

「あんたね、どんな練習してたか知らないけど、こんなのは実戦じゃ通用しないよ」

　少女は息を切らして喘あえぐばかりで何も言えない。

　代わりに、休憩していたフェルナンドが立ち上がって真顔で答えた。

「それで充分だと思います。今は戦国の世ではないのですから」

「じゃあ、なんだって剣の使い方なんか習うのさ？」

「運動の一種類としてです。──それと、やはりエルディア国王の血を引くものである以上は、有事に備え、自分の身を守れるようにとの配慮からだと思います」

　考えながら答えたフェルナンドは尊敬の眼まな差ざしでケイティを見た。

「あなたの剣なら実戦で通用しますか？」

「馬鹿言っちゃいけない。通用するわけがない。あたしのはただの真似事。あたしらの中では刃物を振り回すのはダムーの仕事だからね」

「信じられません。ぼくが教わっていた剣の教師より、あなたのほうがずっとお強いのに」

　素直に感心して、フェルナンドはフェリーシアから剣をもらい受けて進み出た。

「お相手を願えますか？」

「あいよ」




　この様子を、牧童の服装をした男たちのうち二人が林の中から眺めていたのである。

　二人とも木陰に身を隠していたが、驚きを隠せない顔だった。

「どういうことだ？」

「子どもが二人いる……」

　一人がコルテス家にいた『実は少女のフェルナンド』なのは確かだが、もう一人が誰なのか、彼らには判断できなかった。

　子どもたちが家の中に入った後、見つからないように家まで接近して聞き耳を立ててみると、驚いたことに少年のほうもフェルナンドと呼ばれている。

　ますますわけがわからなくなった。

　しかし、探していた子どもを見つけたのは間違いない。

　二人は再び林まで引き返し、一人が見張りとしてその場に残り、もう一人はその足でミロのコルテス家に向かった。

『コルテスのフェルナンド』に関して、彼らはコルテス家の他からも依頼を請け負っている。

　首尾よく殺せば金貨二百枚を支払うと約束されている。

　となれば、コルテス家が『フェルナンド』の身柄にいくら出すのか確かめねばならない。

　ミロまで歩いて戻った男はその足でコルテス屋敷を訪ねたが、立派な表玄関から入るような真似はしない。裏の通用門から入り、アロンソに取り次いでくれるように頼んだ。

　通された部屋で待っている間、男はのんびりと楽な姿勢でくつろいでいたが、それは単なる見せかけに過ぎない。実際は注意深く邸内の物音に耳を澄ましていた。

　この男、実はダムーたちが楡にれの木屋敷から逃げ出した時に遭遇した《獅し子し》である。

　一応、金をもらってコルテス家に雇われている身だが、あくまでかたちだけだ。

　この男も男の仲間も人間という種族をまったく信用していない。

　純血種の猫科の聴覚は人間の比ではない。何となくざわついている邸内の声を拾っていると、血相を変えたアロンソが飛び込んできた。

「子どもを見つけたのか!?」

　その問いには答えず、男は淡々と言った。

「この家にいた『本当は娘のフェルナンド』を見つけたら、いくら払う？」

　アロンソは舌打ちした。

　その秘密を話した覚えはないからだが、これの臭いを追えと言ってシャツを渡したからには少年なのか少女なのか、異種人類の鼻を騙だませるはずもない。

　その気まずさをごまかすために、アロンソはことさら高圧的に出た。

「いいから答えろ。見つけたのかと訊きいているのだ」

「ただ働きをさせるつもりなら、この話はここまでだ」

　アロンソは血相を変えて身を乗り出した。

「見つけたのか！　どこだ!?　どこにいる！」

《獅子》の男は苦々しい顔で舌打ちした。

　まったく人間どもの愚かしさときたら、まともに話もできないと言いたげな顔だった。

「さっさと答えろ。子どもの居場所と引き替えに、いくら払う？」

「おまえが本当に子どもの居場所を知っているなら金貨三百枚をくれてやろう」

　男はちょっと考えるふりをしたが、考えるまでもない。

　それなら、あの子どもを殺すのは取りやめである。

　やきもきしているアロンソとは対照的に、今後の方針を固めた男はのそりと立ち上がったが、ふと思い出したように問いかけた。

「犬いぬ鷲わし城じようの子どもというのは何のことだ？」

　アロンソがぎょっとした顔になる。

「それをどこで聞いた？」

「おまえがたった今、話していただろうが。あれだけ大声ならいやでも聞こえるぞ」

　決して大きな声だったわけではない。

　この部屋に足を向けながら『犬鷲城の子どもを早く探し出せ！』と部下を叱しつ責せきしただけだ。

　あれを聞きつけるとはさすがに獣けだものだと思いながら、アロンソは苦々しげに言った。

「余計なことに首を突っ込むな。おまえの知ったことではない」

「それもそうだな。おまえたちの事情だ」

　男は頷うなずきを返して部屋を出て行こうとしたが、その際、ついでのように呟つぶやいた。

「その子どもが、金髪で、黒い瞳ひとみで、ここにいたフェルナンドと同じくらいの年格好の少年で、やはりフェルナンドと呼ばれているのでないのなら、確かに俺の知ったことじゃないな」

　耳を劈つんざかんばかりのアロンソの絶叫が響き渡った。




　その夜、コルテス屋敷の奥では慌ただしくも緊迫した主従の会話が交わされた。

「スパーダの屋敷に？　犬鷲城の子どもがいると申すのか？」

　問い返しながらも、コルテス公爵は自分のその言葉が信じられない顔である。

「まことにもって……。何故こんなことになったのかわけがわかりませぬが、確かにこの眼で確認して参りました」

　平身低頭するアロンソも困惑しきっている。

　アロンソは少年フェルナンドの顔を知っている。

　あれから《獅子》の男の案内でアロンソは慌ただしく薔ば薇ら屋敷まで駆けつけると、遠目から家畜の世話に働く少年の姿を見届けたのだ。

　それだけでも目玉が顔から飛び出して落ちるかと思ったのに、こともあろうに少年の隣には少女のフェルナンドがいて、慣れない手つきで飼い葉を運んだりしているではないか。

　卒倒しなかったのが不思議なくらいだった。

　それでも、アロンソは子どもを捕まえに飛び出したりはしなかった。

　何といっても、少年フェルナンドはこの世にはいないはずの子どもなのである。

　コルテス家との関わりも隠し通さなければならないのである。

　薔薇屋敷の扉を叩たたいて、あの子どもを引き渡せと言えるはずもない。

　出入りの業者を捕まえて聞いてみると、この家に住んでいるのは皇太子妃候補から脱落したスパーダのマリアだという。つまり、現スパーダ公爵の実の娘だ。

　それ自体はさしたる問題ではない。コルテス家の例を見るまでもなく男の子を産めなかったマリアなど、スパーダ家にとってはもはや無用の長物に過ぎない。

　しかし、いくら何でもこの事態をアロンソの独断では処理できなかった。

　ひとまず自分の部下を見張りに置いて、アロンソは慌ててミロに駆け戻ってきたのである。

　報告を受けたコルテス公爵の表情も恐ろしく険しかった。呻うめくように言った。

「よもや、スパーダの奴がこの一件に絡んでいるのではあるまいな」

「いえ、殿。それはありえぬかと存じます。スパーダ公がご存じであれば、そのことに関してこれまで何の沙さ汰たもないはずはございません」

　スパーダ家が少年フェルナンドの存在を知っていて拉ら致ちしたのなら、スパーダ家はとっくにコルテス家に対して何らかの働きかけをしているはずだというのである。

「では、なぜ、スパーダの屋敷に犬鷲城の子どもがいるのだ？」

　アロンソは傍はた目めにも苦い顔になった。

「それが、どうもその……またもウィンスロウの娘が一枚嚙かんでいるようでして……」

　公爵は苛いら立だたしげな舌打ちで応こたえた。

「馬鹿を申すな。たかだか十四かそこらの小娘ではないか。そんな娘に何ができる」

「は……」

　恐縮して頭を下げたアロンソだったが、その脳裏をよぎったのはキャサリンの顔ではない。

　一度は少女のフェルナンドの護衛にもつけたことのある顔だった。

　まだ若い、それこそキャサリンといくつも違わないような少年ではあるが、長い髪を高々と括くくり、腰に剣を差している。野性味にあふれた精せい悍かんな顔だ。

　あの若者は間違いなく異種人類の血を引いている。

　外国の要人の娘とはいえ、キャサリンは所しよ詮せん、当たり前の人間の娘だ。

　犬鷲城から子どもを盗み出すような荒事ができるはずもない。

　もっとも、それはあの若者にも同じことが言える。

　混血には純血種のような変身能力はないことはアロンソもよく知っている。

　ただし、あの若者の知り合いに羽を持つ連中がいることなら充分あり得る話ではないか。

　舌打ちする思いだったが、コルテス家の弱みはそこまでわかっていても、面と向かって行動するわけにはいかない──キャサリンを糾弾することもできないという一事に尽きた。

　何度も言うが、少年フェルナンドはこの世には存在しないはずの子どもなのだ。

　その子どもをよくも拉致したなとは言えない。

　返せとはもっと言えない。

　そんなことを言ったが最後、コルテス家のほうがこっぴどく糾弾される羽目になる。

「殿……」

　アロンソは苦渋に満ちた声で「いかがなさいます？」と主人に問いかけた。

　コルテス公爵はしばらく無言で熟考していた。

　蠟ろう燭そくの鈍い灯あかりに、その横顔が照らし出されている。

　先程までの険しい表情は消え失うせ、今はむしろ無表情に見える。

　それが逆に恐ろしかった。

　何とも言えない不気味な沈黙の後、公爵は深い息を吐いて言ったのである。

「致し方あるまい」

「は……」

「既に時はない。我らはいかなる手段を用いても子どもを取り戻さねばならぬ」

「いかさま……」

「ウィンスロウの娘には手を掛けるでないぞ。面倒なことにならぬとも限らんからな」

「御意……」

　深々と頭を下げて、アロンソは上目遣いに主人に問いかけた。

「……して、あの娘のほうはいかがなさいます？」

　それがこの屋敷にいた少女のことだと察して、コルテス公爵は手を振った。

「犬鷲城の子どもが見つかった以上、あの娘に用はあるまい。当初の予定通り始末せい」

「は……」

　アロンソはひやりとしながら再び頭を下げた。

　わかっていたことである。あの娘は今、スパーダ家の屋敷にかくまわれている。

　コルテス家の秘密を外に漏らすことはできないのだ。ましてや他の八はつ家けになど論外だ。

　そのためにも、どう考えても、あの少女を生かしておくわけにはいかなかった。

　一方、公爵は別のことが気になっていたようで、鋭く質問してきた。

「犬鷲城の子どもは自分の果たす役割を承知しているのか？」

「それはもう、間違いのないことでございます」

　いっそあの子どもが本宅に生まれてくれればと思ったほど、犬鷲城のフェルナンドは気性の優れた賢い少年である。自分の役目についても充分わきまえている。

　アロンソはそう訴えたが、公爵は納得しなかった。

「どうかな。現にスパーダの屋敷から逃げ出そうとはしておらぬではないか」

「それは、確かに……」

「意に反して拉ら致ちされたものとばかり思っていたが、こうなると、あの子どもが自らの役目をいやがって逃亡した可能性も出てくる」

「まさか……」

　口ではそう言いながらも否定はできないとアロンソは思った。いくらコルテス家の役に立つことが使命だと言い聞かせて育てたとはいえ、相手はまだ十二歳の子どもなのだ。

「あの子どもにはこれから役に立ってもらわねばならぬのだ。反抗など、許せぬ。何としても我らに従わせなくてはならぬぞ」

「御意」

　恐ろしく身勝手な主従の会談はしばらく続いた。

　その後、アロンソは別室に待たせておいた《獅し子し》の男を呼び出したのである。
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　薔ば薇ら屋敷の一日は少年少女にとって驚かされることの連続だった。

　昼食の時間になると、食事の支度だけはさすがにエレーナとニーナがしたが、子どもたちはテーブル掛けを広げて食器を並べるように言われた段階で面食らっていた。

　家の手伝いなど一度もやったことがないのだから当然である。

　キャサリンがそんな二人を手伝って食卓を調えたが、少女はまだ文句を言っていた。

「こんなことは召使いのすることだぞ」

「人数が多いんですもの。仕方がないわ。エレーナもニーナもお昼の支度で忙しいのだから、手の空いている人がするべきよ」

　そもそも、れっきとした貴族の館では、料理を担当する料理人と給仕を担当する小間使いはまったく別の仕事である。エレーナ一人で何もかもできるわけがない。

　カタリナも自分で言ったようによく身体を動かしていた。

　今も庭の花を摘んできて食卓に飾っている。

　その様子を少女が奇妙な眼で眺めていた。

　それも召使いの仕事だと言いたいのだろうが、カタリナは笑って言ったものだ。

「あなたのお家には、お花を飾る役目だけを務める召使いもいたのでしょうね」

　少女は答えなかった。そんなところを見たことはないのかもしれなかった。

　今度はキャサリンが訊きいた。

「コルテス家の本宅には何人くらいの使用人がいるのかしら？」

「知らない。何人いるのかなんて数えたことはない」

「それならあなたに学問や剣術を教えていた教師の方たちは？　全部で何人だったの？」

　少女はちょっと考え、指折り数えて答えた。

「剣と乗馬の教師を入れて、九人」

　フェルナンドが眼を丸くする。

「そんなに？　ぼくは全部一人の先生に教わっていたけど」

　これにはフェリーシアのほうが驚いて言い返した。

「習うことが違うんだから違う教師に教わるのは当然じゃないか。数学の教師が剣を教えたりできるわけがないだろう」

　再びキャサリンが尋ねる。

「その中でアントニオというのは何の先生？」

「社会学だ」

　フェリーシアもフェルナンドもどうしてそんなことを訊くのだろうと不思議そうだったが、キャサリンは答えなかった。

　昼食の後も、子どもたちは何かと仕事を言いつけられて、忙しく働いた。

　それぞれ自分の寝室を調え、夕方になると家畜の世話を手伝った。

　少女はやはり面食らっていたし、自分で寝台に敷布を掛けたりするのは不満そうだったが、少年のほうは率先して働き、実に嬉うれしそうに身体を動かしている。

　その様子を見て、負けられないと思ったらしい。

　慣れない不器用な手つきながらも結構まめに動いていた。

　キャサリンは晩ばん餐さんまでご馳ち走そうになってから、イサベルと一緒にホテルに戻った。

　翌日も同じだった。

　キャサリンはまだ暗いうちから馬車を呼んで薔薇屋敷に出向き、一日少年少女の相手をして、やはり晩餐の後、馬車でホテルに戻ったのである。




　その馬車が帰った後のことだった。

　屋敷の裏手にある林の中から不穏な空気がむくりと湧わき上がった。

　まだ灯あかりが点ともっている薔薇屋敷を目指して、ひたひたと近づく人影が七つ。

《獅し子し》の男たちではない。

　森の中で少女を殺そうとした流れ者の四人組と、アロンソの部下が三人という顔ぶれだった。

　アロンソ自身は襲撃には参加していない。林の中に馬車を用意して残っている。

　部下たちが少年を拉ら致ちしてきたら、すぐさま積み込んでコルテス家に運ぶためだ。

　実は四人組は腕に負傷している。こんな荒事を任せるには不安が残るが、ことがことだけに、新たな人間を引き入れるのはもっと危険だった。

　あの家にいるのは女が二人と少年少女、護衛役の若い女が一人。

　四人の腕が不自由でも、他に健康な男が三人いる。刃物と銃で武装もしている。

　無抵抗の女たちを片づけて少年を確保するには充分だとアロンソは判断した。

　その後、屋敷には火を放つように命じてある。

　こんなことが明らかになったらスパーダ家との全面戦争は必至なだけに、アロンソは神経を尖とがらせて周囲に気を配っていた。

　幸い、辺りに人家はない。

　陽が暮れて真っ暗になった林も至って静かである。

　アロンソも、男たちも、自分たちの動きは誰にも気づかれていないと思っていただろうが、同じ林の中に《獅子》の男が身を潜め、この一部始終を眺めていた。

　ただし、アロンソの前に現れた男とは違う。

　教会で謎の女と会っていた男だ。

　あの後、コルテス家を訪問した《獅子》の男は、血相を変えたアロンソに、フェルナンドと呼ばれている少年の居場所を教えろと迫られて、さすがに面食らった。

「探しているのは女の子どもじゃなかったのか？」

「よい。少年のフェルナンドの居場所さえわかれば、それはさしたる問題ではない」

　こんな言い方では《獅子》の男には意味不明である。

　苛いら立だたしげに問い返した。

「連れ戻さなくてもいいということか？」

「そう言っておるではないか！　重要なのは少年のフェルナンドなのだ。今どこにいる!?」

《獅子》の男は舌打ちしたが、頭の中では至って単純な計算をしていた。

　男のフェルナンドを連れ戻せば、コルテス家から金貨三百枚。

　女のフェルナンドを殺せば、別の依頼主から金貨二百枚。

　自分たちは五人である。金貨五百枚なら分けるのにちょうどいい。

「女の子どもはいらないんだな？」

「くどい！」

　勝手なことを言うものだが、それなら自分たちにとっても都合がいい。

　そう判断した男は何食わぬ顔で薔薇屋敷までアロンソを案内してやったのだが、人間どもの身勝手ぶりはここでも発揮された。

　その日の夜、アロンソは再び男を呼び出して、後は自分たちでやるから、おまえはもうあの屋敷には近づくなと釘くぎを刺してきた。

　何故わざわざそんな念押しをしてくるのか、男にはそもそも理解できなかった。かまわずに子どもの居場所を教えたのだから報酬を寄越せと言うと、アロンソはここでも首を振った。

「いいや、まだだ。まだ子どもを手に入れたわけではないのだからな。今は半金を払ってやる。残りは子どもを確保した後だ。そのためにもおまえにはもう一働きしてもらうぞ」

　金払いが悪い上に人使いの荒いしみったれである。

　軽けい蔑べつしながらも、男は逆らわなかった。素直に金貨百五十枚を受け取った。

　その実、仲間の男に事情を話して交代した。

「これで娘を殺せば金貨二百枚が手に入る。悪くない稼ぎだ」

「しかし、それなら何も俺がやるまでもないだろう？」

「ああ。黙っていても人間どもが片づけてくれるはずだ。それを見届ければいい」

　そんなわけで、この《獅子》の男は人間たちのやることを密ひそかに見物していたのである。

　屋敷に迫った七人は二手に分かれ、四人組が玄関、三人が裏口に回り、扉を壊してほとんど同時に押し入った。

　男たちは最初から、少年以外の住人は皆殺しにするつもりだった。

　手っ取り早く片づけるために気配も隠さなかった。足音も荒く薄暗い廊下を突き進んだが、逆に男たちのほうが手痛い歓迎を受ける羽目になったのである。

　表玄関から侵入した四人組を襲ったのは投げナイフだった。

　廊下の灯あかりは抑えられている。それなのに暗がりから飛んできたナイフは、恐ろしく正確に男たちの太ふと股ももに突き刺さった。

　予想外の奇襲に四人がたまらず悲鳴を上げて倒れ込む。

　そこに廊下の陰からケイティがひょいと顔を出し、四人を見て呆あきれたように言った。

「なんだ、またあんたらかい？」

　四人組も、意外な顔を見て絶句した。

　この四人は森の中で、他ならぬケイティのナイフを腕に食らって負傷している。

　同じ女に、同じ手口でまたもしてやられたのだ。逆上した。不自由な姿勢で撃ちまくったが、まともに食らうようなケイティではない。素早く廊下の陰に引っ込んだ。

　一方、裏口から入った三人はその銃声を聞きつけて怒声を発した。

「撃つな！　子どもに当たったらどうする！」

　その危険性を考慮して、銃はあくまで万一のために携帯するだけで使用は控えると、事前に打ち合わせてあったはずだった。

　舌打ちしながらも子どもを確保すべく、三人は灯りの点ともる部屋を目指した。

　男三人で押し入れば、中にいるのは無力な女と子どもだけだ。

　悲鳴を上げて逃げまどうはずだったが、あいにくそうはならなかったのである。

「ようこそ。お待ちしていましたわ」

　言うと同時に、キャサリンは無造作に二十二口径の引き金を引いていた。

　いつもの四十四口径では迂う闊かつに身体に当てたら殺してしまう恐れがあるが、二十二口径ならそんな遠慮はいらない。ましてこの連中が殺意を持って乗り込んできたのは明らかである。

　追い払うだけで済ませてやるつもりはなかった。足を狙って立て続けに撃ち込んだ。

　キャサリンは最初から扉を狙って銃を構えていたのである。

　男たちはそこにまともに突っ込んでしまったのだ。ひとたまりもなかった。

　悲鳴を上げてばたばた倒れたが、キャサリンはそれでも手を緩めようとはしなかった。

「手を挙げなさい！」

　厳しく言ったのは、男たちの腰にまだ銃があったからだ。

　足の激痛に呻うめきながらも、三人がぎこちなく手を挙げるのを見届けてキャサリンは言った。

「ニーナ。その人たちの銃を取り上げて」

「は、はい！」

　林の中で待っていたアロンソにはこうした家の中の様子はわからなかったが、突然、闇夜に響いた銃声に驚いて飛び上がっていた。

　その反面、銃声がしたからには、これで仕事が終わったのだと安あん堵どする気持ちもあった。

　後は子どもを連れて急いでここから立ち去るだけだ。

　ところが、家のほうを窺うかがっても、すぐに出てくるはずの部下たちがなかなか出てこない。

「何をしておるのだ……」

　舌打ちして馬車を降りる。様子を見に近づこうとしたアロンソの頭上で声がした。

「こんばんは」

　男のくせに、妙になよなよした印象を与える声だった。心臓が跳ね上がるのを感じながらも、どこかで聞いたようなとアロンソは思ったが、それが最後だった。

　飛び降りてきた何者かに当て身を食らって、アロンソは意識を失ってその場に倒れ込んだ。




　一方、同じ林の中にいた《獅し子し》の男は銃声を聞いて、ぴくりと頰ほおを痙けい攣れんさせていた。

　男の鋭い耳が聞きつけたのは銃声だけではない。

　それに交じって確かに複数の男の悲鳴がした。

　これはおかしい。聞こえるとしたら女の悲鳴でなければならないはずだ。

　侵入した男たちが何者かに迎撃されて倒れたのなら、娘はまだ無事でいることになる。

　娘が死ななければ金貨二百枚を取り損ねる。

　それは避けねばならない。

　男は自分の手で少女の命を絶つべく、のそりと動き出した。

　至って無造作な足取りで林を出ると、平然と薔ば薇ら屋敷を目指して歩いていったが、男の姿が月明かりに照らされたとたん、薔薇屋敷の屋根で何かがむくりと起きあがった。

　その何かは恐ろしく大きな翼を広げて、ばさりと飛び立った。

　既に夜である。鳥が飛ぶような時間ではないのに、驚くほど大きな鳥の羽ばたきが響いたが、ふわりと宙を飛んで男の眼の前にずしんと着地したそれはどう見ても鳥ではない。

　男は驚きよう愕がくに眼を見張って、自分と相対した生き物を凝視した。

　形態変化した《獅子自分たち》と同じような大型猫族の身体、頭部にはふさふさと豊かな鬣たてがみ。

　しかし、自分たちと決定的に違うのは、その鬣が月明かりに映える白銀の色であり、巨大な身体を覆う被毛は純白にブルーの美しい縞しま模様であること。

　首から下は完全に獣に変化しているのに、首から上は人間のままであること。

　何よりその背中に雪のように輝く見事な翼を持っていることだった。

　その翼をしまって《ごちゃまぜ》のダムーは獰どう猛もうに笑った。

「待ちくたびれたぜ。てめえの相手はこの俺だ」
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《獅子》の男は素早かった。たちまち衣服を脱ぎ捨てた。

　全裸になってダムーに飛びかかった時には、男は既に人間のかたちをしていない。

　見み紛まがいようもない。そこにいるのは鬣も立派な雄おすの獅子だった。

　凄すさまじい咆ほう哮こうを発してダムーに襲いかかった。

　もちろんダムーも応戦した。

　七人の男たちを縛り上げたキャサリンとケイティが家から飛び出した時には、裏の空き地で白い獣と獅子の激しい戦いが始まっていたのである。

　闘技場で見た虎とらと獅子の戦いなど比べものにならない。

　勝ったほうが餌を取るのではない。負けたほうはすべてを失うのだ。

　そのくらい壮絶な二頭のぶつかりあいにキャサリンは息を吞のんだ。

　身体は白い獣のほうが大きく見えるが、その頭部は人間でいる時と変わらない。目鼻立ちもそのままだ。当然、大型猫族には必ずあるはずの牙きばがない。

　逆に獅子のほうは耳まで裂けるような真っ赤な口から必殺の牙が覗のぞいている。

　こうしてあらためて間近にすると、その姿は大変な迫力だった。

　まさに百獣の王の名にふさわしい。

　キャサリンは汗の滲にじんだ手で二十二口径を握り直したが、二頭の距離はあまりにも近すぎ、あまりにもめまぐるしく位置が変わっている。とても撃てない。

「ケイティさん……」

　喘あえいだキャサリンだったが、ケイティはキャサリンに最後まで言わせず、首を振った。

「味方しろなんて言わないでよ、お嬢さん。あたしに手の出せる喧けん嘩かじゃない」

「ですけど！」

「大丈夫。ダムーは負けないよ」

　ケイティは仲間の実力を知っているのか悠然と構えている。

　一方、キャサリンはこの姿のダムーが戦うところを見るのは初めてだ。

　固かた唾ずを吞んで二頭の戦いを見守った。

　二頭とも決して足を止めない。距離を詰めては離れ、襲いかかったかと思うとまた離れる。

　ここには闘技場のような柵さくも檻おりもない。とてものんびり見物してはいられない。興奮した獣特有の荒々しい息づかいを聞いているだけでも動どう悸きがしてくる。

　キャサリンは身体を硬くしながらも慎重に、ケイティはそのキャサリンをかばうようにして用心深く二頭との距離を保っていた。

　空気を揺るがすような咆哮が響き、隙を窺うかがっていた獅し子しが白い獣に飛びかかった。

　キャサリンは思わず悲鳴を吞み込んだ。

　獅子の前肢が繰り出す攻撃には凄まじい威力がある。

　自分より大きな獲物だろうと一撃で倒す。

　真っ白な鬣たてがみと毛皮が血に染まる様子が脳裏をよぎった。身体中の血が冷えるようだったが、白い獣はその前肢の一撃を食らったりしなかった。

　ダムーの手は頭と同じで、ほぼ人間の手指のかたちを残している。

　つまり、ものが摑つかめる。しかもその手は人間でいる時の何倍にも巨大化して指は太く、爪は刃物のように鋭く、力も恐ろしく強くなっている。

　その手を使って白い獣は獅子の前脚をがっちり捕まえたのだ。

　そうやって相手の動きを封じた瞬間、ダムーは反対の拳こぶしで獅子の顔を殴りつけた。

　ものすごい威力だった。獅子の大きな頭が真横にはじけ飛んだ。人のものとも獣のものともつかない悲鳴が上がったが、ダムーは容赦しなかった。

　今度は両手で獅子の鬣をひっ摑み、思いきり頭突きを食らわせた。

　白い獣はよほどの石頭なのか、獅子はまたも悲鳴を上げて、よろけて後ろに下がった。

　そこへダムーが襲いかかった。

　普通の獣同士の喧嘩ならここで終わる。

　一頭は既に戦意喪失して逃げ腰になっているのだから、勝ったほうがさらに威い嚇かくで吠ほえれば慌てて逃げ出す。そして本物の獣なら逃げた相手は無理して追わない。

　だが、ダムーは相手を逃がすつもりはなかったのだ。

　獅子のほうもそれを知っているだけに何とか逃げようとあがいたが、白い獣は力だけでなく素早さと柔軟性も備えていたのである。

　二頭が激しく絡み合い、地面の上でもつれ合ったと思ったら、白い獣はたちまち上の位置を取って獅子の巨体を押さえつけていた。

　獅子はまだ後肢をばたつかせてもがいていたが、白い獣の鋭い爪つめが獅子の喉のど笛ぶえにがっちりと食い込んで抵抗を許さない。

「さっさと戻りやがれ。でないとこのまま首をへし折るぞ」

　ダムーの声が物騒な台詞せりふをしゃべった。

　キャサリンとケイティが見守る中、地面に横たわった獅子の輪郭が不意にぼやけた。

　立派な鬣も巨大な身体もたちまち溶けるように消え失うせて、気づいた時には腹はら這ばいになった全裸の男が白い獣の手の下にいたのである。

　この瞬間というものはキャサリンにはどうにも気まずかった。

　眼をそらしながらも服を着てもらいたいと思っていると、林の中からベラフォードが現れて、男の脱いだ服を拾って投げつけた。

「早く着なさいよ。見苦しい。この家は女の人だけなのよ」

　ケイティは男から離れた位置に立ち、投げナイフを見せつけながら厳しく言った。

「ただし、妙な真似はするんじゃないよ。針鼠ねずみにしてやるからね」

　もちろんキャサリンも（まともに見ないようにしながら狙いを定めるのは一苦労だったが）男に銃口を突きつけていた。

　観念した男が服に手を伸ばし、もそもそと身につけている間にダムーも人間の姿に戻ったが、彼は大きな息を吐いてその場に座り込んでいた。

　彼の場合は形態変化中も脱ごうとしない下着のおかげで見苦しい姿をさらさずにすんだが、今の戦いで相当体力を消耗したらしい。

「ああ、腹減った」

　切実な口調である。

《獅子》の男が服を着るのを待っていたベラフォードが鎖の束を持って進み出た。

　純血の《獅子》ともなると縄で縛っただけでは引きちぎって逃げられる恐れがある。

　そのためにわざわざ用意しておいたものだった。

　ベラフォードもダムーもいったんこの家を離れ、ケイティはわざと子どもたちを庭に出して、この家に近づくものを誘っていたのである。

《鳥》の血を引くベラフォードと《ごちゃまぜ》のダムーの視力は《獅し子し》の比ではない。

《獅子》の二人がこの屋敷に近づいたのも、ミロのコルテス家に入っていくのも、アロンソが偵察にやって来るのも、いちいち跡をつけてすっかり見届けた。

　そして夜、見張りがアロンソの部下だけになってから二人は家の中の人と合流したのだ。

　暗くなってしまえば、人間の眼をごまかして家の中に入ることなど、二人には造作もない。

　それからみんなで相談した上で、キャサリンは馬車を空で帰して密ひそかにこの家に泊まり込み、今朝も空の馬車をここまで走らせて早朝に訪問したように見せかけた。

　薔ば薇ら屋敷の屋根には煙突がある。屋根の縁には転落防止用の低い塀も設けられている。

　ダムーはこの塀の陰に隠れて夜の間は屋根の上で過ごし、朝が近くなってから煙突を通って家の中に戻ったのである。

　ベラフォードのほうはダムーほどたくさん睡眠を必要としないので林の樹上で眠りにつき、今日の昼間に出かけて《獅子》捕縛用の鎖を購入して戻り、陽が暮れてからはずっと木の上に潜んでいたのだ。

　その鎖で《獅子》の男を後ろ手に縛りあげ、上半身もぐるぐる巻きにして、ベラフォードは男の足にも入念に鎖を回して頑丈な錠を掛けた。

　ここまでやればいくら《獅子》といえども逃げられない。

《鳥》や《蛇へび》ならこの状態でも形態変化して難なく鎖から抜け出せるだろうが、《獅子》の身体ではそれは不可能だ。

　ケイティは《獅子》の男の顔を見て首を捻ひねっている。

「楡にれの木屋敷で見た男のと違うね？」

　ベラフォードも疑問を投げた。

「だけど昨日は確かにあの時の男がいたのよ。どうしたのかしら？」

「女子ども相手に複数でかかることもないと思ったんじゃない。──お仲間はどこだい？」

　男は答えなかった。陰気な顔つきで黙り込んでいる。

　純血種の自分が混血の用心棒たちに捕らえられたことに誇りを傷つけられているのか、特に銃を構えているキャサリンを上目遣いに睨にらみつけてきた。

　人間の小娘が何故そんなものを持っているのかという目つきだったが、その恨みがましげな視線にキャサリンは何となく見覚えがある気がして、言ってみた。

「もしかして、あなたはわたしに闘技場で追い払われた獅子さんかしら？」

　自由を奪われた男が忌いま々いましげに唸うなったところを見ると、どうやら図星らしい。

　一方、ベラフォードはへたり込んでいるダムーに声を掛けた。

「ちょっと来て」

「なんだよ」

「まだ林の中に荷物が残ってるのよ。アタシじゃ重くて持てないんだもの。手伝って」

　半裸のダムーが不承不承腰を上げて林の中に入っていく。

　この時になって、家の中からニーナがおっかなびっくり顔を出した。

　カタリナも、イサベルもいる。その後ろから恐る恐る子どもたちも姿を見せた。

　キャサリンが空の馬車を帰した後、彼女たちは今まで地下室に隠れていたのである。

　これも事前に打ち合わせてあったことだった。

　家主であるカタリナと、自分が原因でこんなことになったと知っている少年フェルナンドは、キャサリンが地下室に隠れずに上の居間で襲撃者を撃退することに最後まで反対した。

　特にフェルナンドは、それなら自分も戦うと言い張った。

「女性のキャサリンにそんな危険なことを押しつけて自分が隠れているわけにはいきません。もしキャサリンの身に何かあったら、ぼくは一生、自分で自分を許せなくなります」

　まだ幼い頰ほおに血の色をのぼせて、きっぱりと言う。

　その気概に感心したキャサリンは素直に感想を洩もらした。

「あなたに会えて本当によかった。皇太子殿下を除けばエルディアに来て初めて紳士と言える男の人を見たと思えるわ。──でも、その心配は無用よ。これはわたしが呼び寄せたことでもあるのだから、わたしが撃退するのは当然です」

　打ち合わせに参加していたダムーも笑って、ケイティと同じことを言った。

「心配すんな。このお嬢さんは凄すご腕うでなんだぜ」

　家の中を担当することになったケイティも真顔で言った。

「あたしとしてもお嬢さんにはぜひ参加してもらいたいね。向こうは何人で押し込んでくるかわからないんだ。使える鉄砲が一丁あるのとないのじゃ話が全然違ってくる」

　昨日もそうやって一晩中まんじりともせずに待ったのだが、何事もなく朝になってしまった。

　ならば今夜に違いないと、キャサリンもケイティも昼寝して夜の襲撃に備えていたのである。

　ベラフォードとダムーが林の中から戻ってきた。

　ダムーの肩には人間が担がれていた。鎖ではなく縄で後ろ手に縛られている。

　空き地に転がされたその人物の顔を月明かりに認めて、フェリーシアが悲鳴を上げた。

「アロンソ！」

　今のアロンソは意識を取り戻していたが、とても顔が上げられない様子で俯うつむいている。

　その名前を聞いたイサベルとカタリナが同時に深い息を吐いた。

「……驚きました。まさかコルテス家の家か宰さいが直々にお出ましとは……」

「どうしてもフェルナンドを取り戻したかったのでしょうが、愚かなことを……」

　外部に顔の知られていなかったフェリーシアと違い、アロンソはコルテス家の表の顔としてミロの貴族階級にはよく知られている。

　その家宰がこんな暴挙に出たということは、必然的にこの襲撃はコルテス公爵の意志ということになる。

　キャサリンは二十二口径を手に進み出ると、アロンソに冷たい眼を向けた。

「ようこそと言うべきですかしら、アロンソさん。あなたの部下たちはみんな捕まえました。うち四人は森でフェリーシアを殺そうとした者であることもケイティさんが確認しています。いい加減に観念しておっしゃいなさい。もう一人の《獅子》の男はどこです？」

　後ろ手に縛られたアロンソはうなだれていたものの、鎖で厳重に縛られた男をちらりと見て首を振った。

「こんな男は知らん」

　キャサリンの柳りゆう眉びが吊つり上がった。

　この期に及んで言い逃れとは見苦しいと軽けい蔑べつする思いだった。

　もっときつい言葉を投げつけてやろうとしたが、現実的なケイティが代わりに訊きいた。

「あんたはこの男を知らないって？」

「知らん。見たこともない」

　ベラフォードが質問を代わる。

「そう。それじゃあ、あなたが知ってる人はどこにいるの？　昨日の昼、ミロのコルテス家に入って行った男よ」

「…………」

「あなたはあの人の案内でここまで来たんだから、まさか知らないとは言わないわよね」

　アロンソは答えない。その眼が落ちつかない様子できょろきょろ動いている。

　ベラフォードは自分が縛り上げた《獅し子し》の男を見下ろして言った。

「それにね、おかしなことがもう一つあるわ。この人、昨日ここに来ていた人とも違うのよ」

　ケイティがいやな顔になる。

「ちょっと待ちなよ。じゃあ何、最低三匹の《獅子》がいるっての？」

　そしてそのうち二匹がここにいない。

　いやな感じだった。理由はわからないが、とてつもなくいやな感じだった。

　キャサリンにさえ何か不吉なものが感じ取れたくらいだ。

　異種人類の血を色濃く引くケイティは露骨に不愉快な顔になった。殺気も露あらわにアロンソの鼻先にナイフを突きつけ、どすの利いた声で威おどしたのである。

「さっさと言いな。あんたが知ってる異種人類の男は今どこにいるんだい？」

　アロンソは水に打ち上げられた魚のように口をぱくぱくさせていたが、ケイティがナイフを握った手に力を込めると、あっさり悲鳴を上げた。

「チ……チンジョン村だ！」

「なんだって？」

　意外な言葉にケイティは眼を丸くした。

　逆にキャサリンは血の気が引く思いがした。

「まさか──カレラス家に行かせたのですか!?」

　アロンソは答えない。

　その顔を見れば答えなど聞かなくてもわかるが、キャサリンはあえて言葉にして糾弾した。

「フェルナンドのおじいさまとおばあさまを捕らえて、お二人を人質にして、フェルナンドにコルテス家に戻るようにと威すためですか!?」

　そのフェルナンドが真っ青になった。

　顔も知らないとはいえ、少年にとっては血のつながった人々である。

　しかも愛情のかけらも感じられない父親やその親族と違って、母方の親族である。

　自分の生存を知らなくても、自分を産んだ母親を愛していることは間違いない人たちだ。

　それなのに、自分のせいでその人たちに難儀が降りかかる。それはフェルナンドがもっとも恐れることだった。

「どこまで卑劣な!!」

　キャサリンは激怒してダムーを振り返った。

　その時のダムーは、ニーナがぬかりなく用意していた骨付き肉に嬉き々きとしてかぶりつこうとしているところだった。形態変化後の彼はいつもこうだが、キャサリンはかまわず叫んだ。

「ダムーさん！　お食事は後にして、わたしを乗せてチンジョン村まで飛んでください！」

　両手に骨付き肉を摑つかんでいたダムーは眼を剝むいた。

「勘弁しろよ！　腹ぺこなんだぜ！」

「お願いします！　時間がありません！」

　キャサリンも必死に食い下がった。

　ヴィンセントがいない現在、ダムーの翼が一番早い。

「カレラスご夫妻をコルテス家に押さえられたらわたしたちに勝ち目はありません！　これはわたしたちとコルテス家の喧けん嘩かなんですから、勝たなくては駄目です!!」

　フェルナンドとフェリーシアが呆あつ気けにとられた顔になった。

　カタリナとイサベルは愕がく然ぜんとして立ちつくし、そしてニーナは絶望的な深い息を吐いた。

　ダムーも黒い眼を丸くしていたが、キャサリンはダムーを見つめて熱心に訴えたのである。

「売られた喧嘩なら買わなくては。そして買う以上は勝たなくては。──そうでしょう？」

「しゃあねえなあ、もう……」

　骨付き肉をがぶりとかじると、ダムーは膝ひざ立ちになった。

「飛んでやるから鉄砲を取り替えてこい。そんな小物じゃあ純血の《獅子》は倒せねえぞ」

「はい！」

　家の中に駆け込んで、キャサリンは自分の手荷物の中からいつもの四十四口径を取り出して、スカートの上からガンベルトを回した。

　その格好で再び庭に飛び出した時には一頭の白い獣が翼を広げて待っていた。

　いつ見てもうっとりするような姿だ。

　どんな獣より堂々としている。百獣の王と言われる獅子より遥はるかに凜り々りしく、たくましく、神話に描かれる天馬よりずっと美しい。不思議な魅力に満ちた神秘的な姿だった。

　この黒パンツさえなければ──と思いながら、キャサリンは白い獣に飛び乗った。

　周囲を吹き飛ばすような羽ばたきとともに、白い獣がふわりと空に舞い上がる。

　地上に残された人たちは呆気にとられて二人を見送ったが、フェルナンドはその姿に特別の感慨があったらしい。

　見る間に高く小さくなった白い獣とキャサリンを尊敬の眼まな差ざしで見上げて、こんな状況にも拘かかわらず歓声を上げた。

「すごいなあ！　キャサリンはあの人に乗れるんだ！」

　ニーナがさらに深い息を吐いて愚痴をこぼした。

「わたしはやめていただきたいんですけどね」




　ダムーの本名は《万能》のシャールダムーンという。

　腕力もあれば脚力もある。木登りも泳ぎも得意で、さらには人間を乗せて空を飛ぶことすら可能にしているからこその呼び名だった。

　馬で全力疾走する時よりもっと強い風がキャサリンの顔を容赦なく叩たたいていく。

　眼を開けているのもやっとだったが、キャサリンはさらに獣を急せかした。

「ダムーさん、もっと速く！」

「無茶を言うな！　距離を考えろよ！」

　ミロの郊外からチンジョン村まで普通に馬車で行ったら三時間はかかる。

　この白い獣の強力な翼をもってしてもそう簡単に飛べる距離ではない。

　わかっていてもキャサリンは落ちつかなかった。

　間に合わなかったらどうしようと気が気ではなかったが、こう暗くては下の景色を確認することもできない。獣の身体に伏せて必死に鬣たてがみを握りしめていた。

　飛んでいる時間が恐ろしく長く、時が過ぎるのが異常に速かった。夜が明けてしまうのではないかと案じたくらいだが、実際にはまだ夜も深いうちに獣は言った。

「村のどこへ下りればいい？」

「南の端にお願いします。生け垣のある大きなお屋敷です」

　速度がゆるまったのを感じて足元を見れば、そこにチンジョン村の樹海が広がっている。

　反射的に空を見上げれば、月はまだ暗い夜空にかかっている。

　キャサリンは大きな安あん堵どの息を吐いて、獣の太い首をぎゅっと抱きしめた。

　白い獣は夜目も利く。空からたちまちカレラス家を見つけ出して門前に舞い降りた。

　昼の間はずっと開いていた門も、今はさすがに閉ざされている。

　キャサリンは獣の背から転がるように下りて、息を整える間も惜しんで突進しようとしたが、その腕をダムーが摑つかんで引き留めた。

「待てよ。──この家、寝静まってるぜ」

　賊ぞくが侵入した後なら家中が騒然としているはずである。家人が皆殺しにされたのなら気配もしないはずだが、この家には人がいる。何も知らずにぐっすり眠っているとダムーは断言した。

　それでは、間に合ったのだ。キャサリンは思わず胸を撫なで下ろしたが、言い換えれば曲くせ者ものはこれから来るということだ。油断はできない。

　白い獣は頭を上げて空気を嗅かいでいたが、不意にキャサリンの腕を引いて木の陰に隠れた。

　ややあって複数の足音がひたひたと近づいてきた。

　月明かりが味方をしてくれて、その姿はキャサリンの眼にもよく見えた。

　男が六人である。皆、帽子と覆面で顔を隠し、うち三人は棍こん棒ぼうを握っている。

　まさかこれが全員《獅子》かと緊張も新たに四十四口径を握りしめたキャサリンだったが、白い獣が首を捻ひねって小さく呟つぶやいた。

「違うぜ。こいつらはみんな無形種だ」

　えっ？　と思った時には白い獣はのそりと進み出ていた。

　この巨体でまったく気配を立てずに動くところは驚嘆すべきものがある。

　門を入ろうとしていた怪しい集団は家のほうにばかり集中していて、背後から近づいた獣に気づかなかった。そして気づいた時は遅すぎた。

　白い獣は後ろ足でがばっと立ち上がり、男たちの頭と頭を次々に摑んでぶっつけたのである。

　ひとたまりもない。それこそ赤子の手をねじるようなものだ。

　六人をあっという間に倒してしまうと、白い獣は一人の胸ぐらを摑んで引き起こした。

「《獅し子し》はどうした？」

　四人は完全に脳のう震しん盪とうを起こして気を失っているが、最後の二人だけは力を加減したらしく、もう一人も頭を抱えて呻うめいている。

　そこへキャサリンが走り寄った。

　四十四口径で男の鼻先をつつくようにして厳しく問い質ただした。

「異種人類の男はどこです？」

　やっと正気を取り戻した二人の男は、自分たちを脅おどしつけている相手を見て愕がく然ぜんとした。

　一人は慣れた手つきで大口径の拳けん銃じゆうを構えている年とし端はもいかない少女。

　もう一人は頭と手こそ人間のかたちをしているが身体は巨大な獣という生き物だ。

　眼を剝むいて答えようとしない男に苛いら立だち、白い獣は獰どう猛もうに唸うなった。

「《獅子》はどこにいる？　さっさと答えないとてめえを食っちまうぞ」

　迫力満点の脅し文句だったが、この姿は少しばかり刺激が強すぎたらしい。

　ダムーが詰問している男も、キャサリンが銃を向けている男も恐慌状態に陥って、反射的に暴れて喚わめき出そうとしたので、ダムーは舌打ちして二人を当て落とした。

　大きな白い姿が不意にぼやけたかと思うと、黒い髪を垂らした少年の姿に戻る。

　ダムーは男たちの服を乱暴に引き裂き、それを縄代わりに使って男たちの手足を縛りあげ、猿ぐつわまで嚙かませて林の中に放り込んだ。

　キャサリンも手伝ったが、実に素早い手際である。

　作業が済むと、ダムーは男たちが走ってきた方向に足を向けた。

　もちろんキャサリンも後に続いた。

　二本の足で走っても、ダムーの脚力は折紙付である。長い距離を走られたらキャサリンなどあっという間に置いていかれただろうが、幸い目的地は極めて近かった。

　家の裏手に箱形の大きな馬車が二台、並んで止まっていたのである。

　男が一人、見張りに残っている。

　ダムーはまさしく疾風のように迫ると、男にはものも言わせず、その喉のどを鷲わし摑づかみにした。

　鷹たかの鋭い爪つめが獲物をがっちり捕らえたような感すらあった。

　そうして獲物を捕まえたまま、ダムーは空っぽの馬車の中に顔を突っ込み、ちょっと空気を嗅かいだだけで顔をしかめた。

「間違いねえな。ついさっきまで《獅子》が乗ってたはずだ。どこへ行った？」

「し、知らねえ……！」

　男の両手は自由だったが、もう抵抗するどころではない。喘あえぎながらも必死に首を振ったが、ダムーは獰猛に唸って腕に力を込めた。

「途中で降りた奴がいるはずだ。そいつはどこへ行ったと訊きいてるんだよ」

　絞め殺される恐怖感に男はますます悲痛に呻いた。

「あ、あいつならさっき馬車から飛び降りたんだ……！」

「飛び降りた？」

　意外な言葉にダムーは訝いぶかしげな顔になったが、男の様子からすると噓ではないらしい。

　追いついたキャサリンにも男の悲鳴は聞こえていた。慌ただしく問いかけた。

「どの辺で飛び降りたのです？」

　厳しく問い質す相手がほんの少女なので男は眼を剝むいたが、キャサリンはかまわなかった。

　腰の拳銃に手を掛けながら、もう一度問いかけた。

「いつ、どこで降りたのです？　そもそもその人はどうして飛び降りたりしたのです？」

「知らねえ……噓じゃねえよ！　こっちが訊きたいくらいだ！」

「予定外の行動だったということですか？」

　男は救われたような顔つきで頷うなずいた。

「あなたはコルテス家の家来ですか？」

　今度はその名前に仰天して眼を剝いたところを見ると、違うらしい。

　ダムーが締め上げると、男は簡単に口を割った。

　この男も、カレラス家に侵入しようとした男たちも、ミロの下町を根城に博ばく打ちと酒でその日暮らしを送る顔なじみだという。無論、定職に就いている者など一人もいない。金になるなら何でもやるならず者の一団というわけだが、昨夜、その七人にさっき馬車から飛び降りた男が声を掛けてきたのだという。

　この家の夫婦をさらうのを手伝えば、一人につき金貨五枚をやると男は言ったそうだ。

　馬も馬車もこちらで手配すると言われ、七人は勇んでここまで来たらしい。

　それなのに、その言い出しっぺの男が村へ入る直前になって、

「おまえたちは先に行って夫婦をさらって来い。──後でこの場所で落ち合おう」

　急にそんなことを言い出して、走り続ける馬車から飛び降りてしまったというのだ。

　男たちはさすがにどうするか迷い、いったん馬車を止めて相談したが、前金として既に金貨二枚を受け取ってしまっているし、残金にも未練があったので、ここまで来たのだと話した。

「なあ、コルテス家ってどういうことだ？　この件に八はつ家けが絡んでるのか!?」

　ダムーはそんなことを逆に訊いてくる男にも当て身を入れて気絶させた。

　縛り上げて猿ぐつわを嚙ませてしまうと、ダムーはまた空気の臭いを嗅いでいる。

　しばらく鼻をうごめかせて、独り言のように呟いた。

「いるな。二匹以上だ。──けど、だいぶ遠いぜ」

「行きましょう。居場所だけでも突き止めなくては」

　キャサリンが言うと、ダムーは面倒くさそうに裸の肩をすくめた。

「そんな必要があるのかよ。何でか知らないが逃げ出したんならもういいじゃねえか」

「だめです。ちっともよくありません」

　金茶色の頭を振って、きっぱりと言ったキャサリンだった。

「ダムーさんはご自分やご自分のお仲間の強さを過小評価しすぎていますわ。襲ってくるのが人間だけだとわかっているならわたしもこんなことは言いません。それなら人間相手の方法で充分対処できますもの。ですけど相手が異種人類では人間のやり方は通用しないんです」

　ダムーは苦い息を吐いて頭を搔かいた。

　キャサリンの言い分が正しいことは彼にもわかっていた。

　異種人類を前にした時──特に夜間に相対した時、人間はまったくの無力なのだ。

　ましてや相手は《獅子》である。対処法さえ知っていればそれほど厄介な相手ではないが、攻撃能力だけを問うなら間違いなく異種人類の中でも一、二を競う種族だ。

　キャサリンはダムーを見つめて熱心に言った。

「戦ってくれとは言いません。悪者の《獅子》の居場所をギデオン伯爵さまにお知らせすれば、あとのことは伯爵さまがなさるはずです。だから居場所だけ突き止めてください。そうしたら、ダムーさんにはお腹がはち切れるほどご馳ち走そうすると約束しますから」

「しょうがねえ……。乗んな。空から探すぞ」

　地面に手をついたダムーは再び見事な純白とブルーの毛皮を纏まとい、キャサリンを乗せて空に舞い上がった。







　　32







　馬車から飛び降りた男は必死になって走っていた。

　その顔は確かに、楡にれの木屋敷でダムーたちと遭遇した《獅し子し》の男である。

　男が急に馬車から飛び降りた理由は、走り続ける馬車に乗っていてもわかるほどただならぬ気配を感じたからだった。

　同時に決して無視できない──忘れることのできない匂いを男の鼻は感じ取っていた。

　首の後ろの毛がざわりと逆立った。

　あれこれ考える余裕など一瞬で消え失せた。

　男はまさに反射的に──本能的に行動に移っていたのである。

　死に物狂いで林の中を走りながら何度も後ろを振り返る。

　その顔には焦りと恐怖がある。

　見えない何かに追い立てられて男は雑木林をひた走り、その林が途切れる草むらまで来て、ようやく立ち止まった。

　そこは既にチンジョン村からはかなり離れていた。

　辺りに人ひと気けはまったくない。一面の草むらに雑木林が点在しているだけの野原である。

　男は息を切らしながら走ってきた方向を振り返り、立ちつくして動かなくなった。

　ややあって、林の中から悠然と現れた人影がある。

　腰まで流れる見事な金髪が月明かりに照らされて光っている。

　ギデオン伯爵だった。

　伯爵も自分の足で走って男を追ってきたはずだが、こちらは息も切らしていない。最初から長距離を追うつもりで、速度を調節して走っていたからだ。

　立ち止まった男を見て、伯爵はすっと眼を細めた。ゆっくりと男に歩み寄っていく。

　男は動こうとしない。気味の悪い眼でじっと伯爵を見つめている。

　その男を見つめる伯爵の眼にも危険な光があった。

　三メートルほど距離を残したところで足を止めると、伯爵は低い声で言った。

「ミロのコルテス屋敷が見張られていることにも気づかず、のこのこ現れたのが貴き様さまの不覚だ。──一族の恥め。観念するがいい」

「それはどうかな？」

　伯爵を恐れて逃げたはずの男が急にふてぶてしく、にやりと笑った。

　男は今、伯爵を前にして風下にいる。だからわかる。

　この相手は単独で自分を追ってきた。

　他に仲間はいないと確信して、男は大声で吠ほえた。

　叫んだのではない。深夜の空気を揺るがしたそれは明らかに獅子の咆ほう哮こうだった。

　異種人類の《獅子》は通常、遠吠えで仲間を呼んだりすることはない。

　だが、今の咆哮は間違いなく仲間への呼びかけだった。

　男は闇雲にここまで逃げてきたのではなかった。ちゃんと理由があったのだ。

　ここが集合場所だったのだ。

　この男はコルテス家から残りの金を──薔ば薇ら屋敷に向かった男は依頼主から金を受け取り、他の仲間とこの場所で落ち合う手て筈はずだったのである。

　集まるのは明日の夜の予定だったが、この先の林に今は使われていない木こり小屋がある。

　他の仲間たちは既にそこに到着しているはずだった。

　はたして男の咆哮に応こたえるように、男の背後の林で動きがあった。

　同じような牧童の服装をした男が二人、のそりと現れた。

　二人とも既に同じ匂いを感じ取っていたのだろう。用心した足取りで現れたが、伯爵の姿を実際に認めると、その顔がたちまち険しくなった。

《獅子》という種族は決して俊敏とは言えない。しかし、この時の反応は実に素早かった。

　最初に逃げてきた男の左右に位置して、伯爵に対たい峙じする態勢をとった。

　伯爵は苦々しい顔になり、吐き捨てるように言ったのである。

「愚か者めが……。わたしが誰かわかっていて、それでも牙きばを剝むくか」

「どっちが愚かだ。いくらあんたでも一人で俺たちを相手にできると思うのか」

　逃げてきた男があくまで挑発的に言えば、林の中から現れた一人は露骨な不満の顔になって、伯爵をなじるように言った。

「そもそも、なんだってあんたが出てくるんだ？」

　もう一人もこの台詞せりふに便乗して力強く頷うなずいた。

「そうとも。俺たちは掟おきてに触れることは何もしていないぞ。仲間に手を掛けたわけでもない。里を荒らしたわけでもない。あんたに粛清される覚えはない」

　堂々と言ってのける。

　伯爵は金色の眼を爛らん々らんと光らせて、低い唸うなり声を洩もらした。

　要するに、この連中は人間社会の法律を守る必要など、かけらも感じていないのだ。

　ここは自分たちの世界ではないと、だから何をしてもいいのだと。仲間以外の生き物を多少傷つけても、そのことで利益を得ても、それがどうしたというのだと。

　所しよ詮せんはよその世界の出来事であり、自分たちの仲間には何の関係もない話ではないかと。

　それは異種人類の領域に乗り込んで異種人類を傷つける人間の言い分とまったく同じだ。

　自分たちが忌み嫌う生ステきロタ物イプと同じことを主張し、同じことをやっている。

　まったくもって言語道断の所行だった。よりにもよって身内からこんな不届き者を（それも複数！）出したとあっては、恥さらしもいいところだ。

　伯爵は深い息を吐き、ことさら口調を落ちつかせて言ったのである。

「無形種を好きになれとは言わない。その必要はない。だが、好きになれない以上、彼らには関わるなと、人間社会にも決して立ち入るなと通達したはずだ。──それは聞いているな？」

　三人はちょっとたじろいだものの、ますます反抗的な態度になって口々に言った。

「確かに聞いた。聞いたことは認めるが……」

「意味のない通達だ。そんなものを守らなければならない理由がわからない」

「ここには金というものがある。それでうまいものや珍しいものが手に入る。俺たちはここで金を稼いでいるだけなのに、それの何が悪いんだ？」

　人間社会は金の唸る市場であり、金を払う人間は都合のいい出スポ資ンサ者ーであり、誘拐や人殺しを引き受けることは単なる出稼ぎだというのである。

　伯爵の吐息はますます深く、重たくなった。

　内心では激しい怒りとともに強い軽けい蔑べつも感じていたが、表向きはあくまで冷静に言った。

「嘆かわしい限りだ。これでは我らの掟を無視する無形種を迂う闊かつに非難することもできん」

　伯爵にあくまで退く気がないのを知って、男たちも緊張して身構えた。

　最初にここまで逃げてきた男が、ゆっくりと不気味な声で言う。

「手を引いたほうが身のためだぞ。一対一であんたに勝てる奴はいない。だが、今のあんたに勝ち目はないんだ」

「さて。それはやってみなければわかるまい」

　伯爵はあくまで悠然と答えて、黒羅ら紗しやの上着を脱ぎ捨てた。

　男たちも同じようにした。伯爵から眼を離さずに帽子を取り、靴を脱ぎ捨て、ネルシャツを脱ぎ捨てる。

　ここまで来た以上、言葉は不要だった。戦って勝ったほうの理屈が通るのだ。

　それはよくわかっていたが、伯爵は最後に短く訊きいた。

「おまえたちの仲間は他に何人いる？」

　男たちは答えなかった。

　伯爵の眼の前で三人の男がみるみる姿を変える。

　気の弱い人間なら腰を抜かしてしまいかねない眺めだった。

　一頭だけでも大変な迫力を誇る雄の獅し子しが三頭、ずらりと並んだのである。

　先程の《獅子》の咆哮を聞きつけた白い獣が飛んできたのはちょうどこの時だった。

　林の中にある野原は遠目からもよく見えた。獣の背中にいたキャサリンは三人の男が獅子に変化するところを見て息を吞のんだが、三頭は明らかに一人に襲いかかろうとしている。

　キャサリンは彼らの頭上にいる。おまけに夜だ。顔までは見分けられなかったが、今まさに服を脱ぎ捨てた男の人の背中を覆う長い金髪──あの特徴的な髪を見間違えるはずはない。

「伯爵さま！」

　キャサリンが叫んだ時には、伯爵も人のかたちを留とどめてはいなかった。

　そこにいたのは、月の光を浴びて身体も鬣たてがみも金色に光り輝く見事な獅子だった。

　一方、三頭の獅子は血も凍るような咆ほう哮こうを上げて、その一頭に襲いかかったのである。

「ダムーさん！　降りてください！」

　叫んだキャサリンだが、白い獣は野原の上を旋回するだけで降りようとはしなかった。

「《獅子》同士の喧けん嘩かだ。いわば身内の諍いさかいだぜ。だったら他人は口出し無用だ」

「ですけど！　三対一です！」

　伯爵（だと思われる）獅子は三頭を相手に奮戦している。一瞬たりとも足を止めず、背後を取られることを巧みに避け、太い前肢を振り上げて飛びかかってくる三頭を払いのけているが、キャサリンは気が気ではなかった。

　はらはらしていると、もう一頭の獅子が林の中から走り出て来た。

　これで三対二の戦いになるのかと思いきや、なんとその一頭は三頭を相手に激しく立ち回る一頭の背後から飛びかかったのである。

　この不意打ちに孤軍奮闘していた獅子が怒りの咆哮を上げた。

　それと同時に、白い獣の背中でキャサリンは腰の拳けん銃じゆうを引き抜いていた。

　何と言われようと、もう黙って見ていることなどできない。

　地上に向けて一発撃ち込んだ。

「おい！」

　突然の衝撃に驚いて白い獣が振り返る。空を飛びながらそんなことをしたものだから大きくバランスを崩した。慌てて羽ばたいた。

　普段の彼なら難なく体勢を立て直しただろう。しかし、今はいかんせん疲れすぎ、なおかつ腹が減りすぎていた。しかも背中にキャサリンという荷物を乗せている。

　危うく墜落しそうになった白い獣は無理して上昇するより降りたほうが安全だと判断した。

　体勢を崩しながらも獅子たちの戦いに巻き込まれないよう、野原の外れ、ほとんど林の中に墜落するように着陸した。

　地面に降りたとたんに巨大な白い獣は消え失せて、元の黒髪の人の姿に戻っている。

　ダムーはそのまま力尽きて地面に座り込んでしまったが、キャサリンは違った。

　着地の衝撃から立ち直ると、すかさず銃を抱えて飛び出した。

「相変わらず、とんでもないお嬢さんだぜ……」

　へたり込んだダムーは呆あきれたように呟つぶやいた。

　一方、五頭の獅子たちも突然の銃声にびっくりして硬直したが、それも一瞬である。

　キャサリンが飛び出した時、五頭は再び野原を縦横に使って激しい戦いを繰り広げていた。

　そのうち一頭が息を荒くしながら猛然と吠ほえる。

「下がれ！　ミス・ウィンスロウ！　あなたの来るところではない！」

「いやです！」

　キャサリンも叫んだ。

「四対一ではありませんか！　お味方します！」

「邪魔だ！」

　伯爵の声が容赦なく吠える。

　空気をびりびり震わせるその声も、間近で見る五頭の獅子も、恐ろしくなかったと言ったら噓になる。それでもキャサリンは退ひかなかった。

　歯を食いしばって、崩れそうな足を支えるために木に背中を預けて、銃口を持ち上げた。

　そんなキャサリンを見て、伯爵ではない声が嘲あざ笑わらった。

「引っ込んでいろ。ステロタイプの娘に何ができる？」

　別の声も馬鹿にしたような口調で言ってきた。

「その鉄砲で誰を撃つんだ？　俺たちを見分けることもできないくせに」

「できますとも！」

　キャサリンは語気も荒く断言した。

「あまり見くびらないでくださいな！　そのくらい一目瞭りよう然ぜんですわ！　あなたたちの中で一番立派な方が伯爵さまです！」

　まさにその一番立派な獅子が驚いたようにキャサリンを振り返った。

　キャサリンは大きく息を吐いて頷うなずいてみせた。

「伯爵さま。誓ってお邪魔は致しません。ですけど、四人で一人を襲うなんて、この人たちは卑ひ怯きよう者です。卑怯者のやり方に合わせてやる必要などありません。伯爵さまはどうぞ一人ずつ片づけてください。その決闘の邪魔をする者はわたしが止めます」

　眼を丸くする獅子というものをキャサリンは初めて見た。

　よほど度肝を抜かれたらしく、その一頭はまじまじとキャサリンを見つめて動かない。

　足を止めてよそ見をしている獅子の横から別の二頭が飛びかかろうとしたが、それを見逃すキャサリンではなかった。立て続けに引き金を引いた。

　最初から当てるつもりはない。威い嚇かく射撃だが、キャサリンの銃の腕前は確かなものだ。

　弾は正確に二頭の鼻先をかすめ、二頭とも悲鳴を上げて飛び退のいた。

「動かないで！」

　伯爵の獅子以外の四頭を同時に狙うのはさすがに難しい。

　キャサリンは獅子から獅子へと素早く眼を走らせながら、凜りんとした声で言った。

「あなたたち異種人類の作法は知りませんが、決闘は一対一で行うものです！　大勢で一人に襲いかかるなんて、情けない！　恥を知りなさい！」

　年端もいかない少女に憤然と叱りつけられて、今度は四頭が愕がく然ぜんとした。

　伯爵の獅し子しだけが太い声で高らかに笑った。

　その笑い声も消えやらぬ間に体勢を整え、近くにいた一頭に飛びかかった。

　一対一なら伯爵の獅子のほうが優勢なのは明らかだ。他の三頭は仲間を助けるべく、慌てて駆け寄ったが、とたんキャサリンの四十四口径が火を噴いた。

　三頭の足下に鉛玉が次々に撃ち込まれる。

　まさに正確無比の射撃であり、足止めだった。

　しかし、身体に当てることは避けたのだから、どの獅子も無傷である。

　弾を撃ち尽くしたキャサリンは素早く弾倉を開き、腰のガンベルトから実弾を引き抜いたが、神業のような手際のよさを発揮しても、弾を込めるにはどうしても時間が掛かる。

　その隙を狙って二頭の獅子がキャサリンに迫った。

　先にこの邪魔者を片づけようとしたのだ。

　キャサリンにも弾込めの最中が狙われるのはわかっていた。林の中に逃げ込もうとしたが、獅子の動きはキャサリンの予想より遥はるかに速かった。

　あっと思った時にはもう二頭が眼の前だったのである。

　巨大な顔が間近に迫った時はさすがに息を吞のんだ。爛らん々らんと光る眼、大きな口から覗のぞく鋭い牙きば、生臭い呼気までが皮膚を貫くようだった。

　その凄すさまじさには足が竦すくんだ。実弾を取った指まで硬直して動かなくなった。

　立ちつくしたキャサリンの腕を背後からダムーが摑つかんで引っ張ったが、同時にキャサリンの眼の前に巨大な人影が降ってきたのである。

「ぎゃあっ!!」

　野太い悲鳴が上がった。

　キャサリンを襲おうとしていた獅子が鼻先を傷つけられて、慌てて飛び退いたのだ。

　空から降ってきた人は片手に槍やりを握っていた。その槍先が獅子を撃退したのだ。

　それは恐ろしく大きな人だった。

　身長は優に二メートルはあるだろう。背が高いだけではない。肩は広く、腕は太く、まるで壁が立ちはだかったようだった。

　見るからに筋骨たくましい男の人の身体なのに、真っ黒な髪が腰まで流れている。

　上半身は裸だ。下半身もほとんど剝むき出しだ。腰の辺りをかろうじて覆っているだけだが、その姿の何と堂々として威厳に満ちていることか。

　立派な体格もさることながら、何といってもキャサリンの度肝を抜いたのは、その人が広い背中に巨大な鳥の翼を持っていたことだ。

　ダムーのような白い翼ではない。《隼はやぶさ》のマーシアがこんな姿でいるのを見たことがあるが、もっと大きくて強そうな猛もう禽きん類の翼だ。

　振り返ってキャサリンを見下ろしたのは壮年の男の人の顔だった。

　鋭い眼まな差ざしはあくまで理知的に煌きらめき、顔立ちは厳しいながらも端整を誇っている。

　浅黒い顔と、裸の胸や腕を色鮮やかに飾っているのは刺青いれずみか、それとも塗ペインテ料イングだろうか。

　男の人のこんな化粧を見るのは初めてだったが、その化粧はこの人の肌色と見事な体つきに実によく映り合い、桁けた外れの威容をさらに際立たせている。

　キャサリンはもう声も出なかった。

　弾込めも、助けてもらったお礼を言うことも忘れて呆あつ気けにとられてその人を見上げていると、野原のほうで形態変化した伯爵が唸うなった。

「手出し無用と言ったはずだぞ」

　言葉は文句だが、声の調子は苦笑に近い。

「致し方ない。無形種のお嬢さんに戦わせて、わたしが見物しているわけにもいかぬ」

　褐色の巨人が答える。こちらも笑いを含んだ口調だが、その声を聞いたキャサリンは衝撃のあまりひっくり返りそうになった。

「ドーザさま!?」

「いかにも」

　そう言ってキャサリンを見下ろした眼は鷲わしの姿でいる時と違って黒い。

　ゆっくりと微笑を浮かべて言った。

「友人の味方をしてくれて感謝する。だが、あなたはもう下がって眼を閉じていなさい」

　反射的に頷うなずきながらも、キャサリンは茫ぼう然ぜんと問い返した。

「どうして、眼を？」

　片手の槍をかざして『鳥の人』は言った。

「これは友人の戦いだ。わたしはあくまで助太刀だが、連中次第では血が流れることになる」

「──そういうことでしたら、お気遣いなく」

　その言葉はほとんど無意識に口から出た。

「わたしも銃を使う人間ですから、血を見て悲鳴を上げたりは致しません。お邪魔でなければ、ドーザさまと伯爵さまの戦いぶりをここで見届けさせていただきます」

　鳥の人はおもしろそうに笑った。

「それでは《鷲》のドーザの槍の舞をご披露するとしよう。獅子四頭が相手では役不足だが、無形種にお目にかけるのはこれが初めてだ」

　身の丈二メートルの巨人が背中の翼を広げたところはまさに圧巻だった。

　ふわりと宙に舞い上がり、野原の端に着地した。

　これで四対二の戦いになったわけだが、槍の舞と言いながら鳥の人は動こうとしない。

　片手に槍を握った姿勢で銅像のように立ちつくし、厳しい眼差しで獅子五頭の激しい戦いを見守っている。黙って見物しているだけでも、その存在感たるや大変なものだった。

　一方、ドーザの出現に四頭の獅子は明らかに狼ろう狽ばいしている。

　そのうち一頭が怖おじ気けづいたのか、じりっと後ずさりして逃げようとした時だ。

　大きな羽ばたきとともに鳥の人の巨体が空に浮いたかと思うと、あっという間にその獅子の前に舞い降り、着地と同時に槍を一いつ閃せんさせていたのである。

　その槍先の鋭さ、凄すさまじさときたら尋常のものではなかった。

　離れたところで見ていたキャサリンが思わず身体を竦すくませ、息を吞のんだくらいだ。

　やろうと思えば獅子の胴体を一刀両断にできただろうが、ドーザはそうはしなかった。

　斬りそこなったのではない。わざと斬らなかったのだ。

　その槍先は獅子の鬣たてがみを一房切り落とし、逃げようとした獅子は悲鳴を上げて飛び退き、野原の真ん中に追い返されたのである。

　キャサリンがほとほと感心して見ていると、足下からダムーの声がした。

「あの図体でよくまあ身軽に浮くもんだ。感心するぜ」

「ダムーさんは人のことは言えませんわよ」

　いつの間にか、ダムーは木の下に悠然と座り込んでいた。

　すっかり見物する姿勢である。

　キャサリンも身体から力を抜いていた。一応、弾を装そう塡てんしていつでも撃てるようにはしたが、キャサリンがやろうとしたことを今はドーザがやっている。

　ただし、複数の獅子が伯爵一人に襲いかかるのを止めるのではなく、この決闘の場から逃げ出そうとするものを足止めすることに徹している。

　結果的に、野原では伯爵の獅し子しと他の獅子との戦いが続いている。

　こうして見比べてみると、同じ獅子でもずいぶん違うとキャサリンは思った。

　たとえば、馬に馴な染じみのない人は、馬の顔などみんな同じで区別がつかないと言うだろうが、馬をよく知っている人にとってこんなとんでもない話はないのだ。

　馬にもちゃんと美醜というものがある。醜いと言っては馬に気の毒だが、顔や姿の際立って美しい馬と、あまり見栄えのよくない馬というのは実際にいる。

　同じように獅子にもとびきり美しいのと、そうでないのがいるらしい。

　鬣たてがみの豊かさと、体つきの美しさで、伯爵が一番立派だとキャサリンは無意識に言ったのだが、それだけではない。

　誰がどう見たって伯爵さまが飛び抜けてハンサムだわと、冷静に判断した。

　加えて強い。桁外れに強い。金色の獅子は一対一なら完全に他の獅子を圧倒している。

　四頭とも戦意喪失しているが、逃げようにも人の姿に翼を生やした《鷲》がそれを許さない。

　一早く反応して先回りをする。強い羽ばたきが褐色の巨体を難なく持ち上げ、すべるように空中を移動し、容赦のない槍を振るう。

　あの大きな翼が邪魔にならないのかと不思議に思うくらいの戦いぶりだった。

　何とも言えない吐息を洩もらしてキャサリンは言った。

「こんなに『鳥の人』が強いなんて……知りませんでした……」

「全部が全部じゃねえけどな」

　ダムーが笑った。

「力の強さなら《獅子》のほうが断然上だ。ただ、俺も実際に戦うとしたら槍やりに慣れた人型の《鳥》のほうが遥はるかに厄介だと思うぜ」

　黒髪の若者は眼の前の戦いを興味深げに眺めている。

「連中は飛べるからな。しかも恐ろしく眼がいい。槍に熟練した《鳥》の大軍が飛んできたら、図体のでかい獅子なんざ逃げ回ることしかできねえよ」

　それにしても──と、キャサリンは頭を抱える思いだった。

　今さらながら自分の迂う闊かつさに対する盛大な自己嫌悪が襲いかかってくる。

「よりにもよって、わたしはあの方にバスケットに入ってくれとお願いしたわけですか……」

「だからさ。言ったろ。俺でもできねえって」

　生真面目にダムーが答える。

　再度ため息を吐いて、キャサリンは眼の前の光景に見入った。

　こんなことって、あるだろうか。

　月明かりを浴びて金色の獅子が咆ほう哮こうを上げている。
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　その獅子を見守るように、金こん色じきの翼を背に持つ褐色の巨人が勇ましく立っている。

　不謹慎だとわかっていても、それは見事な美しい眺めだった。

　本当に神話の光景のようだった。

　ずいぶん長く見入っていたように感じたが、実際にはドーザが参戦してから決着がつくまで、ごく短い時間だっただろう。

　伯爵の獅子は文字どおり四頭を蹴け散ちらした。強烈な前肢の一撃が相手の顔を大きく打ち叩たたき、丈夫な毛皮を切り裂いて血ち飛沫しぶきを上げさせる。

　それ以上抵抗したら命まで奪われるのは明らかだった。四頭ともみっともない悲鳴を上げて許しを請うと、次々に人間の姿に戻ったのである。

　それを見届けて、伯爵の獅子は攻撃をやめた。

　ダムーと獅子との戦いがそうだったように、これが降参した証拠になるらしい。

　傷を負った四人は素す裸はだかで地面に蹲うずくまっているが、伯爵は形態変化を解こうとしなかった。

　まだ息を荒くしたまま、キャサリンのほうへのそりと歩いてきた。

　キャサリンも銃を腰に戻して進み出ると、金色の獅子に向かって頭を下げたのである。

「申し訳ありません。出過ぎた真似を致しました」

「いいや。あなたの勇気に礼を言う」

　巨大な獅子がまっすぐキャサリンの顔を見つめてくる。

　百獣の王にこれほど間近に接近されて平静でいられる人間はいない。

　キャサリンも鼓動が速くなるのを感じたが、獅子の眼には明らかな知性の光があり、それは確かにキャサリンの知っている伯爵の眼まな差ざしでもあった。

　その眼をやわらかく和ませて、金色の獅子は優しく言った。

「だが、もう帰りなさい。無形種のお嬢さんはとっくに寝ていなくてはいけない時間だ」

「はい」

　キャサリンも笑顔で頷うなずいた。

　ダムーを促す意味で視線を向けたが、彼は立ち上がろうともせずに唸うなっている。

「帰ろうにも、さすがに腹ぺこで動けねえよ」

「悪者たちの馬車がありますでしょう。あれを使わせてもらうのはどうでしょうか？」

「いいけどよ。チンジョン村まで歩いて戻るのか？」

　ダムーの台詞せりふとも思えなかったが、今はそれすらも億おつ劫くうらしい。

「もう一頑張りしてくださいな。少なくともミロまで歩くよりずっとましでしょう？」

　キャサリンはなだめるように言ったが、幸いその必要はなかった。

　ドーザが自分たちの馬車を提供しようと言ってくれたからである。

「もうじきここへやって来るはずだ。あなたたちはそれに乗って帰りなさい」

「ですが、それではドーザさまたちがお困りでは……」

「問題ない。我々がチンジョン村に止めてあるという馬車を拝借して戻ればいい。あの連中を入れれば結構な人数になるからな。ちょうどいい」

　人の姿に戻った獅子たちを見ながらドーザが言うと、金色の獅子がキャサリンに尋ねた。

「その悪者たちというのは、あの男と一緒にいた無形種のことかな？」

　キャサリンが答える前に、ドーザが頷いた。

「うむ。無形種の社会には関わらないのが我々の鉄則だが、あの《獅子》が関与している以上、黙って見ているわけにもいかぬのでな。跡をつけて、犯罪行為を働くようなら止めるようにと命じておいたのだが……」

　羽を生やした褐色の巨人は苦笑してキャサリンを見た。

「どうやら、出る幕をあなたに奪われてしまったらしい」

「わたしではありませんわ。あの悪者たちをやっつけたのはダムーさんです」

　そのダムーは相変わらずへたり込んだまま動こうとしない。

　金色の獅子と背の高い鳥の人を見上げて、困ったように肩を竦すくめて見せた。

「悪いな。族長二人を前に失敬だとは思うけどよ。とにかくもう腹が減って腹が減って……」

「族長？」

　キャサリンが驚いて問い返すと、ダムーのほうが眼を丸くした。

「違うのか。《鷲》の族長のドーザが直々に手を貸すってことは、そっちは《獅子》の族長のシルヴァじゃねえのか？　俺は《ごちゃまぜ》のダムー」

　いささか遅れてダムーが自己紹介すると、ドーザはダムーが変身した姿を見ていたらしく、笑って頷いた。

「やはりな。そうではないかと思った。あの姿は純血種にはあり得ないものだからな」

「ふむ。わたしは残念ながら見損なってしまったな」

　金色の獅し子しも笑ってキャサリンに眼を向けた。

「ミス・ウィンスロウ。あなたの勇気と厚意に敬意を表する意味であらためて名乗るとしよう。わたしの本当の名は《獅子》のシルヴァという。この度はわたしの同族が──あれらを同族と認めるのも腹立たしいくらいだが、ご迷惑を掛けた」

「もう一人、デル・サピオの薔ば薇ら屋敷に捕らえてありますが、どうなさいますか？」

　キャサリンが言うと、獅子は眼を見張り、大きな口を開けて楽しげに笑った。

「あなたは実に見上げたお嬢さんだ。すまないが、それはしばらく預かっていてくれるかな。これで全部かどうかを聞き出した上で引き取りに参る」

　林の中から車輪の音が近づいてきた。

　箱形の馬車の馭ぎよ者しや席に男の人が二人、並んで座っている。

　一人はコーネリアスだったが、もう一人は見たことのない人だった。

　ドーザと同じように上半身裸で、よく似た浅黒い肌をしている。黒い髪を肩まで流した人は身体こそ大きいが、まだ若い。キャサリンといくつも違わないように見えた。

　初めて会う人でもそれが誰かは明らかだった。

　馬車を降りて歩いてきたその人に、キャサリンは笑顔で話しかけたのである。

「あの時の鳥さんですか？」

　たくましい若者ははにかんだように微笑むと、キャサリンに向かって一礼した。

「その節は命を救っていただいたのに、お礼も申し上げずに失礼しました。《鷲わし》のドーザの息子のガルーシャです」

「よかった。すっかりお元気になったんですのね」

　コーネリアスはキャサリンを見て苦笑することしきりだった。

　いつもの悪戯いたずらっぽい口調で話しかけてきた。

「あなたたちが縛りあげた人間はそのままにしてきましたが、それでよかったですか？」

「はい。カレラス家に押し入るのさえやめさせれば、放っておいても害はないと思います」

　四人の《獅子》の処遇を伯爵やドーザと話し合った結果、コーネリアスと獅子の姿の伯爵が見張りとして残り、ガルーシャは背中に翼を生やして父親と一緒に空を飛んでいった。

　それを見送って、キャサリンはダムーと一緒に馬車の馭者席に乗り込んだ。
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　三日後、ミロの王宮で皇太子の即位式と戴たい冠かん式しきが執り行われた。

　どちらも他の国なら官民一体となって大々的に行われる式典だが、このエルディアでは通常、民衆には非公開の儀式である。

　当日になっても、一般市民は新しい国王が今日誕生することも知らず、町の様子もいつもとかわらず、穏やかなものだった。

　そんな中、キャサリンはミロの王宮を訪ねていた。

　戴冠式当日に外国の民間人が約束もなく王宮に入りたいと言っても、許されるわけがないが、キャサリンは皇太子に面会を求めたのではない。

　イサベルの叔母である先代マラカムのマリアに会いたいと申し入れたのだ。

　この人は今の王宮ではまったく何の力もない。忘れ去られた人である。

　今日の戴冠式にも出席することはないはずだった。

　エリオット卿きようの名前を出したこともあって、キャサリンはすんなりと王宮の中へ通された。

　まだ若い取り次ぎの人が、広大な王宮の一角にあるマリアの部屋まで案内してくれる。

「バナディスのキャサリン・ウィンスロウさまがお越しです」

　その呼びかけに応こたえて扉が開き、中年の侍女が出てきた。

　無言でキャサリンを部屋の中に迎え入れる。

　そこは小さな控えの間になっていた。扉を入ってすぐ先にもう一つの扉があり、壁に沿って椅子が二脚並んでいる。

　キャサリンが一人で椅子に腰を下ろして、しばらく待っていると、侍女が戻ってきた。

「お方かたさまがお目にかかります。──こちらへ」

　通されたのは瀟しよう洒しやなつくりの居間だった。

　前に見た居間のように豪華でこそないが、趣味のいい装飾に飾られている。

　居間の左右にも扉があった。開いていて奥が見渡せる。かなりの広さがありそうだった。

　この居間の他にもマリア自身の個室や寝室、侍女の部屋、さらには厨ちゆう房ぼうや浴室も備えられているらしい。前国王のこの人への愛情の深さがこんなところからも窺うかがえる。

　マリアは依然として喪服に身を包んでいたが、笑顔でキャサリンを迎えてくれた。

「まあ、キャサリン。嬉うれしいこと。よく来てくれました」

「お忙しいところ、お時間を割いてくださってありがとうございます」

「かまいませんよ。わたしはもう、ちっとも忙しいことはないのですから」

　笑った口調は寂しさを感じさせるものではなかった。

　むしろ、さばさばしたものだ。

　キャサリンは勧められた椅子に腰を下ろして、マリアと向き合った。

「父から聞いて初めて知りましたが、今日が殿下の戴冠式なのだそうですね」

「そうですよ。本殿の礼拝堂で行われているはずです。お式が終わった後は、こちらへも顔を出してくださるそうですから、あなたもお祝いを述べてさしあげてくださいな」

　さっきの侍女がお茶を運んできた。

　茶器と茶菓子を並べて下がっていく。

「どうぞ、召し上がれ。サンチャのつくるお茶請けのお菓子はとてもおいしいんですのよ」

　しかし、キャサリンはお茶にも茶菓子にも手をつけようとせず、椅子に座った姿勢を正した。

「マリアさま、実は、今日は折り入ってマリアさまにお話があって参りました」

「まあ、どのようなお話でしょう？」

「コルテス家のフェルナンドは実は女の子なのです」

　茶器を持ったマリアの手が止まった。

　この人の生まれ育った環境は滅多なことでは感情を面おもてに出さないように教えているだろうに、今のマリアの顔には大きな驚きがあった。抑えきれない衝撃に喪服の胸が大きく上下する。

　キャサリンはそんなマリアをまっすぐ見つめて頷うなずいた。

「本当のことです。コルテス公爵はそこまで血迷った真似をして王座を摑つかもうとしたのです。今頃は父を通して即位された陛下にもその事実が伝わっているはずです」

　先代マラカムのマリアは身体の強こわばりを解き、深い息を吐いた。

「そう……ですか。驚きました。まさか、女の子を……」

「そうです。ですから──マリアさまのなさったことはすべて無駄だったのですわ」

　決めつけるようにキャサリンは言って、侍女が去ったほうに眼をやった。

「あの侍女はマリアさまがご実家にいる頃から、マリアさまに忠実に仕えていたと聞きました。ちょうどわたしとニーナのように、身分は違ってもマリアさまにとってはもっとも信頼できる友であり、腹心の部下でもあると伺っております」

「…………」

「彼女の名前はサンチャ・トーレス。──そうですね？」

「…………」

「ご実家のマラカム家の人は誰も知らないことですが、彼女には母親の違う弟が一人います。アントニオ・ペルナスというその弟も苗みよう字じの違う異母姉がいることを周囲に隠し通して、高等教育を受け、大学を卒業後、フェルナンドの家庭教師としてコルテス家に雇われました」

「…………」

「すべてわかっているのです。アントニオがフェルナンドをそそのかして闘技場に向かわせたことも、サンチャが異種人類の男にフェルナンドの暗殺を命じたことも、それをやらせたのがマリアさまだということもです」

「…………」

「どうしてそんなことをなさったのですか。フェルナンドは──あの少女は殿下のお子です。その殿下はマリアさまが愛しておられたルシウス一世陛下のお子さまではありませんか！」

　声を荒らげたキャサリンに、先代マラカムのマリアは微笑した。

　顔は笑っている。慈愛に満ちあふれた表情を浮かべる聖母像をそのまま肉体に移したように、この上なく優しい微笑を浮かべている。

　しかし、その眼に澱よどむ暗い光をいったい何と形容すればいいのだろうか。

　その視線だけでキャサリンの身体をがんじがらめに縛り上げ、マリアはゆっくりと低い声で言ったのである。

「憎い、憎い、殺しても飽き足らない女の産んだ子どもです」

「…………」

「わたしはルシウス一世のお子を産めなかった。だから、お側に留まることを許されなかった。ルシウス一世はわたしを望んでくださったのに──そのわたしの代わりに、男の子を産んだというだけで、ただそれだけで──あの女が──エトヴァのマリアが王妃となったのです」

「…………」

「陛下はわたしを愛してくださいました。それだけが救いであり、生きる支えでもありました。それで充分だと──それ以上のことは望んではならないと自分に言い聞かせて、この三十年間、心から陛下にお仕えして参りました。それなのに……」

　震える声でマリアは言った。

「それなのに……わたしは陛下のご臨終にも立ち会うことを許されなかったのです。わたしが王妃ではないから──単なる愛あい妾しようでしかない女だからです」

　その時の無念がありありと蘇よみがえってくるのだろう。

　マリアは唇を嚙かみしめ、血の気が失せるほどきつく両手を握りしめたが、驚くべき自制心を発揮して立ち直った。肩の力を抜き、深い息を吐いて、窓の外に眼をやった。

「あの方の最期だけは、わたしが看取ってさしあげたかった……」

　十四歳のキャサリンには三十年という時間も、その間、この人とルシウス一世の間にどんな出来事があったのかもわからない。

　わかるのはこの人が全霊を捧ささげて、ひたむきにルシウス一世を愛していたこと。

　その思いが最後になって無惨に踏みにじられたことだけだ。

　入口のほうで小さな悲鳴がした。

　反射的に振り返ると、立ち竦すくんだサンチャが見えた。

　そして、そのサンチャの前に礼装に身を包んだアンネウス二世が立っていた。

　キャサリンは急いで席を立ったが、マリアは国王となった人を前にしても立ち上がろうとはしなかった。立派な姿の相手を見つめて抑揚のない声で言った。

「ご即位おめでとうございます、陛下」

「母上……」

　アンネウス二世はさすがに青い顔をしていた。

　しかし、その顔に浮かんでいたのは非難ではなく、責めなじるものでもなく、ただひたすら相手を哀れみ、痛ましく思う表情だった。

「母上……。父上はあなたを愛していました。心から愛する人であるあなたに、王冠も王子も与えてやれなかった。そのことをもっとも悔やんでいたのは他ならぬ父でした」

「知っていますとも。あの方のお心ならばわたしが誰よりよく知っています。ですが、それが何だというのです？」

　椅子に座ったまま自じ嘲ちようの笑いを浮かべたマリアだったが、ふと真しん摯しな表情になって言った。

「失敗したとはいえ、少女であったとはいえ、結果的に次期皇太子を殺害しようとしたのです。わたしは甘んじて死を受け入れましょう。ですが、国王陛下にお願い致します。サンチャには慈悲を与えてやってください。彼女はわたしに命令されて仕方なく動いただけです」

　そのサンチャが何か言いかけて吞のみ込んだ。

　新たな衣きぬ擦ずれの音がして、落ちついた静かな声が言った。

「もうよしましょう、アナベラ」

　アンネウス二世の後ろから現れたのは、つい先程までのエルディア王妃──息子が即位した今では皇太后となったエトヴァのマリアだった。

　息子の晴れの日のはずだが、この人も喪服を纏まとっている。

　瘦やせた顔には幾筋も深い皺しわが刻まれている。福々しい印象のマラカムのマリアとは違って、厳格な女学校の校長のような近寄りがたさを感じさせる人だ。

　まっすぐ背筋を伸ばし、厳しい眼でマラカムのマリアを見つめている。

「あなたを憎み、殺意を覚えていたのはわたくしも同じこと。この三十年、どれだけあなたを憎んだか、どれほどあなたがいなくなってくれればと思ったか、知らないはずはありますまい。あなたの存在があったからルシウス一世はわたくしを顧みてはくださらなかった」

　呪うような言葉とは裏腹に、皇太后の口調は不思議と穏やかなものだった。

　一方、マラカムのマリアは椅子に座ったまま、自分を嘲あざ笑わらうように挑戦的に笑い返した。

「それでもあなたは息子を得て王妃となった。三十年間、勝ち誇ってわたしを見下していた。比べてわたしはどうです？　どこまでも都合のいい、単なる愛妾としてしか扱われなかった」

「それは違います。アナベラ。愛妾など歯し牙がにも掛けない素振りを装いながら、あなたに強い敗北感を感じていたのはわたくしのほうです。確かにわたくしは王妃と呼ばれてはいましたが、あの方のお心はわたくしにはない。あの方はあなたのことしか見てはいない。いやというほどそれを思い知らされながら、王妃としての体面は調えなければならなかったのです」

　淡々と話しているが、それだけにこの人の深い苦悩と悲しみが伝わってくる。

　アンネウス二世も痛ましい眼を実の母に向けている。

　その痛ましさを顔に残したまま、新国王は眼を移してマラカムのマリアに話しかけた。

「母上。わたしが憎いのであれば、その憎しみをわたしに向けてくださればよかったのです。子どもには何の罪もないのに、なぜフェルナンドを亡き者にしようとしたのです？」

「あなたがコルテスのマリアと心を通わせていると知ったからです」

「…………」

「あなたが憎かったわけではありません。ただ、あの方は──あの方とわたしは互いに望んでいながら結ばれることはできなかった。わたしたちがあれほど苦しみ、血を吐くような思いをしたというのに、あなたが──レオノーラの産んだ子が愛する相手と幸せな結婚をする」

　平へい坦たんな声だった。

　内心の激情を微み塵じんも感じさせない、だからこそ不気味な声だった。

「それだけは許せなかった。それではあの方の──わたしたちの苦悩はいったい何だったのか、そう思うと、それだけはどうしても許せなかったのです」

　キャサリンは思わず眉まゆをひそめた。

　子どもが狙われた原因が自分にあると知ったアンネウス二世も深い吐息を洩もらした。

「それでは、もっとも罪深いのはわたしということになりますね……」

　自嘲の呟つぶやきを洩らして、エルディアの新国王は姿勢を正した。

「即位したら母上にもお話ししなくてはと思っておりました。わたしはコルテスのマリアとは結婚しません」

「当然でしょうね。フェルナンドが少女であるなら、他の四家の中から選ばなくては」

「いいえ。母上。わたしは子どもたちの母親の誰とも結婚するつもりはありません。わたしはスパーダのマリアと結婚します」

　これにはキャサリンも驚いた。

　それ以上にマリアは愕がく然ぜんとしたらしい。

　驚きよう愕がくもあらわに、思わず椅子から立ち上がった。

「何をおっしゃるのです。あなたが彼女を寵ちよう愛あいしていることは知っていますが、次期皇太子を持たない女との結婚は許されません。それでは掟おきてに背くことになります」

　アンネウス二世はゆっくり首を振った。

「母上……。聡そう明めいな母上ならばおわかりのはずです。今となってはその掟がすべての原因です。あなたの不幸も、ここにいる実の母の嘆きも、亡くなった父上のご無念も、わたしに五人もの庶しよ子しがいるという事実もです。もうそろそろ誰かが勇気を持って断ち切らなければなりません。わたしはスパーダのマリアを──カタリナを心から愛しています。王妃に迎えたいと思うのはあの人だけなのです」

「なりません！」

　先代マラカムのマリアは血相を変えて叫び、皇太后を振り返った。

「レオノーラ！　知っていたのですか！」

「いいえ。知りませんでした。わたくしも先程、初めて聞かされたのです」

「では、なぜ陛下をお諫いさめしないのです！　それこそが母であるあなたの務めであるはず！　国王としての第一歩をこんなことで躓つまずかせるおつもりですか！」

　奇妙なことにマラカムのマリアの悲鳴はアンネウス二世の身を案じているように聞こえた。

　アンネウス二世が幸せな結婚をするのが許せないと言いながら、今のマリアはそんなことは忘れてしまっている。即位した若い国王が掟を破ることによって苦境に立たされることを恐れ、そんな事態だけは避けなくてはと興奮している。

　それはまさに息子が自滅の道を歩もうとしているのを知った時の──息子を救わなくてはと必死になる母親の姿そのものだった。

　そんなマラカムのマリアに、アンネウス二世のもう一人の母親は穏やかに言った。

「アナベラ。お忘れにならぬよう。今はこの方が我が国の国王陛下です」

「…………」

「国王陛下のご決定です。二百年前、掟を定めたミカエル七世のご決定がそうであったように、わたくしは国王である息子の決定に従います」

「馬鹿な！　あなたともあろうものが何を馬鹿なことを言うのです！　嫡子を持たない国王がこの国で容認されると思いますか！」

　キャサリンは礼儀正しく大人たちの話を聞いていたが、正直なところ、これだけはさっぱりわからない理屈だった。顔には出さなかったつもりだが、皇太后はその心を見抜いたらしい。

　キャサリンを見て、厳しい表情をほころばせた。

「バナディスでは結婚直後の国王に嫡子がいないことなど当たり前であり、問題視されること自体がおかしい。──ミス・ウィンスロウがそう言いたそうにしていますよ」

　名指しされて飛び上がったキャサリンだったが、口は開かなかった。

　今は自分の出る幕ではないとわかっていたからだ。

　皇太后は何とも言えない眼でマラカムのマリアを見つめて、ゆっくりと言ったのである。

「アナベラ。ルシウス一世は、最期にわたくしに謝罪してくださいました」

「…………」

「愛せなくて、すまなかったと」

「…………」

「わたくしのことも、他のマリアのことも、誰も不幸にはしたくなかったのだと。それなのにどうすることもできなかった。すべては自分の不徳の致すところだと」

「…………」

「あのお言葉をいただいたことで、わたくしの三十年は救われたような気がします。幸福とは無縁の空しいばかりの歳月でしたが、無駄ではなかったのだと思えるようになりました」

「…………」

「あなたの眼には、今や国王となった息子を授かり、王妃の称号を与えられていたわたくしが勝者に見えるのかもしれません。ですが、あの方のお心は──それだけは──最後の最後までマリア・アナベラ・コンスタンシア・マラカム、あなたのものでした。他の誰のものでもない。ただ一人、あなただけのものだったのです」

　深い皺しわの刻まれた皇太后の目元がいくらか潤んでいるように見えた。

「あの方はあなたを王妃と呼ぶことができず、そのことで最後まで苦しんで亡くなられました。わたくしはあの方に愛されることがかなわず、それでも王冠に固執するしかありませんでした。──こんなことはもう終わらせるべきだと思いませんか？」

　マラカムのマリアの眼も潤み掛かっていた。

　それを自制して、マリアは諦あきらめたような大きな息を吐いてアンネウス二世を見た。

「時代は変わっていくもの……。それを見届けることができないのが残念と言えば残念ですが、わたしの罪状は明らかです。陛下。刑の執行をお願い致します」

　アンネウス二世は嘆かわしげに首を振った。

「母上、あなたはわたしを愛してくださいました。あなたが何と言おうと、あなたから受けた愛情を忘れることなどできません。わたしは今でもあなたをもう一人の母だと思っています。ですから、どうか誤解なさらずに聞いて欲しいのですが、これ以上、王宮にいることは母上のおためにはなりません。侍女ともども出家されることをお勧めします」

　母と慕っている人を死罪になどできるわけがない。

　とはいえ、罪状が罪状である。無罪放免にするのはむしろマリアのためにならない。

　アンネウス二世のそうした気遣いと判断を、マリアは敏感に察したようだった。

　穏やかな微笑を浮かべて、深々と頭を下げた。

「ご忠告に従います、陛下」




　マリアの部屋を出た後、国王は皇太后と短い話をして別れ、私室に戻った。

　その間、キャサリンは控えの間で待たされていたが、普通の服装に着替えた国王が現れると、周りに誰もいなかったせいもあって、我慢できずに問いかけていた。

「陛下はコルテスのマリアを大切な人だとおっしゃいました。あれは噓だったのですか？」

　アンネウス二世は微笑して首を振った。

「あなたが誤解するような言い方をしたことについてはお詫わびします。ですが、わたしは噓は言っていません。コルテスのマリアはわたしにとって本当に大切な人なのです。──なぜなら、彼女はわたしのもっとも信頼する友にして腹心の部下でもある男の妻になる人ですから」

「ご存じだったのですか!?」

「はい」

　穏やかに微笑むと、アンネウス二世は呼び鈴を鳴らして従者を呼び、馬車を用意するように言いつけてキャサリンを振り返った。

「わたしが思うところに進もうと決心した理由の一つに、コルテスのマリアが寄越した手紙があります。もう何年も前になりますが、彼女はパブロを愛するようになったことを包み隠さずわたしに打ち明けてきたのです」

　ただし──と、コルテスのマリアは手紙で続けたそうだ。

　これはあくまでも自分一人の精神的な不義であり、一方的な思いでもあり、パブロには何の罪もない。そもそもパブロが自分のこの思いを知っているかどうかすら定かではない。

　それでもパブロを慕うようになった以上、アンネウス二世と結婚することはできない。

　フェルナンドが後継者に選ばれたとしても、自分は殿下の妻となることをよしとはしないと、あのほっそりと華きや奢しやな人のどこにそんな度胸があったのかと思うほど堂々と述べて、願わくば不義の罪を問うのは自分一人だけに留とどめていただきたい、パブロと家の者には何とぞご容赦をたまわりたいと切々と訴えたというのだ。

　呆あつ気けにとられたアンネウス二世がパブロを呼んでそれとなく尋ねてみると、こちらも大いに狼ろう狽ばいして顔を真っ赤にしたというのだから、マリアの思いが一方通行であるはずがない。

　そしてパブロもマリアと同じことをした。

　アンネウス二世に自分の密ひそかな恋を見通されたと覚悟したパブロは、蒼そう白はくになりながらも、次期皇太子候補の母親を愛してしまった『重罪』を告白するとともにマリアには何の罪もない、マリアは自分のこんな思いは知らない、処罰するなら自分だけに留めて欲しいと嘆願したが、アンネウス二世は願ってもないことだと二人の恋を喜んだのである。

「その時からパブロはわたしの無二の味方であり、コルテスのマリアは密かな協力者でした。だからこそ、わたしは自分の結婚相手がコルテスのマリアに決まるように願ったのです」

「よかった！」

　本当にほっとして胸を撫で下ろしたキャサリンに、エルディアの新国王は笑って言った。

「わたしはこれから薔ば薇ら屋敷に向かいます。一つはカタリナに求婚するため、そしてもう一つ、わたしの娘に会うためにです。一緒に来てくれますか？」

　もちろん喜んでお供すると答えたキャサリンだった。




　フェリーシアは緊張と困惑の極みに達していた。

　実の父親とのこんな面会は予想もしていなかったからだ。

　少女の心づもりとしては豪ごう奢しやな衣い裳しように身を包んで、大勢の家来に送り出され、ミロの王宮で荘厳な儀式と手続きを経た後、エルディアが誇る壮麗な大広間で主要な臣下に見守られる中、やはり正装した父国王と感動的な体面を果たすはずだったのである。

　それが場所はこんな田舎の小さな家の居間、父国王は貴族の子弟のような微行姿、自分はといえばエレーナのお下がりの木綿のブラウスにジャンパースカートという格好だ。

（とうとうスカートを穿はかされるようになったらしい）

　これでいいのかと大いに嘆きながらも、少女は憧あこがれと緊張に頰を染めて若い父の姿を見つめ、覚えさせられたとおりの仕し種ぐさで深々と一礼し、何度も練習させられた口上を述べた。

「今日のこの日を待ちかねておりました。フェルナンド・ミゲル・コルテスでございます」

　あまりにも低く腰をかがめたものだから、アンネウス二世には少女の頭しか見えなかったが、アンネウス二世は笑ったりしなかった。

「今は別の名を名乗っていると聞いたが、その名前を聞かせてはくれないか」

　少女は身体を強こわばらせた。

　他の誰かに言われたのなら癇かん癪しやくを起こしていただろうが、他ならぬ父国王の言葉である。

「……今は、フェリーシアと呼ばれています」

　床を見つめたまま、蚊の鳴くような声で答えた娘に、アンネウス二世は言った。

「顔を上げなさい」

　少女が言われたとおりにすると、アンネウス二世は泣きそうな顔をしている娘に笑いかけて、励ますように頷うなずいたのだ。

「とてもよい名前だ。おまえにはぴったりだ。これからはその名前を名乗るようにしなさい。女の子にフェルナンドという名前は似つかわしいとは言えないからね」

　父国王の笑顔を見たことで、少女の肩から力が抜ける。

「父上……」

「何かな？」

　優しく微笑みかけられて、少女は大きく喘あえいだ。

　ごくりと息を吞のんで言った。

「バナディスという国の王が女だというのは……まことのことですか？」

　この場にはキャサリンもカタリナも立ち会っていた。この子はいったい何を言い出すのかとキャサリンは呆あきれたが、少女にとっては重大問題だったらしい。

　アンネウス二世はゆっくりと首を振った。

「フェリーシア。それは違う。女ではない」

　父国王を見つめる少女の顔がたちまち曇ったが、アンネウス二世はさらに続けたのだ。

「女性でいらっしゃる、もしくは女王陛下であると言わなくてはいけない」

　少女は完全に意表をつかれたようだった。

　ぽかんと口を開けて立ちつくした。その顔に驚きがいっぱいに広がっていく。

　娘のそんな反応を見て、エルディアの新国王は真剣な顔で頷いた。

「おまえの気持ちはよくわかる。わたしもおまえと同じことを考えたよ。おまえと同じ年頃に次期皇太子に選ばれてから、生まれて初めて外国の人とお会いして、その事実を聞かされたが、最初はとても信じられなかった」

「女に──いいえ、あの、女性に国を統治することが本当にできるのでしょうか？」

「無論のことだ。ベアトリクス陛下はよい治世を敷き、バナディスの民に慕われている立派な国王であらせられる。そればかりか、四人のお子さまのよき母でもある」

「結婚をしているのですか？」

　フェリーシアの声がひっくり返った。

　それも無理もない。この少女の感覚では既婚の女は夫に従うものだからである。

　国王とは国の最高指導者であり、その国王の上に立つものなどいるはずがないのに、王冠を得ているのは夫ではなく妻のほうだという。

　わけがわからなくなった少女に対して、アンネウス二世は座るように促した。キャサリンとカタリナにもだ。アンネウス二世自身も腰を下ろし、少女に向かって話しかけた。

「おまえにわたしの友人の話をしてあげよう。次期皇太子に選ばれた後、元老院に紹介された外国の人の話だ。元老院が友人にと選んだ人は大勢いたが、わたしはその人が一番好きだった。話し上手で、朗らかな人で、わたしはその人が来るのをいつも楽しみにしていた」

　少女は真剣な眼まな差ざしで、熱心に父の話を聞いている。

「久しぶりにお会いした時のことだ。その人は学生と言っていいほど若い方だったが、とても嬉うれしそうに妻が子どもを産んだことを話された。わたしは当然、男子が誕生したものと思って、『ご長男のご誕生、おめでとうございます』と申し上げたのだが、その人は笑って首を振ると『生まれたのは娘ですよ』と言われたのだ」

　少女は不思議そうな顔になった。

「女の子が生まれたのに、嬉しいのですか？」

「わたしもそう言ったのだよ。『それはお気の毒でした』とね。するとその人は顔色を変えた。何が気の毒なのかと問い質ただしてきた。──こんな時、おまえならどう答える？」

「決まっています。女の子では家を継ぐことができないのです。八はつ家けのマリアのように次代の国王を産む役目を担っているならまだしも、いずれは他家にくれてしまうしかないのですから、女の子が生まれて喜ぶ親はいません。どんな親でも長男の誕生を望むはずです」

「わたしもまさにそう言ったのだよ。ところが……」

　ほろ苦い思い出が蘇よみがえってきたのか、アンネウス二世は吐息を洩もらした。

「その人は激怒した。まさに烈火のごとく怒って、わたしの前に立ち、わたしの顔を正面から見据えて、こう言われた。『あなたのような最低最悪の野蛮人の顔は二度と見たくない』と」

　少女は絶句した。

　その顔にみるみる血の色が上ったかと思うと、奮然と叫んでいた。

「そんな無礼者は死刑にすべきです！」

「わたしもそう思った」

　真面目に頷いたアンネウス二世である。

「その人も立派な家柄の貴族だが、仮にも王族に向かって何たる暴言を吐くのかと憤慨した。この時のやりとりを何度思い返してみても、わたしには礼儀を守って応対した自信があった。それからしばらくして、バナディスを訪れ、ベアトリクス陛下にお目にかかった時のことだ。陛下はご自分のお茶会にわたしを招待してくださったのだが、そこには陛下のお子さまも同席されていた。王子も王女もだ。──それだけでも驚いたのだが、わたしがもっとも驚いたのは、まだ十二歳のメアリー王女が九歳のジョージ王子に向かって、王子のお行儀の悪さを容赦なく注意することだった」

「…………」

「現在ではジョージ王子は冷静で思慮深い青年に成長されたが、当時はまだ幼く、少し内気な性格だった。ベアトリクス陛下からわたしを紹介された時も、はにかんでいらっしゃるようで、なかなか名乗れなかった。そうしたらメアリー王女が後ろから王子のお尻をぴしゃりと叩いて『アンネウス二世殿下をお待たせするのは失礼ですよ』と笑って言ったのだ」

「…………」

「わたしは、王女が王子に手を上げるという事実に本当に驚かされた。恐らくコルテス家でも同じことだと思うが、女の姉妹は男の兄弟の前では迂う闊かつに口をきいてもいけないと教育される。それなのにメアリー王女も二つ下のヴィクトリア王女も、王子たちに遠慮するどころではない。王女たちははきはきとものを言い、王子たちのほうが小さくなっているような印象さえあった。女王陛下の国だけあって、この国では女子のほうが強いのだろうかと疑ったくらいだ」

　とはいえ、親善外交の席でそんなことを言うことも態度に出すことも王族には許されない。

　そつなく応対していたつもりだったが、まだ若い皇太子の胸の奥に潜むものに気づいたのか、ベアトリクス女王が微笑して、こんな質問をしてきたという。

「殿下のお国では女子は何も言わず、何も聞かず、何も見ずを美徳とされると聞いていますが、それでは殿下にとって女性とはいかなる存在ですか？」

　考えたこともありませんと咄とつ嗟さに答えたが、実はどきりとした。

　自分との決別を宣言した人が、そっくり同じことを言ったのを思い出したからだ。

「あなたにとって女性とは何ですか？　自分の子どもを産んでくれる腹に手足と目鼻がついただけのものですか？　それではその腹に立派な頭がついていることも、その頭でものを考えていることも、手足を使って思い通りに身体を動かせることも一生おわかりにはならんでしょう。あなたは永遠に生きた女性の姿を見ることはないのです」

　それこそ何を言われたのか、十代のアンネウス二世にはさっぱり理解できなかった。

「わたしは何度も、何度も、あの人の言葉を反はん芻すうしてみたが、いくら考えてもわからなかった。ずっと謎だったその言葉をわたしが真の意味で理解したのは──本当に身に沁しみて頷うなずいたのは一人の人間として、一人の女性を愛するようになった後のことだった。恥ずかしい限りだが、その時まで、あの人が何を言わんとしたのか、何をわたしに教えようとしたのか、どうしてもわからなかったのだよ。心から愛する人のことを子どもを産むだけの腹などとは思えない──思えるはずがないということに」

　そんな当たり前のことに、二十歳を過ぎるまで気づけなかったのだ。

　アンネウス二世はそのことを深く恥じ、反省していることを、率直に娘に話した。

「やっとわかった。愛する人との間に子どもが生まれれば男の子であろうと女の子であろうと、それは天にも昇るほどの心地に違いない。──年の若さゆえ、幼い頃の教育ゆえに無知だったからとはいえ、自分はいったい何を言ったのかと慚ざん愧きに堪えなかったが、まさにそれと同じ頃、その人の奥さまが若くして亡くなられたこと、その人が非常な悲しみに沈んでいることを風の便りに聞かされた」

「…………」

「わたしはお悔やみの手紙を書いた。その手紙の中でかつての自分の無礼を心からお詫わびした。最低最悪の野蛮人も愛する人を得たおかげで少しは人間らしくなったようですと書き送ると、その人はお返事をくださった。手紙の中でわたしの弔辞に対する礼を述べた後、『その愛する人をあなたのお母上と同じ不幸な身の上になさらぬよう、心から忠告するものであります』と、書き添えてこられた。──その文面にわたしは激しく動揺した。またもその人の指摘によって、重大な事実に気づかされたからだ」

　人を愛し、愛される喜びを知ったばかりのアンネウス二世は考えてもみなかったのだ。

　王座を継ぐものとして掟おきてを守るのであれば、自分はいずれ、子どもたちの母親の誰か一人と結婚しなければならない。

　だが、自分の愛する人はその中には含まれていないのだ。

　アンネウス二世は痛ましさと決意の入り交じった眼で自分の娘を見つめて言った。

「フェリーシア。難しいかもしれないが、今まで教わったことはすべて忘れなさい。おまえが教わってきたことは外国では通用しない。それどころか、このエルディアでも通用しないのだ。女の子が生まれてがっかりする親など、エルディアのどこを探してもいない。ただ王家のみが、そうした愚かしい因習に縛られているのだよ」

　絶対と信じていた王家を否定する父親の言葉に少女は大混乱を起こしている。

　しかし、父はそんな娘にさらに追い打ちを掛けるように、ゆっくりと言ったのだ。

「わたしはおまえの母上とは結婚しない」

「…………」

「だが、間違えてはいけないよ。それはおまえが女の子だからではない。わたしが愛する人はおまえの母上ではないからだ」

　この少女が父親の話をどれだけ理解できたかは疑問だった。

　細い身体を震わせて、肩で大きく息をしている。

　十二歳の娘の父親とは思えないほど若い顔に痛ましさと苦悩を浮かべて、アンネウス二世は娘に向かって頭を下げたのだ。

「おまえを──他の四人の子どもたちも、庶しよ子しにしてしまうことになる。すまない。すべてはわたしの愚かしさと無知ゆえの罪だ」

　少女は弾かれたように父親を見た。

　この少女にとって父親は──国王というものは半ば偶像化された不可侵の英雄だった。

　周りの大人たちがそう教えていたからだ。

　しかし、父は一人の生きた人間として、愛する女性と結婚するという。

　それは少女の教えられた国王の口にするべき台詞せりふではなかった。幻滅してもいいはずなのに、そうは思わなかった。その質問は極めて自然にフェリーシアの口からこぼれ出た。

「父上の愛する方というのは──どなたですか？」

「こちらにいらっしゃる」

　その視線を受けたカタリナが静かに頷いた。

　アンネウス二世も真しん摯しな表情で頷きを返すと、一転してキャサリンに笑いかけた。

「ミス・ウィンスロウ。今のわたしの話に登場した人がどなたであったか、おわかりですね。今回のことであなたが示してくれた並優れた勇気や行動力には本当に眼を見張らされました。エルディアの少女はもちろんのこと、少年にもあなたと同じことは決してできないでしょう。お父上があなたの誕生を喜んだのも、そのあなたを侮辱したわたしにあれほど激高されたのも当然のことであったと、あらためて感じ入りました」

　胸いっぱいに誇らしさを感じながら、キャサリンはなるべく平静を装って一礼した。

「ありがとうございます。ですが、陛下。わたしがエルディアの少女より多少勇敢だとしたら、それは父がわたしを信じて、わたしに行動の自由を許してくれているからです。わたしが特に優れているわけではありません。わたしを育ててくれた父がすばらしい人なのです」

「わたしも、遅まきながらお父上のようになりたいと切に思っています」

　エルディアの新国王は決意を籠こめて頷くと、カタリナを見た。

「カタリナ。ずいぶんお待たせしてしまいましたが、やっとあなたを迎えられる時が来ました。どうか今一度、王宮に戻ってください」

　すぐにでも『はい』と答えるかと思いきや、カタリナの答えはちょっと変わっていた。

「それは国王陛下としてのご命令ですか？」

「いいえ。とんでもない。あなたを愛する一人の男の切なる願いです」

「では、お受けするに当たっていくつか条件がございます。その条件を守っていただければと申し上げてもよろしいでしょうか」

「謹つつしんでお聞きしましょう」

　カタリナは姿勢を正すと、厳しささえ感じさせるほど真剣な表情で言ったのである。

「第一に八はつ家け制度を廃止していただくこと。第二にスパーダ公爵を含めて八家の当主すべてを陛下のお側から遠ざけることです。特にこちらの条件は早急に実施していただきたく思います。取り越し苦労ならよいのですが、彼らをお側に置いていたのでは陛下のおためになりません」

　その言葉にじっと耳を傾けていた国王も意外なほどの真顔で頷うなずいた。

「あなたの望みはわたしの望みでもあります。ただちに実行致しましょう」

　カタリナが微笑んで立ち上がった。

　アンネウス二世もだ。

　二人が距離を詰め、互いの手を取る。

　フェリーシアはいったい何が始まるのかときょとんとしていたが、さすがにキャサリンにはこれからの展開がありありと察せられた。

　慌てて立ち上がり、フェリーシアを急かすように立たせて、そっと部屋から抜け出した。

　強引に廊下に引きずり出された少女は小声で何をするんだと抗議してきたが、キャサリンも小声で忙せわしく言い返した。

「こういう時は邪魔してはいけないの！　親子といえども礼儀は守らなくてはいけないのよ」

　フェリーシアはさっぱりわからない顔をしていたが、はたして二人がいなくなった室内ではカタリナが立ち、アンネウス二世がその前に優雅に跪ひざまずいていたのである。

　愛する人の顔を見上げて、若い国王は幸福そのものの笑顔で言った。

「わたしエルディア国王ルシウス・アンネウス二世は、マリア・カタリナ・アントゥーニャ・スパーダに結婚を申し込みます。受けてくださいますか？」

「喜んで」

　素っ気ないくらい短い答えになったのは、それだけ言うのがやっとだったからだ。

　カタリナの眼に涙が光る。

　立ち上がったアンネウス二世とカタリナは再び互いの手を取り、しっかりと抱き合った。
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　新国王が子どもたちの母親を選ばず、別の女性と結婚すると発表したことはたちまちミロの貴族階級に広まった。

　そればかりか、この機会に妃きさき八はつ家け制度を取りやめると発表したのだから、まさに前代未聞の椿ちん事じである。

　この決定に妃八家の当主たちが黙っているわけがない。

　特に激烈な抗議をしたのは、意外にも皇太后の父であり、国王の祖父でもあるエトヴァ公爵だった。

　エトヴァ公は薔ば薇ら屋敷から戻ったばかりの国王に強引に面会を求めると、挨あい拶さつもそこそこに切り出したのである。

「もってのほかのことでございます。国王たるものは私心を抑えることを第一とするものです。このような公私混同は許されませぬぞ」

　臣下の分を超える厳しい口調で言ったのは、やはりこの人が国王の祖父だからだろう。

　エトヴァ公は瘦やせた中背の人だった。短い口くち髭ひげをきれいに整え、その細い身体を洗練された衣い裳しように包んでいる。人当たりのいい印象だが、国王を見る眼まな差ざしはさすがに厳しい。

　皇太子であった時分から、国王は血のつながりのあるこの人を何かと頼みにしていた。

　エトヴァ公の忠告や諫かん言げんには素直に従い、頷うなずくことがほとんどだったが、今は違った。

　皇太子時代には一度も見せたことのない表情を端整な顔に浮かべて、アンネウス二世は実の祖父に相対していた。

「言うまでもないが、皇太后はあなたの実の娘だ。その娘がこの三十年、どれほど辛つらい思いをしていたか、またそれが何故なのか、父であるあなたはよくご存じのはずではないか」

「恐れながら、国王陛下に申し上げます。王国の安定と娘一人の幸福はあまりに懸け隔たったものであります。この両者を秤はかりに掛けるわけには参りませぬ。皇太后が何をおっしゃったかは存じませぬが、それもまた王家の存続のためにはやむなきこととお心得ください」

　理想に燃える若い国王をたしなめるように、訓戒を垂れるように、エトヴァ公は言う。

「何とぞ、思慮分別を発揮してくださいますよう、お願い申し上げます。陛下が一時の感情に流されて判断を誤られることを、わたしはもっとも危き惧ぐしております」

　力の籠こもった祖父の言葉に、即位したばかりの国王はひっそりと微笑した。

「エトヴァ公。実はわたしにも深刻な悩みがあるのだよ。この問題を解決するには、ぜひとも公のお力が必要なのだが、聞いていただけるだろうか」

「もちろんでございます。わたしでお役に立つならば、いかようにも力をお貸し致しましょう。それほど陛下を悩ませていらっしゃるとは、どのような問題でございますかな？」

「わたしは長生きしたいのだよ」

　思っても見なかった言葉に、エトヴァ公爵は軽く眼を見張った。

「何とおっしゃいます？」

「父は四十四歳で死んだ。父だけではない。祖父も曾そう祖そ父ふも五十歳を待たずして亡くなられた。これが偶然であると思うか？」

「いかにも。非常にご不幸な出来事でした。しかし、それはあくまで偶然であります。忌き憚たんのない意見を述べさせていただければ、エルディア王家は代々短命の家系なのでございましょう。ならばこそ、妃八家の存続がもっとも重要となるのです」

「わたしはそうは思わない」

　国王の言葉には公爵が思わず口をつぐむ何かがあった。

「この妃八家制度はよくできているようだが、一つ重大な欠点がある。国王が早死にしないと、皇太子は若いうちに即位できないという点だ」

「…………」

「仮に、ある国王が八十歳で崩御したとしよう。即位する皇太子は既に六十過ぎだ。もちろん次期皇太子はぬかりなく用意されているだろうが、その次期皇太子も四十代になっている」

　当然、その妃きさき候補も同年代だ。

　新たな子どもを望むことは難しい年齢である。

　さらに言うなら六十を過ぎて即位したばかりの国王が健在である以上、皇太子はその年齢になってもまだ結婚できないことになる。

「だが、国王が四十代で崩御すれば、わたしのように二十代の国王が誕生する。──二百年前、内乱が絶えない時代には、国王が寿命をまっとうすることは至難の業であったのかもしれない。国王がまだ若く、元気なうちに、跡継ぎを用意することは重要な義務であったのかもしれない。それは認めよう。しかし、戦が絶えて久しい世となってもエルディアの国王は例外なく短命だ。こんな不自然な偶然があってよいものか……」

　国王はゆっくりと言葉を切った。

　エトヴァ公爵は答えようとはせず、無言で立ちつくしている。

　周囲には誰もいなかった。国王と公爵の二人きりだ。

　アンネウス二世は実の祖父を睨にらみ据え、声の震えを懸命に抑えて言ったのである。

「エトヴァ公。父はあなたのしたことをご存じだったぞ」

「…………」

「知っていながら、あえて身を守らなかったのだ。あなたの悪意を甘んじてその身に受けられ、ご自分の命と引き替えにして、この一連の不幸を終わらせることを望んでおられた。死の間際、父はわたしを呼んでいっさいを打ち明け、あなたの悪事について書きしたためた遺書を手渡し、後は頼むと言い残して亡くなられた」

「…………」

「立派な父だった。最後までご自分の無力を嘆いておられたが、無力どころか、誰より勇敢な方だった。あの偉大なる父上のご遺言を守らずして王冠を戴いただくなど到底かなわぬと、わたしは決意している」

「…………」

「あなたのしたことは皇太后にもお伝えした。皇太后は愛情のなかった夫より血のつながった父であるあなたに今後も従うだろうと、あなたは計算したのかもしれないが、皇太后は二度とあなたを父とは思わぬと仰せであった」

　いつの間にか、国王の声から激情が消えている。

　アンネウス二世は淡々と、むしろ事務的に実の祖父に向かって宣告した。

「身みはエルディア国王としてエトヴァ公爵に蟄ちつ居きよを申しつける。二度と王宮に伺し候こうすることも外出も許さぬ。言うまでもないが、外部から手紙を受け取ることも、家人以外の人物と勝手に面会することもだ。もし家人が身に無断で外部からの手紙を公に取り次いだ場合には、家人も罪に問われると心得よ。周囲には重い病を患ったと称されるがよろしかろう」

　それは素直に身を退けば命だけは許してやるという意味だった。

　公爵がこの宣告をどう受け取ったかはわからない。

　誰が素直に蟄居などするかと腹の中では思ったかもしれないが、口にはしなかった。

　仮面のような表情で立ちつくしていた。

　ルシウス一世は、エトヴァ公爵がルシウス一世に毒を盛ったことを遺書に書き残したという。

　国王直筆のそんな遺書を公表されたら、それこそ身の破滅である。

　今は引くべきだと計算したのか、ここはおとなしくしたほうが身のためだと判断したのか、エトヴァ公爵は無言で一礼し、国王の前から退出した。




　八はつ家けの当主たちの中で唯一、小躍りしたのは、カタリナの実父であるスパーダ公爵だ。

　国王の発表を聞くと喜び勇んで薔ば薇ら屋敷を訪れ、大きな声を張り上げた。

「でかしたぞ！　マリア！　よくやった！　これで王位はスパーダのものだ！」

　公爵は身体の大きな赤ら顔の人だった。白目の目立つ眼も大きい。いかにも癇かん癖ぺきの強そうな傲ごう岸がんな印象を受ける人だが、今はその顔が突然降ってわいた幸運に緩みきっている。

　カタリナは十二年ぶりに会う実の父親に対して、淡々と挨あい拶さつした。

「お久しぶりです、スパーダ公爵」

　その他人行儀な呼びかけにも気づかないくらいスパーダ公爵は興奮していた。王宮をいかに切り回していくか、自分の計画を延々と並べ立ててから、ようやく一息ついて娘の顔を見た。

「さっそく輿こし入れの支度をせねばならんな。王妃には身の回りの世話をする女たちも必要だ。親類の娘の中からよさそうな娘をみつくろってやろう」

「無用です」

　カタリナは静かに言った。

「わたしはこの家にあるものとエレーナだけを連れて王宮に入ります」

　スパーダ公爵はカタリナの言葉をどう受け取ったのか、実に楽しげに呵か々かと笑った。

「マリアよ。かつて男子を産めなかったからといって、そんなに引け目を感じることはないぞ。おまえはまだ若い。これからいくらでも男子を産める。そうとも、次こそは何が何でも男子を産まねばなるまいぞ。今度は他家と競う必要もない。おまえが男子を産めばその子が自動的に皇太子となるのだからな。こんなにめでたい話はない！」

　呆あきれた話だった。公爵はカタリナを今の今まで捨てていたことすら忘れている。それを娘に詫わびるどころか、自分の復権をもっと喜べと励ましの言葉を掛けているつもりでいる。

「コルテスの悔しがる様が眼に浮かぶようだわ。奴め、王妃の父になると思い込んでさんざん威張りおって。しかし、今度はわたしの番だ。おまえも一度は王宮を追い出されながら国王を射止めたのだから、もっと誇ってよいのだぞ。わたしも父として鼻が高いわ」

　得々として語る公爵に対し、カタリナはやんわりと、しかし、冷ややかさを隠さない口調で告げた。

「スパーダ公。わたしにもかつては父と呼んだ人がおりました。ですが、わたしとその人とは十二年前に決別して以来、一度も親子としての親交がないのです」

　公爵の顔色がようやく少しばかり変化した。

　意外なものを見るように、十二年ぶりに会う長女を見た。

　顔も声も姿すらも、公爵の記憶にある娘とは別人のようだった。肌は浅黒くなり、声は低く落ちついて、日々身体を使っている人らしく、すっきりと引き締まった体つきをしている。

　薔ば薇ら屋敷の客間で会ったのでなければ、自分の娘だとは見分けられなかったに違いない。

　かつての長女はスパーダ公爵が何か言えば、ほとんど無条件に『はい』と答えていた。

　それ以外の返事は聞いた覚えがないと言ってもよかった。八家のマリアとはそういうふうに教育されるものだからだ。

　その娘がどうやら自分に口答えをしているらしいと悟った公爵は露骨に不機嫌な顔になった。

「どういう意味だ。よもや、おまえは父親を非難しているのではあるまいな？」

「あなたがわたしの父親であるならば、そうかもしれませんが、わたしの申し上げたいことはただ一つ、わたしの片腕となって働いてもらう人はわたしが決めるということです。真っ先にイサベル・マラカムにお願いしました」

「マラカムだと！」

　公爵の赤ら顔がさらに真っ赤になる。

「まさか、あのマラカムか！　おまえは実家よりマラカム家を重用すると言うのか！」

「家は関係ありません。あの人はわたしのもっとも信頼するたいせつな友人です。それゆえ、これからも力を貸して欲しいとお願いしたまでです」

「何を言う！　スパーダ家の王妃の側近にマラカム家の人間を据えるなど言語道断だ！」

　激しい癇かん癪しやくを起こして公爵は怒鳴った。

「そんなことを言い出すだけでも、おまえは世間というものを──世の中の常識というものがまるでわかっておらぬことを露呈しておる！　おまえは黙ってわたしに従っていればよい！　父親に従順な娘であればよいのだ！」

　かつての長女なら、これほど激しい父の怒りを目の当たりにすれば青ざめて震えただろうが、カタリナは怯ひるまなかった。厳しい表情で父親を見据えて言った。

「十六歳のわたしならその言葉に頷うなずいたかもしれませんが、親に子を捨てる自由があるならば、子にも親を見限る自由がありましょう。はっきり言わなければおわかりにならないようなので申し上げます。十二年前、スパーダ家を追い出された時から、わたしはあなたを親だと思ったことはありません。これからも二度とそのように思うことはないでしょう」

「黙れ！　黙らんか！　親不孝者め！　そんな勝手は断じて許さんぞ!!」

　破われ鐘がねのような声で吠ほえた公爵を、カタリナは冷ややかな軽けい蔑べつの眼差しで見つめていた。

「ではお尋ねしますが、許さぬのならば、どうするとおっしゃいます？」

　顔を真っ赤にした公爵が初めて言葉に詰まった。

　この家から出て行けと言っても意味がない。追い出したらその足で王宮へ行くだろう。

　手を上げることは──とんでもない。いくらなんでもできるわけがない。実の娘とはいえ、相手は仮にも未来の王妃だ。

　茹ゆで蛸だこのようだった公爵の顔がどす黒くなった。

　今の自分が娘を罰する具体的な手段を持たないことに、やっと気づいたのだ。

　カタリナは相手が静まったのを見て、一つ息を吐いて言った。

「あなたはかつて、用済みになったわたしを捨てた。わたしも今、あの方の害にしかならないあなたを捨てます。それでお互いさまというものでしょう。──お引き取りください」

「おまえは……本気か。それが実の父親に向かって言う言葉なのか」

　激怒から一転して呪いの声を発した公爵に、カタリナは嫣えん然ぜんと微笑んだ。

「それでは、あらためて公爵にお尋ね致します。あなたは先程からしきりとわたしを愚ぐ弄ろうしていらっしゃいますが、それはこの国の未来の王妃に向かって言うにふさわしい言葉ですか？」

　スパーダ公爵は一言も言い返せなかった。




　西の空に夕陽が掛かる頃、チンジョン村でもちょっとした騒ぎが起きていた。

　立派な馬車が村を訪れ、カレラス家の前で止まり、中から一人の少年が降りてきたのだ。

　健康そうな血色のいい顔立ち、茶色がかった金髪、黒曜石の瞳ひとみ。

　カレラス家の人々が今も忘れることのできない面影をそのまま宿した少年は、絶句しているカレラス夫妻に向かって、はにかんだ笑顔で挨あい拶さつした。

「初めてお目にかかります。フェルナンド・ミゲル・コルテスと申します。ですけど、ぼくはできることならコルテスの名を捨てて、母の姓であるカレラスを名乗りたいと思っています。そのお許しをいただけますでしょうか？」

　カレラス夫人はまじまじと、それこそ穴の開くほど少年の顔を見つめていた。

　眼の前に立っているのが娘の幽霊ではなく、幻でもなく、本当に生身の少年だと理解すると、喘あえぐような声を洩もらした。

「フェルナンド……」

「はい、おばあさま」

「あなたはずっと……ずっと、あのお城に……？」

「はい」

　少年は少し硬い顔で頷くと、初めて外から見る犬いぬ鷲わし城じように眼をやった。

「あそこには父がいますが、父の元へ帰ろうとは思いません。父もそれを喜ばないでしょう。よろしければ、しばらくこちらに置いていただきたいのですが……ご迷惑でしょうか？」

　この場違いに丁寧な申し出に答える余裕はカレラス夫人にはなかった。

　震える指を伸ばして少年の頰に触れ、肩に触れ、その身体を抱きしめて泣き崩れた。

　一方、夫人と違って、男のカレラス氏はもう少し現実的だった。

　恐怖さえ滲にじませた顔で犬鷲城を振り仰いだ。

「いかん。ここにいたのでは危険だ。どこかに身を隠したほうがいい。お城はきっとおまえを取り戻しに来るに違いない」

「いいえ、おじいさま」

　少年は今度は笑顔で首を振ったのである。

「ぼくがここにいることを知っても、犬鷲城もコルテス家も何も手出しはできません。ミス・キャサリン・ウィンスロウがぼくたちを救ってくださいました」

　その名前に夫人が驚いて顔を上げる。

「あのバナディスのお嬢さんが？」

「はい。それに、即位された国王陛下も八はつ家け制度を解体するとおっしゃっています」

　今度はカレラス氏が仰天して叫ぶ。

「八家を解体!?」

　カレラス家の周りには大勢の村人が集まっていたが、彼らもざわりとどよめいた。

　そのどよめきには多分に恐怖の響きがあったが、少年は力強く頷いて、もう一度落日に赤く照らされている犬鷲城に眼をやった。

「コルテス家が消滅するわけではありません。他の七家もエルディアを代表する貴族ですから、外見は何も変わらず続いていくでしょうが、明日からの八家は昨日までの八家ではありません。──これまでと同じように権力を振るおうとしても、そうはいかなくなるはずです」




　その夜遅く、コルテス公爵は憤慨と苛いら立だちを隠せぬ表情で自宅に戻ってきた。

　他の八家に比べて、コルテス公爵に対する新国王からの通達はかなり遅れて、陽が暮れる頃、ようやく公爵の元に届いたのである。

　コルテス公爵はもちろん仰天した。日没が迫る時間にも拘かかわらず、ただちに王宮に向かって馬車を飛ばし、国王に面会を求めた。

　ところが、そこで公爵の予想外のことが起きた。

　操り人形にするはずだった新国王が公爵に牙きばを剝むいてきたのである。

　延々と続くコルテス公爵の抗議と、王家のためにも八家制度は守るべきであるという自説を、国王は無言で聞いていたが、話し疲れた公爵が言葉を切った時を狙っておもむろに口を開いた。

「コルテス公爵に問うが、身みは何者であるか？」

「問われるまでもございませぬ。我が国の国王陛下であらせられます」

「では、あらためて問う。公爵はその国王の決定に従えぬと申すのか？」

「は……」

　神妙に顔を伏せたものの、歯ぎしりする思いだった。

　迂う闊かつだった。まったくもって迂闊だった。この時のために皇太子は従順な好青年を装って、コルテスのマリアとの結婚が決まったことを喜んで見せ、コルテス公を油断させたのだ。

　そして王座についてしまえば、なるほど国王の決定を覆せる者などいない。

　コルテス公爵はそれでも諦あきらめず、食い下がろうとしたが、国王が先手を打った。

「ふとしたことから耳にしたのだが、十二年前、チンジョン村の犬いぬ鷲わし城じように奉公していた村娘が出産の際に亡くなったそうだな」

　突然こんなことを切り出されてもコルテス公爵は動揺したところなど微み塵じんも見せなかった。

　あくまで平然と答えた。

「おっしゃるとおりですが、そのようなことが、どこから陛下のお耳に達しましたか？」

　国王はこの質問に答えることを注意深く避け、秀麗な顔を憂いに曇らせた。

「身は五人兄弟の末子であるが、兄たちの顔も見たことがない。その村娘は兄の子を産まされ、亡くなったと聞いた。恐らく、これと同じ悲劇は他の家でも何件も起きていることと思う」

「否定は致しませぬ。非常に痛ましいことでもあります。しかし……」

　抗弁しようとした公爵を若い国王は身振りで制した。

「これも王家の存続のためには必要な犠牲であると公爵は言われるのだろうが、そうは思わぬ。身はこのような悲劇が起こるのは避けたい。いいや、何としても避けねばならぬのだ」

　強い口調で断言して、ゆっくりとつけ加えた。

「そのため、バナディスのエリオット卿きようも力を貸してくださるとおっしゃっている」

　公爵ははっきりと不快の表情を見せた。

　無論これはわざとである。

「恐れながら、陛下。エリオット卿が立派な人物であることは無論よく承知しておりますが、エルディアの問題はエルディア人の手で処理すべきかと存じます。こうしたことに外国の方の手を煩わせるのははたしていかがなものでしょうか。外国の方を頼みとすることと、内政への干渉を許すことの違いはわきまえていただかなくてはなりません。これを混同されるようではエルディアという国家自体が立ちゆかなくなりますぞ」

　この換言に国王は真顔で頷うなずいた。

「公爵の言われるとおりだ。エルディアにおける問題はエルディアの人間が解決せねばならぬ。なればこそ、他ならぬエルディアの人間がバナディスの方に危害を及ぼしたとなれば、これは捨て置くわけにはゆくまい」

「何と仰せられます？」

「まことにゆゆしきことだが、三日前の夜、エリオット卿のご息女が友達の家に──他ならぬ身の婚約者の屋敷だが──泊まっていたところ、エルディア人の集団に襲撃されたそうだ」

　年若い国王は意味深に言葉を切って、黒い瞳ひとみでまっすぐ公爵を見つめてきた。

　表向きは平然とその視線を受け止めたコルテス公爵だが、内心は違う。

　喉のど元に刃物を突きつけられたような寒気に襲われていたのである。

　三日前、公爵はアロンソに犬鷲城の子どもの奪還を命じた。ただし、ウィンスロウの娘には手を掛けるなとも言い渡した。

　ところが、アロンソはそれっきり戻ってこない。

　当然、肝心の子どもも現れない。

　苛いら立だった公爵は、他の召使いに命じて様子を探らせてみた。

　すると、薔ば薇ら屋敷では何の騒ぎも起きておらず、女たちはいつも通りの暮らしをしており、子どもの姿など見あたらないというのである。

　では、アロンソはどこへ行ってしまったのか、子どもはどうしたのかとじりじりしていたが、やっとわかった。

　一人はバナディス大使館に保護され、一人は囚とらわれているのである。

　大使館は治外法権地域である。いくらコルテス家といえども踏み込めない。

　気づけばコルテス公爵は背中にじっとりと冷や汗を搔かいていた。

　そんな公爵に気づいているのかいないのか、国王はあくまで悠然と言ったのである。

「先程、エトヴァ公爵が急な病を患ったゆえ、しばらく休養するという連絡があったばかりだ。コルテス公もお身体にはくれぐれも気をつけられよ」

「ははっ……」

　深々と頭を下げたコルテス公爵だった。

　フェルナンドを次期皇太子とするため、公爵は今までいろいろと元老院に働きかけている。

　そもそも、少女のフェルナンドを少年だと認めさせたことが大きな不正だ。

　それも国王の耳に達しているかと思うと、それ以上のことは何も言えなかったのである。




　屋敷に戻ったコルテス公爵は服を着替え、いつものように自室で考え込んだ。

　真っ先に考えたのはアロンソの口を封じることだ。

　アロンソはコルテス家に不利なことは何も言わないはずだ。公爵にはその確信があったが、だからといって生かしておくのは危険すぎる。

　場所がバナディス大使館とあっては難しいが、何とか手を打たなくてはならない。

　アロンソばかりではない。こうなったからには、屋敷に捉とらえてあるあの子どもを一刻も早く始末しなくてはならなかった。

　呼び鈴を鳴らして人を呼んだ。

　アロンソがいないので、今は別の召使いが代わりに『殿様』の御用に働いている。

　この召使いも何十年もコルテス家に仕えている。公爵の腹心の一人だ。

「あの子どもはどうしておる？」

「は。相変わらずでございます」

「騒ぐようなことはないのだな？」

「はい。薬がよく効いているようで……」

「ならばよい。あの子どもは用済みになったのでな。今夜のうちにティントの屋敷まで連れて行き、そこで始末せよ。死し骸がいは庭の隅にでも埋めてしまえ」

　こんな指示を出したのは、ミロのような街中で死体を出すと後の処分に困るからである。

　庭に埋めるとしても、本宅では危険すぎる。

　どんな些さ細さいなきっかけから露見しないとも限らない。

　召使いはこんな指示を受けても怯おびえも狼ろう狽ばいも見せなかった。彼にとっても殿様の言うことは絶対なのだ。頭を下げて淡々と言った。

「かしこまりました」

　その召使いの姿が扉の向こうに消えたとたん、妙な物音がした。

　かすかな呻うめき声と、何かが廊下に倒れるような音だ。

「…………？」

　訝いぶかしげに閉められた扉を振り返って、公爵は様子を見るために立ち上がった。

　普段の公爵なら自分で動くようなことはしない。あらためて人を呼んで調べさせたはずだが、そこはやはり、アロンソが捉えられたことで多少の不安を感じていたのだろう。

　だが、公爵が手を掛けるより先にその扉が外から開かれた。

「邪魔するぜ」

　堂々と乗り込んできた相手を見て、公爵は眼を剝むいた。

　この屋敷ではまったく見たことのない顔だった。

　袖そで無しの上着を前で合わせただけの、腕も胸元も剝き出しの若者は長い黒髪を高々と括くくり、腰に短剣を差している。

「何者だ!?」

　ダムーはそれ以上言わせなかった。

　流れるような動作で短剣を抜き、コルテス公爵の喉元にぴたりと突きつけて動きを封じると、悠然と言った。

「何者だじゃねえよ。仲間を返してもらいに来たんだよ」

　ダムーの背後から足音も立てずに現れたケイティがもったいぶって言う。

「それと、おぼっちゃまの身代わり代、護衛代、あたしらへの迷惑料を取り立てにね」

　さらに乗り込んできたベラフォードが、にっこり笑いかけた。

「ほんとは黙って持っていってもよかったんだけど、それじゃあ泥棒でしょ？　アタシたち、盗みはやらないのよ」

「そういうこと。もらうものはきっちり本人からいただかないとね」

　二人は公爵の私室をざっと見渡した。

　立派な書き物机と大きな暖炉、天井まで届きそうな重厚な棚、その下の両面開きの戸棚まで辿たどったところで二人の眼が同時に止まった。頷うなずいた。

「この辺りが怪しいわね」

　ベラフォードがしゃがんで戸棚を開ける。

　はたしてそこには頑丈な革張りの金庫が鎮座していた。

　南京錠が掛かっていたが、そんなものはベラフォードの手に掛かれば開いているも同然だ。

　蓋ふたを開ければ一面の黄金こがね色が眩まぶしいくらいだった。両手にすくってざらりと沈む金貨を前に、ベラフォードとケイティは真顔で相談を交わしたのである。

「どのくらいもらえばいいと思う？」

「あたしら何しろ殺されかけてるからね。その慰謝料も考えると、一人あたり金貨五十枚ってところが妥当なんじゃない？」

「じゃあ二百枚ね。ヴィンスは殺されそうになったわけじゃないけど、薬漬けですもんね」

「そうだよ。まったく。ひどいことするもんだ。一人百枚もらったっていいくらいだよ」

　公爵に短剣を突きつけているダムーがのんびりと口を挟む。

「やめとけ。そんなに抱えたら重くて逃げられねえぞ」

「それもそうね。──二百枚でもかなり重くなるけど、あんた何か入れるもの持ってる？」

「任せなって。あたしがそんな手抜かりするわけないじゃん」

　得意満面のケイティが丈夫そうな革袋を取り出した。

　二人して手早く金貨を数えて革袋に詰め始める。

　この屋敷に堂々と乗り込んできて、自分の部屋の金庫をこじ開け、眼の前で悠然と金勘定を始めた若すぎる賊たちに、公爵は愕がく然ぜんとしていた。

　しかも、自分の首筋には鋭い刃が突きつけられている。

　長髪の若者はのんびり構えているようだが、その刃先から紛れもない本気が伝わってくる。

　抵抗したり、大声を発したりすれば、この若者は容赦なくその剣にものを言わせるだろう。

　ベラフォードとケイティが金貨を詰めたずっしり重い革袋を持って部屋の出口へ向かった。

　その時になって、ダムーはようやく刃物を腰に戻した。今し方の気配を噓のように消して、公爵に笑いかけた。

「じゃあな。この金と仲間をいただいてくぜ」

　当たり前のように三人が出て行くのを公爵は茫ぼう然ぜんと見送ったが、それもほんの一瞬だ。

　たちまち我に返った。廊下に飛び出して叫んでいた。

「誰か！　誰かおらぬか！　曲くせ者ものだ！」

　夜半に響いた殿様の声に、あちこちで人の気配が湧き起こる。

　そうなることは三人にもわかっている。目的地へ向かって廊下を突っ走った。

　三人はあらかじめ、ヴィンセントが閉じこめられている部屋を探し出しておいたのである。

　その上で公爵の私室に向かったのだ。

　単にヴィンセントを連れて逃げるだけならこんな危険を冒す必要はない。しかし、それではただ働きになってしまうのである。

　既にキャサリンからちゃっかり謝礼をもらっているとはいうものの、やはりコルテス家からいただくものはいただかなくては気がすまない。

　この点、彼らの意見は見事なくらい一致していた。相談する必要もなかったくらいだ。

　ヴィンセントは母屋の奥まった一室に閉じこめられていた。鍵かぎは掛かっているが、心神喪失状態とあって見張りはいない。それをいいことに三人は室内になだれ込んだ。

　ベラフォードが内開きの扉を閉める。ダムーが近くにあった飾り戸棚を力任せに押して扉の前に置き、簡単には室内に入れないようにしたが、人の気配はどんどん近づいてくる。

　髪を黒く染められたヴィンセントはぼんやりと椅子に座り込んでいた。

　やはり眼の焦点が合っていない。ケイティが名前を呼びかけても、頰を叩たたいても、まったく反応しない。

　ケイティとベラフォードの無言の催促を受けたダムーは、大きなため息を吐いた。

　恐ろしくいやそうな顔をしながらも、少年の首に手を伸ばした。

　そこには少年の首をぴたりと覆うようにして、風変わりな首飾りがつけられていた。

　幅二センチほどの黒天鵞絨びろうどに七色の宝石を嵌はめ込んであるというもので、少年が身につける装身具にしてはずいぶんと煌きらびやかな、豪華な品だった。

　この首飾りには留め金がない。継ぎ目もない。つまり普通の方法では決して外れない。

　コルテス家の家来たちも何とかして外そうと必死になったのだろうが、無駄なことだ。

　今のところ、これを自在に外せるのはただ一人、ダムーだけである。

　ダムーにしてみれば、この事態だけは避けたかったのだが、七色の宝石を適当にいじると、黒い首輪はぽろりと外れた。ほどなく変化が起きた。

　ヴィンセントの眼に次第に焦点が戻ってくる。やがて彼は青い眼を瞬かせて、不思議そうな仕し種ぐさで首を振ったのである。

「あ……、あれ？」

　この首輪を外すとヴィンセントの体内では激烈な変化が起きる。それはたちまち表に現れる。

　その仕組みが薬に冒おかされたヴィンセントの頭をいくらか正気に戻したらしい。

　それでも状況が理解できているとは言えないようで、ぼんやりと仲間たちの顔を見渡した。

「みんな、どうしたの？」

「どうしたじゃないわよ。逃げるわよ。後ろがとってもやばいことになってるんだから」

　確かに外から激しく扉を叩く音がする。

「斧おのを持ってこい！」という怒号も聞こえる。

　しかし、ヴィンセントにとってはさっぱりわからない騒ぎだ。再度瞬きしたヴィンセントはそこで、ダムーの手にあるものが何かに気づいた。

　小さな悲鳴を上げて、慌てて首に手をやる。

　世にも情けない顔になって、恐る恐る仲間たちに問いかけた。

「また……？」

「もう用はないからね。いただくものもいただいたし、後はあんたに乗って出て行くだけだ」

「うええ……」

　ヴィンセントは泣きそうな顔になったが、もう遅い。

　彼の体内では既に変化が始まっている。

　苦しげに呻うめいて身体を丸くしたヴィンセントに、ケイティは励ますように言った。

「報酬はたんまりもらったからね。後であんたの好きなものいくらでもご馳ち走そうしてやるよ」

　ベラフォードも熱心に声を掛けてやる。

「今は一気にこの国を抜け出したほうがいいのよ。アタシたち、顔も見られているしね」

　もっとも、それは最初からわかっていてやったことだ。コルテス公爵はこの先、自分たちを追及するどころではなくなるはずだが、それで勘弁してやる気はさらさらないダムーが言った。

「ただし、逃げる前にけじめはつけていこうぜ。元はといえば妃きさき八はつ家けとかいう馬鹿げた連中のせいでこんなことになったんだ。──だったら、この屋敷だけじゃもの足らねえな」

「賛成」

　ケイティとベラフォードが口を揃えた。




　廊下では斧や鉈なたを手にした家来たちが扉を叩き壊そうと奮闘努力していた。

　既に扉はほとんど叩き壊して取り除き、その向こうの飾り棚を解体する作業に入っていたが、突然その飾り戸棚が吹き飛んだのである。

「うわっ!?」

　ものすごい衝撃だった。

　彼らはいっせいに吹き飛ばされ、たまらず廊下に倒れ込んだが、それだけではない。

　室内から強い風が勢いよく吹き付けてくる。

　その様子ときたら、家の中に突如、嵐が出現したかのようだった。

　たとえ窓を全開にしてあったとしても、こんなことはあり得ない。そのくらいの強風だった。

　自然に発生しうる風ではないのだ。

　なぜ部屋の中からこんな強烈な風が吹いてくるのか、家来たちにはわからなかった。

　ただその風圧に押され、本能的な恐怖を感じて廊下を後ずさった。

　結果として、彼らは命拾いしたのである。

　凄すさまじい轟ごう音おんとともに壮麗な屋敷の壁が崩れ、天井が崩れ落ちた。

　激しい衝撃とともに突然、屋敷の一角が崩壊したのである。

　そしてそれはコルテス家だけに留まらなかった。

　八家を構成するコルテス、マラカム、スパーダ、エトヴァ、ティンパイン、ラチェッティ、カザルス、フォテスキュー。

　この夜、ミロの各所に点在するそのすべての屋敷が同じ被害に遭ったのである。
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　会場は大勢の人で賑にぎわっていた。

　新国王の即位から一週間が過ぎていた。

　今日はミロの王宮で園遊会が開かれている。

　非公式なものだが、ミロに滞在している各国の大使や公使が残らず招待されていた。

　昼の集まりということで、未成年のキャサリンも特別に許されてその場にいた。

　園遊会と銘打ってはいても、実際は、国王が未来の王妃をお披露目する場だということを、招待客はみんな知っている。

　その主役であるカタリナは輝くばかりに美しかった。アンネウス二世も若く凜り々りしい国王で、二人が並ぶと本当にお似合いだった。

　その二人が──国王ばかりでなくカタリナも愛情を込めて笑いかける先には、可か憐れんな衣い裳しようを纏まとった国王の娘の姿がある。

　キャサリンを見ると、少女はぎこちない笑顔ではあったが、進み出てきちんと挨あい拶さつした。

「ようこそいらっしゃいました。ミス・ウィンスロウ」

　キャサリンも軽く膝ひざを折って王族に対する敬意を示し、親しみを込めて話しかけた。

「ご立派ですわ、フェリーシア姫。とてもすてきです」

　お世辞ではない。きれいな緑の衣裳が黒い髪によく映えている。

　短いその髪に宝冠を載せた少女はとても初々しく、可愛らしかった。

　少女は困ったように微笑んで、裾すその長いドレスをしきりと撫なでている。

「まだ、なかなか慣れなくて……」

　キャサリンは恥ずかしそうにしている少女を優しく見つめ、力づけるように微笑み返した。

「もっと堂々としていなさいな。あなたは紛れもなく国王陛下の娘なのだから」

　たとえ庶しよ子しであっても。

　その言葉はあえて吞のみ込んだキャサリンだった。

　しかし、フェリーシアにはキャサリンが何を言おうとしたかわかったらしい。

　青い瞳ひとみにひどく真面目な表情を浮かべて頷うなずいてみせた。

　キャサリンもそっと頷きを返した。

　アンネウス二世は他の四人の庶子に対しても、順次面会を果たすつもりだと話している。

　しかし、その子どもたちを王宮に引き取るかどうかについては、慎重な態度を取っている。

　取らざるを得ないのだ。なぜなら、その子どもたちは皆、男の子だからだ。

　この先、新王妃のカタリナに男子が生まれれば問題ないが、子どもが生まれない、あるいは女子しか生まれなかったとなると、子どもたちはともかくその親族は穏やかではいられまい。

　その点、フェリーシアは女の子なので、国王の側に置いても安心なのである。

　何とも皮肉な話だ。勝手な話でもあるが、そうした『大人の事情』を、フェリーシアは父と対面してからの短い時間に理解するようになっていたらしい。

　自分が庶子なのは父のせいではない。

　むしろ、父はそのことでとても心を痛めている。

　フェリーシアにはアンネウス二世が自分を愛してくれているという一事だけで充分だった。

　だからこそ、自分なりに父の役に立とうと考えているようで、キャサリンを見つめながら、自分に言い聞かせるように言ったものだ。

「ぼく──わたしは、一生懸命勉強して、この国で初めての女の大臣になろうと思う」

　キャサリンもにっこり笑って頷いた。

「立派な夢ですわ。フェリーシア姫ならきっとおできになりますとも」

　コルテスのマリアとパブロがやって来た。

　二人ともキャサリンを見ると笑顔で歩み寄り、特にコルテスのマリアは感激も露わな様子で声を掛けてきた。

「ミス・ウィンスロウ。娘が危ないところを、あなたが何度も救ってくださったと聞きました。いくらお礼を言っても足りませんが、本当にありがとうございます」

「アンヘラの言うとおりです。陛下はあなたの勇気に感服したとおっしゃっておられましたが、わたしからもお礼申し上げます」

　パブロはコルテスのマリアのことをアンヘラと呼んでいる。

　アンヘラは愛する人の隣にいることで、ひときわ輝いて見える。二人とも本当に幸せそうで、キャサリンも嬉うれしくなった。

　ところが、フェリーシアを見ると、何やら複雑な顔をして黙り込んでいる。

　ちょっとむっつりしたその顔はかつての『おぼっちゃま』に戻ってしまったように見えて、キャサリンはそっと少女を突つついた。

「ご挨拶はどうしたの？」

　少女は答えない。

　ますます困ったような顔をして、母親とその婚約者から眼をそらしている。

「お母さまが陛下でない方と結婚なさることが、そんなに気に入らないの？」

「そんなことはない」

　驚いたように顔を上げた後、少女はさらに口くち籠ごもった。

「ただ、その、この方は母上と結婚するのだから……ぼくにとっては義理の父上となる方だ。それはわかっている。わかっているんだけど……」

　アンヘラとパブロとが、ひどく心配そうにフェリーシアを見つめている。

　しかし、キャサリンにはぴんと来た。

「それなら陛下のことは父上とお呼びして、パブロさんはお父さまとお呼びしたらどう？」

　少女は弾かれたようにキャサリンを見た。

　それからあらためて母親とその恋人に眼をやった。

　なかなか『お父さま』という言葉が出ないようで、大きく息を吸って吐き出している少女にパブロは優しく話しかけたのである。

「フェリーシア。急がなくてもいいのです。あなたは確かにわたしの義理の娘にあたりますが、わたしの主君の姫でもあります。少しずつ慣れていけば、それでいい」

「はい。あの、ぼく──わたしは……」

　緊張に身体を強こわばらせながら、どうやらこれだけは言わなくてはと思っていたらしい。

　パブロを見上げて、大きく息を吸うと、少女はあらためて深々と頭を下げた。

「ご結婚、おめでとうございます」

　パブロはその生真面目な挨あい拶さつを笑ったりしなかった。

　こちらも義理の娘に対して丁寧に一礼した。

「ありがとうございます」

「母上を……よろしくお願いいたします」

「はい」

　パブロはにっこり笑って頷うなずき、少女もはにかんだように笑い返した。

　二人が他の客たちに挨拶するために離れていくと、替わりに少年フェルナンドがやってきた。

　彼はチンジョン村から、カレラス夫妻ともども招待されていたのである。

　カレラス夫人はキャサリンを見ると涙を浮かべ、キャサリンの手を押しいただくようにして何度も何度も礼を言った。

　カレラス氏も同様にキャサリンを絶賛したが、同時に、いったいどうやってフェルナンドを救ってくれたのかと、しきりと聞きたがった。

「いやまったく、あの犬いぬ鷲わし城じようから誰にも気づかれずにフェルナンドを救い出すとは、お見事と言うよりありません。どんな魔法を使われたのです？」

　カレラス氏の好奇心はもっともだったが、キャサリンはにっこり笑って言い返した。

「存じませんわ。そのことでしたら、わたしは何もしていないんですのよ」

「そんなはずはない。フェルナンドはあなたに助けられたと話してくれましたよ」

「ああ、そのことでしたらコルテス家の呪じゆ縛ばくから助けたという意味ですわ。それだって本当はわたしの力などではありません。陛下が父と親しくしてくださっていたおかげです」

　肝心要かなめの『少年をどうやって犬鷲城から救出したのか』という点に関しては、キャサリンは徹底的にとぼけまくっていた。あげくのはてにはこんなことを言った。

「きっと、神様がフェルナンドを哀れんで奇跡を起こしてくださったんです。フェルナンドはあんな不幸な育ち方をしたなんて思えないくらい、本当にいい子ですもの」

　こう言われるとカレラス氏も相好を崩して、まさか今になってイーヴァの息子に会えるとは思わなかったと感動し、目元を潤ませている。

　その横ではフェルナンドとフェリーシアが何とも珍妙な顔をしていた。

　キャサリンはフェリーシアにもフェルナンドにも、ダムーたちのことは黙っているようにと、まだ薔ば薇ら屋敷にいる時にあらかじめ言い含めておいたのである。

「父上に隠し事をするのか……？」

　フェリーシアはあまり気乗りしない様子だったが、キャサリンはきっぱりと言った。

「大人に大人の事情があるなら、子どもにも子どもの事情があるのよ。何より、あの人たちのことを迂う闊かつに話すと、あの人たちが八はつ家けに狙われたり捕まったりするかもしれないわ」

　少年少女はとたんに顔色を変えた。

「それは駄目だ」

「そうです。困ります」

　あべこべのようだが、前者が少女の台詞せりふで後者が少年の台詞である。

「だけど、あの白い獣けものの人はカタリナにもエレーナにも見られているんだぞ。イサベルにもだ。彼女たちにも口止めするのか？」

「これはわたしの勘だけど……」

　キャサリンは澄まして言った。

「カタリナもイサベルも、もちろんエレーナも、陛下に尋ねられれば話すかもしれないけれど、そうでなければあんな不思議な生き物を見たことを軽々しく人には言わないはずよ。だって、話したところで証拠が何もないんですものね」

　少年少女は真顔で頷いた。確かにその通りだ。

「だけど、カレラスさんと奥さまは犬鷲城がどれだけ堅固なお城かよく知っている。そこから簡単に出てこられるはずがないことも知っている。つまり、フェルナンドがここにいることが何よりの証拠になってしまうというわけ」

「ぼくは、あの人たちに迷惑が掛かるようなことは絶対にしたくない」

　フェルナンドが固い決意の口調で言った。彼にとってあの三人は大恩人なのである。

「わたしだってそうよ。あの人たちにはあれだけ力を貸してもらったんですもの。それなのに、恩を仇あだで返すようなことはできないわ」

　キャサリンがきっぱりと言えば、フェリーシアも小さな声で続けた。

「ぼく──わたしも、森で助けてもらった」

「だから、これはわたしたちだけの秘密にしましょう」

　こうして三人は秘密を守ることを誓い合ったのである。

　その時の会話をキャサリンが思い出していると、各国大使との挨拶に忙しかったエリオット卿きようが机の間を縫って歩いてきた。

　感心したようにキャサリンに言った。

「驚いたね。この園遊会には八家の当主の姿が一人もない」

　今までの王宮主催の園遊会にはあり得なかったことだ。

　アンネウス二世はカタリナに宣言したように、今後は八家抜きで政治を行うつもりらしい。

「ですけど、お父さま。彼らがこのままおとなしく引き下がりますか？」

　キャサリンにはそれだけが心配だった。

　ピエトロ医師から聞いただけでも、八家が相当深くエルディアの王宮に関わっていることは間違いないが、卿は首を振った。

「それについては陛下を信じてお任せするしかない。わたしは所しよ詮せん、外国人だからね。しかし、あの方は苦労人だ。賢明な方でもある。きっとやってのけるだろうよ」

「もう一つ心配なことがあるのです。アンヘラさま──コルテスのマリアさまのことですけど、あの方はまだコルテス家の離れで暮らしていらっしゃるのでしょうか？」

「いや、何しろあんなことがあったからね。今は陛下のお計らいで王宮の一室にいらっしゃる。いずれパブロと結婚したら、そちらに移られるだろう」

　キャサリンはあらためて胸を撫なで下ろした。

「よかった。一事はどうなるかと思いましたけど、これでめでたしめでたしですわね」

「そのとおりだ。それ自体はまことに結構なことなんだがね。キャサリン」

　威厳づけの口くち髭ひげをひねりながら、エリオット卿は小声で囁ささやいた。

「一つだけどうしてもわからないのだが、おまえの行く先々ではどうして次から次へと建物が壊れるんだね？」

　ミロの街は一週間前に起きた怪事件の話でもちきりとなっている。

　市民は朝になって初めて、八家に起きた異変を知ったのだ。

　天井が抜け、壁に穴が開き、玄関が崩れ落ちた八はつ家けの邸宅の有様を見て誰もが愕がく然ぜんとした。

　幸いどの家も馬鹿馬鹿しいくらい大きさがあるので死傷者は出なかったが、誰がどうやってこんなことをしてのけたのだろうと市民の誰もが首を捻ひねっている。

　市民だけではない。アンネウス二世もその一人である。

　無論、エリオット卿もだ。

　しかし、キャサリンは父の問いに驚いたように眼を見張った。

「あら、お父さま。そんなことを尋ねられても困ります。わたしが壊して回っているわけではありませんもの」

　それでも、エリオット卿はどうにも疑わしいという眼まな差ざしでキャサリンを見つめてきたが、キャサリンは澄まして答えた。

「わたしはお父さまに隠しごとなど致しません。それは間違いなくお約束できます。ですけど、大人に大人の交おつき際あいがあるのなら、子どもにも子どもの交際があるのですわ。お父さまはずっとアンネウス二世陛下との友情をわたしに黙っていらしたのですから、これでおあいこです」

「ふむ。それを言われると弱いが……」

　エリオット卿は苦笑することしきりである。

「では、これだけは聞かせてくれるかな。わたしがまだ会ったことのないおまえのお友達は、その友人であることを自慢できるような──誇りに思えるお友達かね？」

　キャサリンは力強く頷いた。

「もちろんですわ。いつかきっと、お父さまにご紹介できると思います」







　あとがき







　完結です。

　たいへん長らくお待たせいたしました。実に足掛け三年です。

　前回の中巻の発行後、知人に言われたことがあります。

「えっ!?　終わらなかったの？　まとめて読もうと思って上巻はまだ読んでないのに……」

　申し訳ありません。

「それじゃあ……いつになるかわからないけど、完結してからまとめて読むね」

　まったくもって返す言葉もございません。

　恐らく他にもそういう方がいらっしゃるのではないかと思います。まるまる二年もお待たせしてしまったことになります。

　見捨てずに長いこと待っていてくださった皆さま、本当にどうもありがとうございました。

　一年に一冊の発行ですから忘れられやしないかと心配なんですが、書く側としては、始めた以上は必ず終わらせるつもりで書いています。

　それでも実際に書き始めてみると、書く前には予想もしていなかった出来事や流れが次々に出てきます。今回のこの長い話も、実は書く前から決まっていたのはおおまかな事件の顚てん末まつと、鷲わしと獅し子しが出てくることくらいでした。

　ちなみに作者は猫科動物が好きです。家猫はもちろん大型猫科動物も大好きです。

　ただ、正直なところ、ライオンだけはほとんど興味がありませんでした。

　理由は至って簡単で、あんまりかっこいいと思えなかったのです。

　テレビで見ても動物園で見ても、何だか貧相な顔と姿で、百獣の王というわりにはちっとも堂々としているように見えないと思っていましたが、やはり個体差があるんですね。

　先日、北のほうで有名な某動物園に行ってきたのですが、そこにいたライオンのすばらしくハンサムでかっこいいことときたら、思わず見み惚とれたくらいです。

　寒いところにいるせいか、今まで見た他のどのライオンよりたてがみがふさふさしていて、おまけに眼がつぶらで黒目がち。何だか可愛らしくさえ見えました。

　ライオンというと目つきは鋭く光っているものと思っていたので、これも意外でした。

　そんなわけで、作中のライオンのモデルは、目つきの可愛いところだけは似ていませんが、立派なたてがみとハンサムぶりは某動物園のライオンです。

　亀の歩みよりまだ遅いシリーズですが、これからも書き続けていきたいと思っていますので、またどこかで見かけたら、その時はよろしくお願いいたします。
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